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豊田厚生病院理念

私たちはたえず
新しい医療のあり方を追求し
優しさと温かさを大切にして
地域の人たちと共に歩みます
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基本方針

私たちは、次の基本方針に基づいて患者に適切な
医療・保健・福祉サービスを提供します。

1. 公的病院として、地域住民の健康増進・病気の治療と予防に努めます。

2. 患者の権利に配慮した安全で安心できる医療・保健・福祉サービス
の提供を行います。

3. 常に医学の進歩に目を向け、人的・設備的な質向上に努めます。

4. 地域の医療機関との緊密な連携を図り、患者中心の地域医療体系の
構築に努めます。

患者の権利と責任
1. 個人の尊厳

人格が尊重され人間としての尊厳を守られる権利があります。

2. 平等な医療を受ける権利
良質で安全な医療を平等に受ける権利があります。

3. 知る権利
病状・検査・治療について十分な説明を受ける権利があります。

4. 自己決定の権利
納得できるまで説明を受けた上で、自ら治療方法を選択する権利があ
ります。また、セカンド・オピニオンを求めることができます。

5. プライバシーが守られる権利
ご自分の情報を承諾なしに第三者に提示されない権利があります。

6. 参加と協同の責任
患者は、これらの権利を守るため、医療従事者との信頼関係の構築に
努め、医療に参加、協力する責任があります。
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　わが国の総人口は、急激な高齢化により医療・介護需要が大きく増加する一方で、社会保障の担い手とな
る労働力人口の減少が大きな問題となっております。社会保障給付費は年々増加し続け、国家財政のひっ迫
が深刻な課題となっております。令和 ２年度より続いたコロナ禍の ３年間を乗り越え、３0年ぶりとなる高水
準の賃上げや企業の高い投資意欲など、経済には前向きな動きも見られています。しかしながら、賃金上昇
は世界的な物価高騰に追いついておらず、個人投資や設備投資は力強さを欠いており、依然として経済再建
には厳しい状況が続いています。
　医療・介護の分野においては、 ５類移行後も新型コロナウイルス感染症の影響が残存しており、施設内感
染等により苦しい経営を迫られています。他方、コロナ関連の特例診療報酬や補助金は大幅に縮小されたこ
とで、赤字施設の割合は増加し、地域の医療提供体制の維持は困難な状況となってきております。
　こうしたなか、当院は西三河北部医療圏の中核病院として地域における役割を果たすとともに、地域住民
に安全で安心な医療を提供するため、以下の取り組みを行いました。

①　感染症指定医療機関として新型コロナウイルス感染症患者の治療を行いました。 ５類移行後も愛知県
の要請に応え、病床を確保し中等症・重症者の受入に努めました。

②　救急医療体制の強化・充実を図り、病床逼迫時も極力断らない救急を継続することで、救急車受け入
れ台数増加およびドクターカー出動件数は増加しました。

③　放射線治療機器を更新し、定位放射線治療（ＳＲＳ・ＳＲＴ）、強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）といっ
た、正常細胞へのダメージを最小限に抑える治療が可能となりました。

④　画像診断体制強化のため、放射線診断医を増員しました。また、ＰＥＴ－ＣＴ・ＭＲＩ設備を更新し、検
査時間の短縮や画像精度の向上、検査中の快適性の向上を実現しています。

⑤　令和 ４年度に導入した手術支援ロボット「ダヴィンチ」による低侵襲手術を積極的に行い、年間で
191件実施しました。

　運営面では、外来は 1日当りの患者数1,３４0人（予算1,３３9人、前年度1,３５４人） 1人当りの診療単価
２9,101円（予算２7,４90円、前年度２7,706円）となりました。入院は、 1日当りの患者数５５５人（予算５３３人、
前年度５４6人） 1人当りの診療単価8４,３５２円（予算8３,４8５円、前年度8３,77２円）となりました。新型コロナ
ウイルス感染症の影響はありましたが、前年度を上回る結果となりました。
　今後も診療機能の向上はもちろんのこと、業務改善やタスクシフティング等による働き方改革への対応を
続けていきます。また、引き続き新型コロナウイルス感染症患者の治療と感染拡大防止に取り組み、ポスト
コロナを見据えた病院経営の更なる健全化を行います。地域医療の中核を担う基幹病院として、地域住民に
安全で安心できる医療・保健・福祉サービスを提供して参ります。

令和 6年10月 1 日　　　
病院長　服部　直樹

発刊にあたり
豊田厚生病院　病院長　服部直樹
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主な出来事

4月　無痛分娩開始

10月　厚生連球技大会にてバレー部準優勝 11月　MRI・PET/CT更新

10月	 新型コロナウイルスの医療体制に貢献したと
して愛知県より表彰

9月　病院コンシェルジュ導入

5月　昨年に続き病院敷地内にてヤギが除草開始
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主な出来事

1月	 能登半島地震被災地に向けDMAT1隊目が出発12月　定位放射線治療装置を導入

1月	 能登半島地震被災者への救護活動を終え、
DMAT2隊目が帰還

2月　第12回愛知メディカルラリーに参加し優勝

3月　定年退職者送る会2月　第25回市民公開講座を開催
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広報誌院外版
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豊田厚生病院概要 令和6年3月1日現在

■　名　　称　　　　　　
　　愛知県厚生農業協同組合連合会　豊田厚生病院

■　所在地　　　　　　　
　　〒４70-0３96　愛知県豊田市浄水町伊保原５00-1
　　ＴＥL(0５6５）４３-５000　FAX(0５6５）４３-５100

■　設立年月日　　　　　
　　昭和２２年5月1日（豊田厚生病院開院　平成２0年1月1日）

■　病床数　　　　　　　
　　606床（一般600床・感染症6床）

■　標榜科目　40科　　　
内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、脳神経内科、内分泌・代謝内科、腎臓内科、血液内科、ア
レルギー科、緩和ケア内科、感染症内科、精神科、小児科、放射線科、放射線治療科、放射線診断科、臨
床検査科、病理診断科、外科、消化器外科、乳腺外科、血管外科、小児外科、呼吸器外科、脳神経外科、
心臓外科、救急科、泌尿器科、眼科、耳鼻いんこう科、麻酔科、ペインクリニック外科、歯科口腔外科、
整形外科、リウマチ科、形成外科、皮膚科、産婦人科、リハビリテーション科、化学療法内科

■　専門外来　37科　　　
血液内科、腎臓外来、糖尿病外来、脳神経内科、小児循環器科、小児神経科、小児血液科、小児アレル
ギー科、小児外科、ストーマ外来、内分泌外来、肝臓外来、ペースメーカークリニック、血管外科、膠原
病外来、インプラント外来、助産師外来、乳腺外来、婦人科腫瘍外来、糖尿病フットケア外来、女性専門
外来、小児腎臓外来、ボトックス外来、緩和ケア外来、肥満外来、セカンドオピニオン外来、ペインクリ
ニック、胃瘻交換外来、母乳外来、耳鼻いんこう科腫瘍外来、糖尿病療養指導士外来、リウマチ外来、不
整脈外来、骨粗鬆症外来、心不全外来、側彎症外来、無痛分娩外来

■　関連施設　　　　　　
豊田厚生訪問看護ステーション、豊田厚生地域包括支援センター、豊田厚生居宅介護支援事業所、加茂看
護専門学校

■　施設認定　　　　　　
救急告示病院、病院群輪番制病院（二次）、臨床研修病院（医科）、臨床研修施設（歯科）、エイズ治
療協力病院、難病医療協力病院、地域がん診療連携拠点病院、地域中核災害拠点病院、肝疾患専門医療
機関、救命救急センター、肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業指定医療機関、脳死下臓器提供施設、
DＭAＴ指定医療機関、地域医療支援病院、DＰＣ特定病院群（旧：DＰＣⅡ群病院）、がんゲノム医療連携
病院、第二種感染症指定医療機関、保険医療機関、労災保険指定医療機関、生活保護法指定医療機関、結
核医療機関、更生・育成医療指定、養育医療指定、原爆医療指定（一般・認定疾病）、二次健康診断指定
医療機関、病院機能評価認定病院、全国循環器撮影研究会認定被ばく線量低減推進施設、日本栄養療法推
進協議会認定ＮＳＴ稼働施設、マンモグラフィ（乳房エックス線写真）検診施設、卒後臨床研修評価機構
（JＣＥＰ）認定病院、人間ドック健診施設機能評価認定病院、医療被ばく低減施設、母体保護法指定医療機
関（医師研修機関）、出生前検査認証制度等運営委員会認定ＮＩＰＴを実施する医療機関（連携施設）、日
本高気圧環境・潜水医学会認定施設、日本栄養療法推進協議会ＮＳＴ稼動施設、日本臨床栄養代謝学会ＮＳＴ
稼動施設、日本適合性認定協会ＩＳO1５189認定施設、日本輸血・細胞治療学会輸血機能評価認定制度（Ｉ&A
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制度）認定施設、日本脳卒中学会一次脳卒中センター、日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会
インプラント実施施設、日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会エキスパンダー実施施設、関連
10学会構成胸部ステントグラフト実施施設、関連10学会構成腹部ステントグラフト実施施設、浅大腿動脈
ステントグラフト実施施設、下肢静脈瘤血管内焼灼術実施施設、日本脊椎脊髄病学会　椎間板酵素注入療
法実施可能施設、腹腔鏡下肝切除術日本消化器外科学会連携施設、ＩＭＰＥLLA補助循環器用ポンプカテー
テル実施施設、経カテ―テル的大動脈弁置換術実施施設、日本不整脈心電学会経皮的カテーテル心筋冷凍
焼灼術施設基準認定施設、日本循環器学会左心耳閉鎖システム実施施設

■　管　理　者　　　　　
病院長　　服部　直樹　　　　薬剤部長　　　　三宅　芳男
副院長　　梶田　光春　　　　診療協同部長　　小澤　　功
副院長　　篠田　政典　　　　看護部長　　　　林　眞千子
副院長　　久留宮康浩　　　　事務部長　　　　服部　　学
副院長　　水野　敬輔
副院長　　橋本　良博

■　学会認定　　　　　　
日本神経学会専門医制度教育施設、日本認知症学会専門医制度教育施設、日本肝臓学会認定施設、日本消
化器内視鏡学会専門医制度指導施設、日本消化器病学会専門医制度認定施設、日本高血圧学会専門医認
定施設、日本循環器学会循環器専門医研修施設、日本心血管インターベンション治療学会研修施設、日本
不整脈心電学会認定不整脈専門医研修施設、日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設、日本腹部救急
医学会腹部救急認定医・教育医制度認定施設、日本急性血液浄化学会認定指定施設、日本腎臓学会研修施
設、日本透析医学会専門医制度認定施設、日本血液学会認定専門研修、日本糖尿病学会認定教育施設、日
本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設、日本がん治療認定医機構認定研修施設、日本緩和医療学会認定
研修施設、日本緩和医療薬学会緩和医療専門薬剤師研修施設、日本精神科学会専門医制度研修施設、日本
小児科学会小児科専門医研修施設、日本肝胆膵外科学会肝胆膵外科高度技能専門医修練施設B、日本消化
器外科学会専門医修練施設、日本大腸肛門病学会認定施設、日本胆道学会指導施設、日本乳癌学会専門医
制度認定施設、日本臨床腫瘍学会認定研修施設（連携）、日本外科学会外科専門医制度修練施設、日本外
科感染症学会外科周術期感染管理教育施設、日本食道外科専門医準認定施設、日本胃癌学会認定施設B、
日本整形外科学会専門医制度研修施設、日本リウマチ学会教育施設、呼吸器外科専門医合同委員会基幹施
設、三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設、日本皮膚科学会認定専門医研修施設、日本泌尿器
科学会専門医教育施設、日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設、日本産科婦人科内視鏡学会認定
研修施設、日本女性医学会専門医制度認定研修施設、日本眼科学会専門医制度研修施設、日本医学放射線
学会放射線科専門医修練機関、日本核医学会専門医教育病院、日本麻酔科学会麻酔科標榜のための研修施
設、日本ペインクリニック学会指定研修施設、日本感染症学会研修施設、日本口腔外科学会認定研修施
設、日本口腔腫瘍学会口腔がん専門医制度指定研修施設、日本口腔科学会認定医制度研修施設、日本病理
学会研修認定施設B、日本臨床細胞学会教育研修施設、日本臨床細胞学会認定施設、日本病院会病院総合
医育成プログラム認定施設、人間ドック健診専門医暫定研修施設
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針 山 由 美

鈴 木 伸 吾
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鈴 木 祥 子
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仲 川 　 　 賢
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兼 子 隆 次 （ 兼 ）
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倉 田 久 嗣 （ 兼 ）

澤 井 喜 邦

梶 田 光 春 （ 兼 ）
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村 松 雅 人

金 子 鎮 二
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小 児 外 科

血 管 外 科

乳 腺 外 科

消 化 器 外 科

臨 床 検 査 第 ３ 課

臨 床 検 査 第 ２ 課
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課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

課 長

部 長

部 長

部 長

部 長

部 長

部 長

部 長

大 藪 宏 樹

森 下 博 文

福 和 　 篤

下 竹 美 由 紀

齋 藤 靖 子

杉 村 龍 也

勝 野 知 子

中 王 子 美 保

加 藤 昭 子

中 野 智 子 （ 兼 ）

伊 藤 知 晴

福 田 郁 栄

中 野 智 子

館 向 幸 子

中 野 智 子 （ 兼 ）

加 納 千 津 子

杉 山 和 美

伊 藤 知 晴 （ 兼 ）

柴 田 詠 次

関 幸 子

的 場 洋 子

鈴 村 美 佐

櫛 田 千 景

三 宅 敦 子

牧 知 香 子

伊 藤 美 幸

鬼 頭 奈 央

蕨 野 久 美 子

古 橋 美 直 子

吉 野 佐 知 子

川 合 舞

中 村 和 行

内 田 将 吾

森 　 　 茂 雄

沖 島 正 幸

吹 留 理 香

上 杉 留 里 子

村 田 　 瞳

山 越 美 穂 （ 兼 ）

山 越 美 穂

中 尾 圭 介

西 澤 圭 祐

菅 原 　 元 （ 兼 ）

谷 川 吉 政 （ 兼 ）

遠 矢 祐 希 子

金 山 康 秀 （ 兼 ）

小 島 康 裕

水 野 敬 輔 （ 兼 ）

久 留 宮 康 浩 （ 兼 ）

舟 橋 宏 樹

深 田 英 樹

永 田 篤 志

木 村 有 里

椿 原 隆 寿

深 田 真 司
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医師名簿

医師名簿 令和6年3月1日現在

職　　　名 氏　名 診療科
病 院 長 服 部 　 直 樹 脳神経内科

加茂看護専門学校長兼豊田厚生病院副
院長兼第2診療部長兼小児科代表部長 梶 田 　 光 春 小 児 科

副院長兼第1診療部長兼保健事業部長
兼内科代表部長兼循環器内科代表部長 篠 田 　 政 典 循環器内科

副院長兼救命救急センター長兼入退
院 支 援 セ ン タ ー 長 兼 血 管 外 科 部 長 水 野 　 敬 輔 外 科

副院長兼第3診療部長兼通院治療セン
ター長兼外科代表部長兼乳腺外科部長 久 留 宮 康 浩 外 科

副 院 長 兼 第 4 診 療 部 長 兼 臨 床
研 修 部 長 兼 泌 尿 器 科 代 表 部 長 橋 本 　 良 博 泌 尿 器 科

患 者 相 談 部 長 兼 地 域 医 療 福 祉
連 携 部 長 兼 循 環 器 セ ン タ ー 長 金 子 　 鎮 二 循環器内科

医 師 臨 床 研 修 科 代 表 部 長
兼 循 環 器 内 科 外 来 部 長 窪 田 　 龍 二 循環器内科

医療安全管理部医療安全管理室長（代
表部長待遇）兼循環器内科ＣＣU部長 大 橋 　 大 器 循環器内科

循 環 器 内 科 病 棟 部 長 藤 田 　 雅 也 循環器内科
心 血 管 治 療 部 長 畳 　 　 陽 祐 循環器内科
循 環 器 内 科 外 来 医 長 羽 賀 　 智 明 循環器内科
医 員 中 込 　 敏 文 循環器内科
医 員 堀 　 　 仁 美 循環器内科
医 員 佐 橋 　 智 博 循環器内科
医 員 櫻 井 　 礼 子 循環器内科
医 員 岡 本 　 峻 幸 循環器内科
医 員 早 川 　 　 輝 循環器内科
医 員 桐 谷 　 元 樹 循環器内科
医 員 大 垣 内 琢 也 循環器内科
消 化 器 内 科 代 表 部 長 都 築 　 智 之 消化器内科

内 視 鏡 セ ン タ ー 長 兼 消 化 器 内 科
病 棟 部 長 兼 化 学 療 法 内 科 部 長 森 田 　 　 清 消化器内科

消 化 器 内 視 鏡 部 長 竹 内 　 淳 史 消化器内科
消 化 器 内 科 病 棟 医 長 高 士 ひ と み 消化器内科
消 化 器 内 科 外 来 医 長 内 田 　 元 太 消化器内科
内 視 鏡 セ ン タ ー 医 長 古 根 　 　 聡 消化器内科
医 員 近 藤 　 大 也 消化器内科
医 員 小 阪 　 亮 介 消化器内科
医 員 田 ケ 原 俊 徳 消化器内科
呼吸器内科代表部長兼アレルギー科部長 谷 川 　 吉 政 呼吸器内科
呼 吸 器 内 視 鏡 部 長 指 尾 　 豊 和 呼吸器内科
呼 吸 器 内 科 医 長 中 原 　 義 夫 呼吸器内科
医 員 柴 田 　 寛 史 呼吸器内科
医 員 林 　 か ず み 呼吸器内科
医 員 伊 東 　 幸 祐 呼吸器内科
血液浄化センター長兼腎臓内科代表部長 倉 田 　 久 嗣 腎 臓 内 科
腎 臓 内 科 病 棟 部 長 吉 岡 　 知 輝 腎 臓 内 科
医 員 渡 邉 　 絢 史 腎 臓 内 科
医 員 神 田 亜 希 子 腎 臓 内 科
医 員 斉 藤 　 絢 恵 腎 臓 内 科
医 員 山 田 　 拓 弥 腎 臓 内 科
脳 神 経 内 科 代 表 部 長 冨 田 　 　 稔 脳神経内科
脳 神 経 内 科 外 来 部 長 高 橋 　 美 江 脳神経内科
脳 神 経 内 科 病 棟 医 長 池 田 　 昇 平 脳神経内科
医 員 佐 藤 　 萌 美 脳神経内科
医 員 武 重 万 里 子 脳神経内科
医 員 大 村 　 政 人 脳神経内科
医 員 市 川 　 　 慶 脳神経内科
総合内科代表部長兼救命救急副センター長 西 本 　 泰 浩 総 合 内 科
総 合 内 科 医 長 渡 口 　 賢 隆 総 合 内 科
総 合 内 科 病 棟 医 長 加 藤 　 誓 子 総 合 内 科

職　　　名 氏　名 診療科
医 員 伊 藤 　 怜 花 総 合 内 科
医 員 山 田 　 崇 義 総 合 内 科
内 分 泌 ・ 代 謝 内 科 代 表 部 長 澤 井 　 喜 邦 内分泌・代謝内科
内 分 泌 ・ 代 謝 内 科 医 長 増 田 　 　 富 内分泌・代謝内科
医 員 戸 松 　 瑛 介 内分泌・代謝内科
医 員 玉 腰 　 徳 子 内分泌・代謝内科
医 員 関 本 ち ひ ろ 内分泌・代謝内科
血液内科代表部長兼化学療法内科代表部長 平 賀 　 潤 二 血 液 内 科
血 液 内 科 病 棟 医 長 原 田 　 靖 彦 血 液 内 科
医 員 寺 島 　 浩 史 血 液 内 科
緩 和 ケ ア 内 科 代 表 部 長 村 松 　 雅 人 緩和ケア内科
感染症内科代表部長兼感染制御室長 川 端 　 　 厚 感染症内科
医 員 小 林 　 優 大 内 科
医 員 鈴 木 　 日 向 内 科
医 員 須 川 　 耀 祥 内 科
医 員 松 波 亜 佐 子 内 科
医 員 橋 本 明 香 里 内 科
精 神 科 代 表 部 長 前 川 　 和 範 精 神 科
精 神 科 医 長 渡 邉 　 周 一 精 神 科
小 児 科 病 棟 部 長 生 駒 　 雅 信 小 児 科
小 児 科 外 来 部 長 武 田 　 将 典 小 児 科
医 員 栁 澤 　 彩 乃 小 児 科

感染制御部長兼中央手術センター長兼
集中治療センター長兼消化器外科部長 菅 原 　 　 元 外 科

患者相談部患者相談室長兼外科外来部長 世 古 口 　 英 外 科
上 部 消 化 器 外 科 部 長 井 上 　 昌 也 外 科
下 部 消 化 管 外 科 部 長 加 藤 　 健 宏 外 科
血 管 外 科 医 長 秋 田 　 直 宏 外 科
消 化 器 外 科 医 長 南 　 　 貴 之 外 科
医 員 牛 田 　 雄 太 外 科
医 員 権 田 　 紘 丈 外 科
医 員 山 口 　 真 和 外 科
医 員 等 々 力 広 菜 外 科
医 員 浜 辺 　 健 太 外 科
医 員 中 根 　 有 登 外 科
医 員 加 藤 真 由 子 外 科
医 員 石 田 　 航 大 外 科
医 員 岩 田 　 侑 也 外 科
医 員 小 池 愛 理 子 外 科

医療安全管理部長兼整形外科代表部長兼リ
ハビリテーション代表部長兼リウマチ部長 金 山 　 康 秀 整 形 外 科

脊 椎 脊 髄 セ ン タ ー 長 辻 　 　 太 一 整 形 外 科
整 形 外 科 病 棟 部 長 大 田 恭 太 郎 整 形 外 科
整 形 外 科 医 長 服 部 　 恭 典 整 形 外 科
医 員 前 田 　 真 崇 整 形 外 科
医 員 舘 　 　 寛 人 整 形 外 科
医 員 髙 山 　 真 央 整 形 外 科
医 員 渕 野 　 孝 明 整 形 外 科
形 成 外 科 代 表 部 長 川 端 　 明 子 形 成 外 科
医 員 石 塚 　 直 太 形 成 外 科
医 員 大 和 　 義 崇 形 成 外 科
脳 神 経 外 科 代 表 部 長 立 花 　 栄 二 脳神経外科
脳 神 経 外 科 病 棟 部 長 住 友 　 正 樹 脳神経外科
脳 神 経 外 科 病 棟 医 長 河 村 　 彰 乃 脳神経外科
医 員 宗 宮 　 大 輝 脳神経外科
医 員 渡 邊 　 　 亨 脳神経外科
医 員 安 藤 　 祐 人 脳神経外科
呼吸器センター長兼呼吸器外科代表部長 岡 阪 　 敏 樹 呼吸器外科
医 員 伊 藤 　 俊 成 呼吸器外科
医 員 石 谷 　 紗 希 呼吸器外科
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医師名簿

職　　　名 氏　名 診療科
医 員 秋 葉 　 嘉 将 呼吸器外科
心 臓 外 科 代 表 部 長 荒 木 　 善 盛 心 臓 外 科
心 臓 外 科 医 長 野 田 　 美 香 心 臓 外 科
医 員 小 林 　 明 裕 心 臓 外 科
医 員 佐 久 本 一 樹 心 臓 外 科
医 員 川 口 　 　 鎮 心 臓 外 科
皮 膚 科 代 表 部 長 鈴 木 　 伸 吾 皮 膚 科
医 員 榊 原 あ ゆ み 皮 膚 科
医 員 竹 中 　 花 予 皮 膚 科
医 員 中 根 　 啓 允 皮 膚 科
泌 尿 器 科 内 視 鏡 部 長 宇 佐 美 雅 之 泌 尿 器 科
泌 尿 器 科 腫 瘍 部 長 小 林 　 大 地 泌 尿 器 科
医 員 東 　 　 凌 平 泌 尿 器 科
医 員 名 里 　 瑛 美 泌 尿 器 科
医 員 岩 瀬 　 　 豊 泌 尿 器 科
産 婦 人 科 代 表 部 長 針 山 　 由 美 産 婦 人 科
産 婦 人 科 病 棟 部 長 新 城 加 奈 子 産 婦 人 科
産 婦 人 科 外 来 部 長 新 保 　 暁 子 産 婦 人 科
医 員 神 谷 知 都 世 産 婦 人 科
医 員 堂 山 　 　 瑶 産 婦 人 科
医 員 田 中 梨 紗 子 産 婦 人 科
眼 科 代 表 部 長 山 田 　 麻 里 眼 科
医 員 加 藤 　 房 枝 眼 科
医 員 髙 野 　 千 夏 眼 科
医 員 杉 山 　 寛 明 眼 科
医 員 北 条 　 貴 広 眼 科
耳 鼻 咽 喉 科 代 表 部 長 澤 部 　 　 倫 耳鼻咽喉科
医 員 丹 羽 　 正 樹 耳鼻咽喉科
医 員 森 　 　 浩 紀 耳鼻咽喉科
医 員 三 田 　 直 弥 耳鼻咽喉科
放 射 線 診 断 科 部 長 櫻 井 　 悠 介 放射線診断科
放 射 線 診 断 科 核 医 学 診 断 医 長 古 橋 　 尚 博 放射線診断科
医 員 林 　 　 勇 気 放射線診断科
医 員 竹 原 　 有 美 放射線診断科
医 員 竹 下 　 祥 敬 放 射 線 科
麻 酔 科 代 表 部 長 上 原 　 博 和 麻 酔 科
ペ イ ン ク リ ニ ッ ク 外 来 部 長 小 島 　 康 裕 麻 酔 科
医 員 岩 　 　 伶 麻 酔 科
医 員 伊 藤 　 雅 人 麻 酔 科
医 員 酒 井 　 博 生 麻 酔 科
医 員 上 甲 　 利 南 麻 酔 科
医 員 川 口 　 里 奈 麻 酔 科
医 員 水 野 　 佑 哉 麻 酔 科
医 員 佐 々 木 和 磨 麻 酔 科
医 員 溝 口 　 瑛 心 麻 酔 科
医 員 丸 山 　 航 平 麻 酔 科
医 員 吉 田 　 英 樹 麻 酔 科

歯 科 口 腔 外 科 代 表 部 長 兼 歯
科 医 師 臨 床 研 修 科 代 表 部 長 兼 子 　 隆 次 歯科口腔外科

口 腔 外 科 外 来 医 長 河 合 　 孝 真 歯科口腔外科
医 員 澤 木 　 　 廉 歯科口腔外科
医 員 伊 藤 　 大 泰 歯科口腔外科
医 員 石 原 　 拓 朗 歯科口腔外科
救急科代表部長兼救命救急副センター長 中 島 　 成 隆 救 急 科
救 急 科 外 来 医 長 竹 村 　 元 太 救 急 科
医 員 吉 田 健 一 郎 救 急 科
病 理 診 断 科 代 表 部 長 成 田 　 道 彦 病理診断科
組 織 管 理 部 長 山 下 　 依 子 病理診断科
研 修 医 2 年 次 前 野 　 有 美 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 足 立 　 涼 輔 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 市 野 　 貴 大 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 稲 垣 　 智 也 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 笠 原 　 史 帆 医師臨床研修科

職　　　名 氏　名 診療科
研 修 医 2 年 次 鈴 木 　 杏 奈 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 高 木 　 宏 輔 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 田 島 　 美 咲 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 野 本 大 二 郎 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 藤 澤 　 建 太 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 牧 野 　 良 祐 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 松 山 　 怜 奈 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 山 岸 昂 太 郎 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 吉 川 　 尚 吾 医師臨床研修科
研 修 医 2 年 次 加 納 　 夏 実 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 五 十 嵐 達 哉 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 小 早 川 隼 輝 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 酒 井 　 颯 大 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 柴 田 　 光 輝 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 白 石 　 洋 介 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 墨 　 　 隆 紘 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 髙 橋 　 泰 樹 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 中 川 　 竣 介 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 中 島 　 　 陸 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 日 比 　 大 輔 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 古 井 　 　 香 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 宮 澤 　 実 里 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 森 田 絵 利 加 医師臨床研修科
研 修 医 1 年 次 上 手 　 万 里 医師臨床研修科
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役付職員名簿

役付職員名簿 令和6年3月1日現在

◆診療放射線室
部長 小澤　　功
課長 遠矢祐希子
課長 深田　真司
課長 椿原　隆寿
係長 原田　和幸
係長 近藤　千晃
係長 鷹羽　正悟
係長 伊藤　友彰
係長 柴田　英輝
係長 阪口　　明
係長 小林　晋也

◆臨床検査室
室長 田中　浩一
課長 木村　有里
課長 永田　篤志
課長 深田　英樹
係長 蒲澤　康晃
係長 熊谷　美希
係長 酒巻　尚子
係長 永田　悠起
係長 黒木　雅子
係長 藤田　啓介
係長 宮地　文子
係長 高橋　礼子

◆リハビリテーション室
室長 仲川　　賢
課長 舟橋　宏樹
課長 吹留　理香
係長 岩附　史明
係長 足立　大典
係長 鬼頭　有子
係長 畑　　康夫

◆臨床工学室
室長 兵藤　好行
課長 沖島　正幸
係長 辻川　圭亮
係長 酒出　篤弥
係長 小川　正博
係長 西山　和芳

◆栄養管理室
室長 鈴木　祥子
課長 森　　茂雄
係長 脇阪　涼子
係長 江口真奈美
係長 岩本　拓郎

◆薬剤部
課長 三宅　芳男
室長 間瀬　　悟
室長 久保田敏行
課長 内田　将吾
課長 中村　和行
課長 西澤　圭祐
課長 中尾　圭介
係長 各務さとみ
係長 榊原　崇芳

係長 近藤　　有
係長 加藤　恭平
係長 酒井　幹康
係長 戸田　州俊
係長 横山　尚美
係長 古田　美里

◆看護部
看護部長 林　眞千子
看護部副看護部長 富川由佳里
看護部副看護部長 安藤　愛子
看護部副看護部長 三田　洋希
課長 ＡBＣDブロック 山越　美穂
課長 ＩＣＵ 村田　　瞳
課長 ＨＣＵ 上杉留里子
課長 2Ａ病棟 牧　知香子
課長 3Ａ病棟 三宅　敦子
課長 3B病棟 櫛田　千景
課長 3Ｃ病棟 鈴村　美佐
課長 4Ａ病棟 的場　洋子
課長 4B病棟 関　　幸子
課長 4Ｃ病棟 川合　　舞
課長 4Ｄ病棟 吉野佐知子
課長 5Ａ病棟 古橋美直子
課長 5B病棟 蕨野久美子
課長 5Ｃ病棟 鬼頭　奈央
課長 5Ｄ病棟 伊藤　美幸
課長 中央手術センター 柴田　詠次
課長 救命救急センター 福田　郁栄
課長 内視鏡センター 伊藤　知晴
課長 血液浄化センター 中野　智子
課長 入退院支援センター 加藤　昭子
課長 通院治療センター 中王子美保
課長 看護管理課 杉山　和美
係長 Ａブロック 岩永　　香
係長 Bブロック 浅井　陽子
係長 Ｃブロック 鈴木　幸子
係長 Ｄブロック 佐藤　修秀
係長 ＩＣＵ 山本かおり
係長 ＩＣＵ 宇佐見　彩
係長 ＨＣＵ 山﨑　聖絵
係長 ＨＣＵ 伊藤さとみ
係長 ＨＣＵ 黒木　有花
係長 2Ａ病棟 吉田　栄里
係長 2Ａ病棟 戸田　礼美
係長 3Ａ病棟 鈴木　尚子
係長 3Ａ病棟 岡野　純子
係長 3B病棟 森　めぐみ
係長 3B病棟 大牟田智佳子
係長 3Ｃ病棟 石川　雅惠
係長 3Ｃ病棟 地引　雅子
係長 4Ａ病棟 加藤　敏子
係長 4Ａ病棟 森下美紗子
係長 4Ａ病棟 冨岡　祐衣
係長 4B病棟 岩屋奈央子
係長 4B病棟 伊藤亜利沙
係長 4Ｃ病棟 稲熊　幸子
係長 4Ｃ病棟 豊田　　恵
係長 4Ｄ病棟 小澤　秀子
係長 4Ｄ病棟 武山　　忍
係長 5Ａ病棟 村井奈津子
係長 5Ａ病棟 渡部　志保

係長 5B病棟 渡邉かおる
係長 5B病棟 鈴木　香澄
係長 5Ｃ病棟 藤原民智代
係長 5Ｄ病棟 小野田結花
係長 中央手術センター 竹内さより
係長 中央手術センター 伊藤真由美
係長 放射線看護課 河村　恵子
係長 救命救急センター 岩下　香代
係長 内視鏡センター 杉浦　公重
係長 入退院支援センター 米澤　康子
係長 看護管理課 山内　悦子
係長 看護管理課 武藤　聡恵

◆事務部
部長 服部　　学
企画室長 山田　浩昭
企画係長 目谷　怜士
医療情報係長 桑原　涼介
診療情報係長 岡田　高明
教育研修係長 國定賢一朗
事務管理室長 杉江　　淳
医事課長 福和　　篤
医療第一係長 金田　麻美
医療第二係長 柴田孝太郎
医療第三係長 酒井　良英
総務課長 森下　博文
庶務係長 野々山章斗
経理係長 内川　雄太
施設課長 大藪　宏樹
エネルギーセンター係長 近藤　　隼

◆地域医療福祉連携部
地域医療連携課長 勝野　知子
地域医療連携係長 白川　尚毅
在宅支援コーディネーター係長 古賀　智美
医療福祉相談課長 杉村　龍也
医療福祉相談係長 八木　隆太
がん相談支援係長 片寄智香子
訪問看護ステーション訪問看護係長 阿部　美香
訪問看護ステーション長 齋藤　靖子
居宅介護支援係長 清水　浩子
地域包括支援センター係長 小林　宏美

◆医療安全管理部
課長 加納千津子

◆感染制御部
課長 中野　智子
係長 駒井　博子

◆患者相談部
課長 館向　幸子

◆保健事業部
室長 西森　陽子
課長 下竹美由紀
係長 浦野美和子
係長 石原　清美
係長 原　　明子



Toyotakosei Hospital Annual Report 202316

職員数

職員数 令和6年3月1日現在

年度　
　職種

令和 6年 令和 ５年 備　　　考

常
勤
職
員

医師 195 198 研修医29名含む

医
療
技
術
職

薬剤師 52 54 
診療放射線技師・医学物理士 36 36 
臨床検査技師 59 60 
理学療法士 26 26 
作業療法士 8 8 
言語聴覚士 5 5 
管理栄養士 10 12 栄養士
臨床工学技士 20 21 
ソーシャルワーカー 13 14 
歯科衛生士 4 4 
その他 6 6 臨床心理士・視能訓練士

小　　計 239 246 

看
護
部
門

保健師 6 6 
助産師 17 17 
看護師 632 656 
准看護師 5 5 
看護助手 54 53 

小　　計 709 737 

そ
の
他

事務員 125 127 
協助部門補助 6 6 検査科・放射線科補助等
管理技術者 34 33 ボイラ技士、保育士、調理師等
管理補助者 10 10 調理員等

小　　計 175 176 
合　　　計 1,３18 1,３５7 

非
常
勤
職
員

医師 53 69 
看護部門 54 48 看護助手含む
その他 37 44 

合　　　計 144 161 
総　　合　　計 1,４6２ 1,５18 
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令和5年度　豊田厚生病院事業計画

令和５年度　豊田厚生病院事業計画

１．環境認識
　西三河北部医療圏では２0２５年までは人口は増加するが、6５歳以上の増加率が高く高齢化が急速に進む医
療圏と認識されている。この地域では医療需要の高い年齢層が増加していくことで医療・介護の需要はさ
らなる増加が見込まれています。
　当院は救急救命センターを有し、国指定の地域がん診療連携拠点病院の指定を受ける「地域の中核病
院」として、高度急性期・急性期医療を担い、豊田市の市民病院的な役割を果たすとともに、地域医療支
援病院として回復期・慢性期を担う医療機関や診療所等との連携を進めることが求められています。さら
に、長引く新型コロナウイルスの対応については行政や近隣の医療機関と連携し地域の医療を崩壊させな
いように尽力します。
　また、当該医療圏は広大なへき地対象地域を抱えているため、医療従事者の確保や適切な救急搬送計画
の推進が求められます。

２．事業方針
　高度急性期病院として計画最終年度（令和9年度）に向けて外来患者数の適正化（抑制）と病床利用率
の向上に取り組み、西三河北部医療圏の今後の医療需要および地域住民のニーズ応えるため下記を事業方
針として取り組む。
　①　救急・集中治療・がん医療体制及び看護体制の充実
　②　医療の質向上と医療安全の強化
　③　地域医療連携・地域住民との連携強化
　④　地域包括ケアシステムの構築と医療・介護連携の強化
　⑤　保健事業の充実
　⑥　安定的な経営基盤の構築　
　⑦　タスクシフト・ワークシェアを推進し、医師・看護師の業務支援体制を構築

３．重点事項と実施目標
（ １）医療事業
　救急医療・集中治療体制の充実 ①　ＩＣU・HＣUの効率的運用
 ②　急性期充実体制加算の維持
 ③　放射線撮影機器の更新
 ④　治験業務の院内体制の充実
 ⑤　入退院支援センター業務の充実
 ⑥　手術支援ロボットの充実
 ⑦　豊田・尾三消防本署および各分署との連携強化
　がん医療の充実 ①　地域がん診療連携拠点病院の機能向上
 ②　がんゲノム医療連携病院としての機能の充実
 ③　ＰＥＴ-ＣＴの更新
 ④　放射線治療機器（ライナック）の更新
　看護体制の充実 ①　 7対 1入院基本料、夜間看護配置換算1２対 1 の安定的運用

（ ２）医療の質・安全強化
　資格取得の推進 ①　認定・専門資格取得の推進
 ②　論文・学会発表の推進
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令和4年度　豊田厚生病院事業計画

　医療の質向上 ①　クリニカルパスの見直しと適用率向上
 ②　救命救急センター充実（ドクターカー、救急搬送件数向上）
　医療安全の充実 ①　インシデント・アクシデントレポート提出の推進
 ②　放射線読影レポート及び病理・細胞診報告書の未読削減
 ③　医療機器安全管理における研修会の充実
 ④　感染対策の意識向上に向けた教育

（ 3）地域との連携強化
　地域医療連携の強化 ①　行政、地元医師会・薬剤師会、各医療機関等との連携強化
 ②　地域連携パスの推進
 ③　入院時からの退院調整の実施
 ④　紹介・逆紹介の推進
　地域団体・住民との連携強化 ①　地元JAとの連携継続
 ②　市民公開講座の開催

（ 4）介護事業
　在宅医療・介護の推進 ①　ターミナルケアの充実
 ②　在宅療養支援の推進
　地域包括ケアシステム運用への協働 ①　豊田市の関連会議への参画　豊田市在宅医療・福祉連携推進
 　会議・豊田市介護認定審査会　等
 ②　地域の介護支援専門員等との関わり強化

（ ５）保健事業
　保健事業の充実 ①　人間ドック施設機能評価の受審（令和 ５年1２月）
 ②　専任医師の確保
 ③　健診メニューの見直しによる効率化

（ ６）経営管理
　経営の安定 ①　紹介・逆紹介の推進
 ②　病床利用率の向上
 ③　DＰＣデータの分析、係数の向上
 ④　査定減、返戻対策の強化
 ⑤　保守点検費用・委託費の見直し
　適正な要員管理 ①　業務量、育成、人件費、加算等を含めた適切な人財確保
 ②　研修医の確保
 ③　看護師の離職防止
　新たな施設基準の検討 ①　新たな施設基準取得に向けた検討

（ 7）その他
　広報活動の充実 ①　広報誌・ホームページの充実と開拓
 ②　ブランディング向上に向けた検討
　働き方改革への対応 ①　医師の時間外勤務削減
 ②　タスクシフト・ワークシェアの推進
　障がい者雇用の推進 ①　法定雇用率の達成に向けた取り組み
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Ⅰ　医療実績
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診療科別延患者数及び診療収入

１．診療科別延患者数及び診療収入

外　　　　　　　　来 入　　　　　　　　院
令和5年度 令和4年度 前年対比 令和5年度 令和4年度 前年対比

内 　 　 科 1２8,6３３ 1３1,２４7 98.0% 107,４18 110,0３２ 97.6%
精 神 科 7,４５6 7,8３５ 9５.２% － － －
小 児 科 9,7４7 10,２２8 9５.３% ３,6２6 ２,５69 1４1.1%
外 　 　 科 ２２,11２ ２３,1５1 9５.５% ２５,6５7 ２6,３５２ 97.４%
整 形 外 科 ３２,３90 ３２,５17 99.6% ２２,４81 18,8３9 119.３%
形 成 外 科 8,897 8,69５ 10２.３% 1,9２8 1,997 96.５%
脳 神 経 外 科 7,9４0 8,２0４ 96.8% 9,161 9,66２ 9４.8%
呼 吸 器 外 科 1,9２４ ２,２1４ 86.9% ２,４５２ ２,169 11３.0%
心 臓 外 科 ２,４86 ２,6５7 9３.6% ３,09２ ２,677 11５.５%
皮 膚 科 17,２４５ 17,３４３ 99.４% 1,861 1,４３9 1２9.３%
泌 尿 器 科 ２0,４５1 19,77４ 10３.４% 9,５２8 8,３0４ 11４.7%
産 婦 人 科 1４,9３6 1４,３２0 10４.３% 7,1３7 6,19２ 11５.３%
眼 　 　 科 1４,07４ 1３,1３6 107.1% ２,16５ ２,617 8２.7%
耳 鼻 咽 喉 科 16,18４ 1５,４68 10４.6% ３,99４ ３,４8２ 11４.7%
放 射 線 科 ２,96４ ４,988 ５9.４% － － －
麻 酔 科 ４,18２ ３,909 107.0% 8４ ５6 1５0.0%
歯科口腔外科 1３,968 1３,２３５ 10５.５% ２,71３ ２,761 98.３%
合 　 　 計 ３２５,５89 ３２8,9２1 99.0% ２0３,２97 199,1４8 10２.1%
一 日 平 均 1,３４0 1,３５４ 99.0% ５５５ ５４6 101.8%

　診療日数　外来：２４３日　入院：３66日

（単位：人）
１．科別延患者数

年度別延患者数（人）
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診療科別延患者数及び診療収入

外　　　　　　　　来 入　　　　　　　　院
令和5年度 令和4年度 前年対比 令和5年度 令和4年度 前年対比

内 　 　 科 ５,２1２,699 ４,9２7,５1４ 10５.8% 8,３４0,５0５ 8,２7２,４19 100.8%
精 神 科 67,167 71,891 9３.４% － － －
小 児 科 1３５,５５２ 166,３４３ 81.５% ２09,0５４ 1５7,1５9 1３３.0%
外 　 　 科 1,0３５,901 1,01５,08３ 10２.1% ２,３61,２60 ２,４２５,３8５ 97.４%
整 形 外 科 669,90２ 667,181 100.４% ２,1４6,５２9 ２,118,３５２ 101.３%
形 成 外 科 7５,91３ 79,５４５ 9５.４% 1３５,7４２ 1４0,３５8 96.7%
脳 神 経 外 科 1２３,３70 1２５,２３５ 98.５% 789,7５５ 778,1３8 101.５%
呼 吸 器 外 科 ４1,３8４ 10４,５77 ３9.6% ３２6,３90 ３0５,6３8 106.8%
心 臓 外 科 ２9,6３３ ３３,３５４ 88.8% 680,0３５ ５17,701 1３1.４%
皮 膚 科 ２２9,6３8 ２1５,２３8 106.7% 9２,798 78,３４1 118.５%
泌 尿 器 科 877,7３8 78５,068 111.8% 669,6２8 ５86,99５ 11４.1%
産 婦 人 科 ２6５,88３ ２５1,68２ 10５.6% 6５５,４6２ 600,6５1 109.1%
眼 　 　 科 ２２6,４99 ２07,061 109.４% ２10,３91 ２３8,8４7 88.1%
耳 鼻 咽 喉 科 ２２３,２２9 18２,11２ 1２２.6% ３10,811 ２68,706 11５.7%
放 射 線 科 66,769 10３,68４ 6４.４% － － －
麻 酔 科 ４9,３87 ４7,３71 10４.３% ４２,786 1５,78５ ２71.1%
歯科口腔外科 1４４,186 1３0,090 110.8% 177,３５8 178,61３ 99.３%
合 　 　 計 9,４7４,8５0 9,11３,0３0 10４.0% 17,1４8,５0４ 16,68３,087 10２.8%

　診療日数　外来：２４３日　入院：３66日

　（単位：千円）
２．科別診療収入

年度別診療収入（人）
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市町村別利用状況

２．市町村別利用状況

（単位：人）
１．市町村別外来利用状況（延患者数）

令和5年度 令和4年度 令和3年度
患　者　数 構　成　比 患　者　数 構　成　比 患　者　数 構　成　比

豊田市全域 ２５7,817 78.３% ２５9,168 78.8% ２60,769 79.４% 
＊豊田地区 ２２５,４67 68.５%　 ２２7,４４0 69.1% ２２8,7４４ 69.6% 
＊藤岡地区 17,8５7 ５.４%　 17,５11 ５.３% 17,４9２ ５.３% 
＊小原地区 ３,４96 1.1%　 ３,２80 1.0% ３,５５４ 1.1% 
＊足助地区 ５,４４1 1.7%　 ５,691 1.7% ５,6４２ 1.7% 
＊ 旭 地 区 ２,３8５ 0.7%　 ２,３9４ 0.7% ２,３３３ 0.7% 
＊下山地区 1,２0２ 0.４%　 1,08３ 0.３% 1,1３0 0.３% 
＊稲武地区 1,969 0.6%　 1,769 0.５% 1,87４ 0.6% 
み よ し 市 ４５,7５５ 1３.9%　 ４４,89３ 1３.6% ４３,５19 1３.２% 
小　　　計 ３0３,５7２ 9２.２%　 ３0４,061 9２.４% ３0４,２88 9２.6% 
東　郷　町 ４,５97 1.４%　 ４,7２２ 1.４% ４,５２6 1.４% 
日　進　市 ５,08３ 1.５%　 ４,761 1.４% ４,7３8 1.４% 
岡　崎　市 ２,５５7 0.8%　 ２,５10 0.8% ２,５３9 0.8% 
名 古 屋 市 ３,9５6 1.２%　 ３,87３ 1.２% ３,68３ 1.1% 
そ　の　他 9,５0５ ２.9%　 9,0５7 ２.8% 8,7５7 ２.7% 
小　　　計 ２５,698 7.8%　 ２４,9２３ 7.6% ２４,２４３ 7.４% 
合　　　計 ３２9,２70 100.0%　 ３２8,98４ 100.0% ３２8,５３1 100.0% 

西三河北部医療圏の外来患者数（人）

西三河北部医療圏以外の外来患者数（人）
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市町村別利用状況

（単位：人）
２．市町村別入院利用状況（延患者数）

令和5年度 令和4年度 令和3年度
患　者　数 構　成　比 患　者　数 構　成　比 患　者　数 構　成　比

豊田市全域 1５7,２1３ 77.３% 1５５,87５ 78.３% 1４9,009 79.２% 
＊豊田地区 1３３,４79 6５.6%　 1３２,５５５ 66.6% 1２５,9５6 66.9% 
＊藤岡地区 10,２３0 ５.0%　 10,9２8 ５.５% 10,４２３ ５.５% 
＊小原地区 ３,３6５ 1.7%　 ３,２8２ 1.6% ３,２0５ 1.7% 
＊足助地区 ５,696 ２.8%　 ４,５２8 ２.３% ４,60２ ２.４% 
＊ 旭 地 区 1,997 1.0%　 ２,４8３ 1.２% ２,790 1.５% 
＊下山地区 ５9２ 0.３%　 6４8 0.３% 6４8 0.３% 
＊稲武地区 1,8５４ 0.9%　 1,４５1 0.7% 1,３8５ 0.7% 
み よ し 市 ２8,３３6 1３.9%　 ２５,600 1２.9% ２４,３8５ 1３.0% 
小　　　計 18５,５４9 91.３%　 181,４7５ 91.1% 17３,３9４ 9２.２% 
東　郷　町 ４,３２５ ２.1%　 ４,0３1 ２.0% ３,５6５ 1.9% 
日　進　市 ３,80４ 1.9%　 ３,67５ 1.8% ２,869 1.５% 
岡　崎　市 1,２２6 0.6%　 1,60４ 0.8% 1,２7２ 0.7% 
名 古 屋 市 ２,２３３ 1.1%　 ２,４78 1.２% ２,11４ 1.1% 
そ　の　他 6,２01 ３.0%　 ５,916 ３.0% ４,9４8 ２.6% 
小　　　計 17,789 8.7%　 17,70４ 8.9% 1４,768 7.8% 
合　　　計 ２0３,３３8 100.0%　 199,179 100.0% 188,16２ 100.0% 

西三河北部医療圏の入院患者数（人）

西三河北部医療圏以外の入院患者数（人）
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年齢別利用状況

３．年齢別利用状況

（単位：人、%）

（単位：人、%）

１．年齢別外来利用状況（延患者数）

２．年齢別入院利用状況（延患者数）

令和5年度 令和4年度 令和3年度
患 者 数 構 成 比 患 者 数 構 成 比 患 者 数 構 成 比

　　6才未満 10,４8３ ３.２% 7,9２7 ２.４% 7,987 ２.４% 
6～1５才未満 8,687 ２.6% 9,01５ ２.7% 8,986 ２.7% 
1５～２0才未満 ５,３97 1.6% 6,３7３ 1.9% ５,67４ 1.7% 
２0～6５才未満 1３1,7４0 ４0.0%　 1３５,0３7 ４1.0% 1３7,7５0 ４1.9% 
6５～7５才未満 67,３6３ ２0.５%　 7２,４３３ ２２.0% 76,118 ２３.２% 
7５才以上　　 10５,600 ３２.1%　 98,199 ２9.8% 9２,016 ２8.0% 
合　　　計 ３２9,２70 100.0%　 ３２8,98４ 100.0% ３２8,５３1 100.0% 

令和5年度 令和4年度 令和3年度
患 者 数 構 成 比 患 者 数 構 成 比 患 者 数 構 成 比

　　6才未満 ２,980 1.５%　 ２,1５0 1.1% ２,90５ 1.５% 
6～1５才未満 1,661 0.8%　 1,５00 0.8% 1,9３8 1.0% 
1５～２0才未満 1,５４6 0.8%　 ２,1２２ 1.1% 1,４５8 0.8% 
２0～6５才未満 ４8,４４４ ２３.8%　 ４6,11３ ２４.３% ４４,３71 ２３.6% 
6５～7５才未満 ４0,671 ２0.0%　 ４３,５２6 ２２.9% ４５,５２8 ２４.２% 
7５才以上　　 108,0３6 ５３.1%　 9４,５４1 ４9.8% 91,96２ ４8.9% 
合　　　計 ２0３,３３8 100.0%　 189,9５２ 100.0% 188,16２ 100.0% 

令和３年度 令和４年度 令和５年度
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救命救急センター外来利用状況

４．救命救急センター外来利用状況

１．診療科別患者数

診療科
時間内 時　間　外

合計
延患者数 入院

（再掲）
日　直 当　直 時間外

合計延患者数 入院 患者数 入院(再掲）
内 科 1,7２２ ３7 ２,0２３ 1３ ４,５３6 1４ 6,５５9 8,２81
脳神経内科 ２81 176 1３２ 9５ ２77 ２２1 ４09 690
呼吸器内科 ２２9 167 1４３ 91 ２４7 19２ ３90 619
消化器内科 ３7５ ２５6 ２３２ 167 ５２6 ４２３ 7５8 1,1３３
循環器内科 ４76 ３0５ ２19 161 ４71 ３５8 690 1,166
内分泌代謝科 ５6 ４２ ２３ 19 ４３ ３５ 66 1２２
腎 臓 内 科 70 6２ ５５ ３５ ５５ ４6 110 180
膠原病内科 1 0 1 0 0 0 1 ２
血 液 内 科 ４9 ３３ 61 1５ ２9 ２7 90 1３9
総 合 内 科 167 1２５ 8２ 68 181 16２ ２6３ ４３0
肝 臓 内 科 ３ ３ 0 0 1 1 1 ４
精 神 科 1３ 0 1３ 0 ３0 0 ４３ ５6
小 児 科 ４４1 ４４ 788 116 1,719 16２ ２,５07 ２,9４8
外 科 76 7 111 ４ 168 7 ２79 ３５５
消化器外科 1３0 1２４ 91 8５ ２５6 ２５３ ３４7 ４77
血 管 外 科 1４ 1２ ２ 1 16 1３ 18 ３２
乳 腺 外 科 ５ ４ 7 6 1２ 11 19 ２４
整 形 外 科 68２ 171 6４9 77 1,２３４ 166 1,88３ ２,５6５
脊 椎 外 科 6 6 ２ ２ ５ ４ 7 1３
形 成 外 科 119 ２ 17５ ２ ３69 ２ ５４４ 66３
脳神経外科 ４0５ 1３５ ２96 67 690 1５7 986 1,３91
呼吸器外科 ２２ 16 1５ 1３ 16 1４ ３1 ５３
心 臓 外 科 9 7 7 ４ 1４ 10 ２1 ３0
皮 膚 科 70 1２ 161 1４ ３07 ４1 ４68 ５３8
泌 尿 器 科 178 ４５ ２５４ ４４ ５7３ 7５ 8２7 1,00５
産 婦 人 科 ４４ 9 117 1４ 160 ４1 ２77 ３２1
眼 科 ２５ 0 ２9 1 97 0 1２6 1５1
耳鼻咽喉科 ２２8 17 ２67 ２8 ５11 ３３ 778 1,006
麻 酔 科 1 0 1 0 6 0 7 8
歯科口腔外科 ２0 1 ４２ ２ 8２ 1 1２４ 1４４
合 計 ５,917 1,818 ５,998 1,1４４ 1２,6３1 ２,４69 18,6２9 ２４,５４6
前 年 度 11,161 1,8３２ 6,788 1,061 1２,697 ２,５４0 19,４8５ ２５,４0２
前年度対比 ５３.0% 99.２% 88.４% 107.8% 99.５% 97.２% 9５.6% 96.6%

（単位：人）
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救命救急センター外来利用状況

（単位：人）２．月別患者数

年月日
時間内

時　間　外
合計日　直 当　直 時間外

合計患者数 入院(再掲） 患者数 入院(再掲） 患者数 入院(再掲）

R5

４月 6３３ 1４５ ４３1 10２ 96５ 188 1,３96 ２,0２9
５ 月 ４76 1３6 ４97 10４ 1,06３ ２08 1,５60 ２,0３6
6 月 ４9５ 170 ４0２ 78 1,0３7 19４ 1,４３9 1,9３４
7 月 ５４３ 1５４ ５81 110 1,２５7 ２２２ 1,8３8 ２,３81
8 月 60３ 1５9 ５8３ 108 1,２68 ２0２ 1,8５1 ２,４５４
9 月 ４89 1５1 ４9３ 8５ 1,1３３ 197 1,6２6 ２,11５
10月 ４9２ 1５３ ４３５ 7５ 988 ２0５ 1,４２３ 1,91５
11月 ４08 1３6 ４7５ 90 91５ ２06 1,３90 1,798
1２月 ５08 17５ ５10 98 1,07２ 196 1,５8２ ２,090

R6
1月 ４４6 1４9 688 1２8 1,19２ ２５0 1,880 ２,３２6
２ 月 ４２0 1３6 ４7４ 77 8４9 186 1,３２３ 1,7４３
３ 月 ４0４ 1５４ ４２9 89 89２ ２1５ 1,３２1 1,7２５

合　　計 ５,917 1,818 ５,998 1,1４４ 1２,6３1 ２,４69 18,6２9 ２４,５４6
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３．救急車受入状況
①救急車受入数推移

時間内 時間外 総数 前年比
平成２7年度 ２,２90 ４,91２ 7,２0２ 96.6%
平成２8年度 ２,３３8 ４,9５４ 7,２9２ 101.２%
平成２9年度 ２,４8４ ５,３9３ 7,877 108.0%
平成３0年度 ２,6５0 ５,５61 8,２11 10４.２%
令和元年度 ２,４５6 ５,４４7 7,90３ 96.２%
令和 ２年度 ２,３0５ ４,789 7,09４ 89.8%
令和 ３年度 ２,610 ５,２77 7,887 111.２%
令和 ４年度 ３,170 6,４1５ 9,５8５ 1２1.５%
令和 ５年度 ３,２9４ 6,３３6 9,6３0 100.５%
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（単位：人）
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救命救急センター外来利用状況

②診療科別救急車受入数

診療科
時間内 時　間　外

合計患者数 入院(再掲）
日　直 当　直 時間外

合計患者数 入院(再掲） 患者数 入院(再掲）
内 科 708 ３1 ３9５ ３ 1４２6 ５ 1,8２1 ２,５２9
脳神経内科 ２0４ 1４1 88 69 19５ 1５9 ２8３ ４87
呼吸器内科 1４7 1３２ ５４ ４9 166 1４1 ２２0 ３67
消化器内科 ２３6 19４ 10２ 88 ３09 ２68 ４11 6４7
循環器内科 ３２４ ２6３ 1２0 96 ３２1 ２6４ ４４1 76５
内分泌代謝科 ４３ ３５ 16 1５ ３6 ３0 ５２ 9５
腎 臓 内 科 ５４ ４9 ２6 ２４ ３6 ３３ 6２ 116
膠原病内科 1 0 0 0 0 0 0 1
血 液 内 科 ２５ ２1 11 11 18 16 ２9 ５４
総 合 内 科 117 11４ ４7 ４7 1３1 1２0 178 ２9５
肝 臓 内 科 ３ ３ 0 0 0 0 0 ３
精 神 科 10 0 ４ 0 18 0 ２２ ３２
小 児 科 1２1 ２8 9３ 17 ２9４ ３6 ３87 ５08
外 科 ３４ ５ 1５ ３ ４7 ５ 6２ 96
消化器外科 98 10４ ２9 ２8 1３５ 1３４ 16４ ２6２
血 管 外 科 1３ 11 0 0 1３ 1２ 1３ ２6
乳 腺 外 科 ５ ３ ２ ２ 7 6 9 1４
整 形 外 科 ４80 16２ ２５２ ５7 601 1３6 8５３ 1,３３３
脊 椎 外 科 6 6 0 0 ４ ４ ４ 10
形 成 外 科 ４8 ２ ３6 0 76 ２ 11２ 160
脳神経外科 ２97 1２２ 1４４ ５２ ３7５ 1３8 ５19 816
呼吸器外科 17 1３ 11 10 11 11 ２２ ３9
心 臓 外 科 9 8 ４ ３ 10 9 1４ ２３
皮 膚 科 ２7 11 9 ４ ４0 ２0 ４9 76
泌 尿 器 科 98 ３7 ５４ ２５ ２09 ５３ ２6３ ３61
産 婦 人 科 ２４ 7 11 6 ３1 1４ ４２ 66
眼 科 7 0 ４ 0 8 0 1２ 19
耳鼻咽喉科 1２8 1２ 69 9 ２07 16 ２76 ４0４
麻 酔 科 1 0 1 0 0 0 1 ２
歯科口腔外科 9 1 ３ 0 1２ 0 1５ ２４
合 計 ３,２9４ 1,５1５ 1,600 618 ４,7３6 1,6３２ 6,３３6 9,6３0
前 年 度 ３,170 1,３9３ 1,５３４ ５9２ ４,881 1,778 6,４1５ 9,５8５
前 年 対 比 10３.9% 108.8% 10４.３% 10４.４% 97.0% 91.8% 98.8% 100.５%

（単位：人）
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救命救急センター外来利用状況

③月別救急車受入数

年月日
時間内

時間外
合計日　直 当　直 時間外

合計患者数 入院(再掲） 患者数 入院(再掲） 患者数 入院(再掲）

R5

４月 ２２３ 10３ 1４２ ５３ ３５8 111 ５00 7２３
５ 月 ２４４ 10３ 1２9 ５５ ３8４ 1２３ ５1３ 7５7
6 月 ２9５ 1４0 1２４ ４３ ３86 118 ５10 80５
7 月 ３２7 1２9 1４４ ５6 ４9４ 16３ 6３8 96５
8 月 ３２２ 1２9 1５7 6２ ４6５ 1４４ 6２２ 9４４
9 月 ２97 1２３ 117 ３9 ４２４ 1３４ ５４1 8３8
10月 ２88 1２５ 1３0 ４５ ３68 1２４ ４98 786
11月 ２５1 11４ 119 ５0 ３78 1４３ ４97 7４8
1２月 ２89 1３２ 1３２ ５1 ３8３ 1３9 ５1５ 80４

R6
1月 ２6２ 17５ 176 67 ４５0 17５ 6２6 888
２ 月 ２４6 11４ 116 ４6 ３２1 1３３ ４３7 68３
３ 月 ２５0 1２8 11４ ５1 ３２５ 1２５ ４３9 689

合計 ３,２9４ 1,５1５ 1,600 618 ４,7３6 1,6３２ 6,３３6 9,6３0

（単位：人）
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手術件数

５．手術件数

令和5年度 令和4年度
件　数 緊急件数(再掲） 件　数 緊急件数(再掲）

内 科 1３５ 9 1２1 6 
外 科 1,6５1 ４４1 1,6３４ ３97 
整 形 外 科 1,２97 ２５9 1,３01 ３４５ 
形 成 外 科 ３２7 ３ ３５３ 8 
脳 神 経 外 科 ２66 1５４ ２４0 1３２ 
呼 吸 器 外 科 181 0 17３ 0 
心 臓 外 科 11２ 19 9２ 1５ 
皮 膚 科 1５ 0 1５ 1 
泌 尿 器 科 ４３５ 1４ ３60 10 
産 婦 人 科 ４90 ４３ ５0４ ５２ 
眼 科 68２ 17 7３0 1２ 
耳 鼻 咽 喉 科 ２69 8 ３1５ 1３ 
歯 科 口 腔 外 科 ２1４ 0 ２01 1 
麻 酔 科 1５ 1 16 0 

合　　計 6,089 968 6,0５５ 99２ 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和３年度令和２年度
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分娩数・死亡数・剖検数

６．分娩数・死亡数・剖検数

令和5年度 令和4年度

分　　娩　　数 ２３0 ２２0

死 亡 数

悪 性 新 生 物 ３1５ ３３6
心 疾 患 68 70
肺炎及び気管支炎 ４8 ４５
脳 血 管 疾 患 ４7 ５２
老 衰 1２ 1２
不 慮 の 事 故 ２２ 10
腎 疾 患 16 1３
肝 疾 患 17 7
自 殺 ２ 0
高 血 圧 性 疾 患 0 0
そ の 他 ２４7 ３00
合 計 79４ 8４５

剖　　検　　数 1２ 9

令和5年度
件数

令和4年度
件数順位 臓器別

1 肺 78 71 
２ 膵 ３8 59 
３ 胃 ３３ 44 
４ 結腸 ２7 24 
５ 肝/リンパ 1４ 22 

（単位：人）

（注） 1）当院の死亡数は、入院中に死亡した数
 2）豊田市の人数は、1月～1２月の数字を計上

悪性新生物（発生臓器別内訳）
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退院患者統計

７．退院患者統計

　集計の対象は入院年月日にかかわらず、平成３0年 ４ 月 1 日から平成３1年 ３ 月３1日までの退院患者とした。
データは退院サマリおよび電子カルテ本文より抽出した。

１．診療科別・月別退院患者数

２．診療科別・死亡退院患者数

総数 比率 ４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 1２月 1月 ２月 ３月 死亡
総 数 16,889 100.0% 1,３80 1,３90 1,４５３ 1,４５４ 1,４68 1,３9３ 1,４19 1,３４0 1,５２５ 1,２91 1,３0４ 1,４7２ 79４
内 科 7,４9３ ４４.４% 616 617 6３6 6２6 6４7 6２6 6２0 ５8５ 688 ５70 ５9５ 667 ５9５
小 児 科 7５４ ４.５% 6４ 87 99 98 ５9 ４7 6２ 61 ５５ ４５ ４0 ３7 0
外 科 1,967 11.6% 178 1５1 171 180 168 1４9 177 1５7 191 1４7 1３7 161 89
整 形 外 科 1,４7３ 8.7% 11４ 11４ 11２ 10３ 1３５ 11４ 1４7 1２２ 1５２ 1２２ 110 1２8 6
形 成 外 科 ３２1 1.9% 19 ２５ ４２ ２５ ２7 ２２ ２1 ２6 ２５ ２6 ３1 ３２ 1
脳神経外科 ４9２ ２.9% ３５ ３9 ４9 ４6 ４３ ３３ ３４ ５４ ４２ ３５ ３6 ４6 ４0
呼吸器外科 ２３6 1.４% 19 1４ 19 ２２ ２３ ２５ 19 1３ ２４ ２0 1４ ２４ ５
心臓血管外 119 0.7% 1３ 9 8 ４ 11 10 10 8 1２ 10 9 1５ ５
皮 膚 科 1５7 0.9% 6 19 1５ ２３ 1４ 1５ 1５ 11 8 10 1４ 7 0
泌 尿 器 科 1,06３ 6.３% 9２ 9３ 90 9３ 87 91 8３ 8４ 98 77 91 8４ ２6
産 婦 人 科 9３４ ５.５% 6５ 7４ 69 71 8３ 88 80 80 79 81 78 86 17
眼 科 6５５ ３.9% ４6 ５6 ５５ ５４ ４8 70 ５7 ５0 ５３ ５7 ５４ ５５ 0
耳鼻咽喉科 ４５0 ２.7% ４４ ４7 ３５ ４7 ４４ ３1 ２9 ３２ ３５ ３8 ３２ ３6 ４
麻 酔 科 ２２ 0.1% ２ ２ ２ 0 ４ 1 ２ ２ ３ ２ 0 ２ 0
歯科口腔外 7３0 ４.３% 67 ４1 ５1 ５7 7４ 68 ５9 ５４ ５8 ５0 60 91 1
救 急 科 ２３ 0.1% 0 ２ 0 ５ 1 ３ ４ 1 ２ 1 ３ 1 ５
令和4年度 16,５５7 1,４7３ 1,２80 1,３77 1,５11 1,３87 1,３５7 1,３6５ 1,３1５ 1,４４1 1,３10 1,２99 1,４４２

診療科 総数 比率 剖検数 剖検率 平均在院
日数

４8時間以内
死亡 粗死亡率 精死亡率

総 数 79４ 100.0% 1２ 1.５% ２0.1 119 ４.7% ４.0%
内 科 ５9５ 7４.9% 11 1.8% ２0.1 7５ 7.9% 6.9%
小 児 科 0 － － － － － － －
外 科 89 11.２% 0 0.0% ２２.３ 1３ ４.５% ３.9%
整 形 外 科 6 0.8% 0 0.0% 19.２ 1 0.４% 0.３%
形 成 外 科 1 0.1% 0 0.0% ２1.0 0 0.３% 0.３%
脳神経外科 ４0 ５.0% 0 0.0% 6.7 18 8.1% ４.５%
呼吸器外科 ５ 0.6% 0 0.0% ２0.４ 1 ２.1% 1.7%
心臓血管外 ５ 0.6% 0 0.0% ２４.0 0 ４.２% ４.２%
皮 膚 科 0 － － － － － － －
泌 尿 器 科 ２6 ３.３% 0 0.0% ２５.7 6 ２.４% 1.9%
産 婦 人 科 17 ２.1% 1 ５.9% ２8.５ 0 1.8% 1.8%
眼 科 0 － － － － － － －
耳鼻咽喉科 ４ 0.５% 0 0.0% ４３.8 0 0.9% 0.9%
麻 酔 科 0 － － － － － － －
歯科口腔外 1 0.1% 0 0.0% ３４.0 0 0.1% 0.1%
救 急 科 ５ 0.6% 0 0.0% 1.２ ５ ２1.7% 0.0%
※精死亡率：（総死亡数－入院後48時間以内死亡数）/退院患者数×100を表す

4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月
令和 5年度 令和 4年度
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３．地域別・年齢階層別退院患者数
地域 性別 総数 比率(％） 平均年齢 0～9歳 ～19歳 ～29歳 ～39歳 ～49歳 ～59歳 ～69歳 ～79歳 ～89歳 90歳～

総数
計 16,889 100.0 6３.４0 819 ４9３ 716 71４ 1,0４8 1,7４４ ２,２81 ４,５10 ３,7２1 8４３
男 9,２8３ 100.0 6３.80 ４7２ ２４３ ３08 ２80 ５２8 9５8 1,４５４ ２,7４２ 1,99５ ３0３
女 7,606 100.0 6２.90 ３４7 ２５0 ４08 ４３４ ５２0 786 8２7 1,768 1,7２6 ５４0

井郷
地区

計 8２1 ４.9 6４.10 ４４ 17 ３３ ４8 ４9 67 90 ２３6 190 ４7
男 ４71 ５.1 6３.３0 ２8 1３ 1２ ２３ ２6 ４8 60 1３8 110 1３
女 ３５0 ４.6 6５.10 16 ４ ２1 ２５ ２３ 19 ３0 98 80 ３４

猿投
地区

計 ４97 ２.9 6４.５0 17 ２1 1３ 1５ ３1 ５9 66 1５1 9２ ３２
男 ２8５ ３.1 6３.70 10 1４ 6 8 1２ ３２ ４7 108 ４0 8
女 ２1２ ２.8 6５.70 7 7 7 7 19 ２7 19 ４３ ５２ ２４

猿投台
地区

計 681 ４.0 66.２0 ２6 9 ２４ ３３ ３7 6２ 9４ 180 176 ４0
男 ３77 ４.1 66.70 16 ２ 1２ 1３ ２３ ３1 ５7 10３ 101 19
女 ３0４ ４.0 6５.５0 10 7 1２ ２0 1４ ３1 ３7 77 7５ ２1

逢妻
地区

計 1,186 7.0 6４.２0 ５8 ３５ ４４ ４３ 68 11２ 1５５ ３５５ ２５４ 6２
男 676 7.３ 6４.５0 ３２ 1５ 19 16 ３9 66 111 ２２４ 1３３ ２1
女 ５10 6.7 6３.70 ２6 ２0 ２５ ２7 ２9 ４6 ４４ 1３1 1２1 ４1

朝日丘
地区

計 76５ ４.５ 6４.10 ３1 ２0 ２５ ３6 ５9 8３ 10３ 186 186 ３6
男 ４２8 ４.6 66.10 1３ 9 8 1５ ２9 ５6 6２ 109 108 19
女 ３３7 ４.４ 61.70 18 11 17 ２1 ３0 ２7 ４1 77 78 17

崇化館
地区

計 1,17５ 7.0 6５.２0 ４５ 19 ４7 ４6 76 1４7 1５５ ２86 ２6４ 90
男 6３４ 6.8 6４.４0 ２４ 10 ２４ ２0 ４４ 8４ 8５ 178 1３５ ３0
女 ５４1 7.1 66.10 ２1 9 ２３ ２6 ３２ 6３ 70 108 1２9 60

豊南
地区

計 ２6５ 1.6 61.10 1５ 6 ２0 9 9 ３４ ４５ 69 ４8 10
男 1３7 1.５ 61.５0 11 ４ ５ ４ ３ 1２ ３２ ３３ ３0 ３
女 1２8 1.7 60.60 ４ ２ 1５ ５ 6 ２２ 1３ ３6 18 7

保見
地区

計 819 ４.8 6２.00 ５1 19 ４３ ４1 ５8 61 1２２ ２06 18５ ３３
男 ４6２ ５.0 60.80 ３6 1２ ２6 1５ ２9 ３５ 7３ 1２8 101 7
女 ３５7 ４.7 6３.60 1５ 7 17 ２6 ２9 ２6 ４9 78 8４ ２6

梅坪台
地区

計 61２ ３.6 6２.３0 1５ 19 ４0 ３1 ２9 81 11２ 1３0 1３7 18
男 ３３0 ３.6 6３.２0 8 11 1２ 6 19 ４8 80 78 6４ ４
女 ２8２ ３.7 61.２0 7 8 ２8 ２５ 10 ３３ ３２ ５２ 7３ 1４

浄水
地区

計 7２9 ４.３ ５6.00 71 ４6 ３9 ５0 ５２ 61 60 ２0２ 1３6 1２
男 ３88 ４.２ ５7.２0 ３7 ２３ ２２ 16 ２５ ３7 ２9 11３ 8２ ４
女 ３４1 ４.５ ５４.60 ３４ ２３ 17 ３４ ２7 ２４ ３1 89 ５４ 8

益富
地区

計 ２５1 1.５ 69.５0 ３ ５ ３ ３ 16 1４ ３6 111 ４7 1３
男 1３9 1.５ 71.４0 1 1 1 0 8 ５ 17 80 ２５ 1
女 11２ 1.５ 67.２0 ２ ４ ２ ３ 8 9 19 ３1 ２２ 1２

美里
地区

計 ５1３ ３.0 66.00 ２1 8 ２1 10 ３7 ５0 66 1５４ 1３0 16
男 ２8４ ３.1 67.60 10 ４ 7 ２ 19 ２３ ４５ 10２ 6５ 7
女 ２２9 ３.0 6４.00 11 ４ 1４ 8 18 ２7 ２1 ５２ 6５ 9

高橋
地区

計 8２1 ４.9 66.２0 ３1 19 ２9 ２0 ５7 70 10３ ２４２ ２1２ ３8
男 ４５6 ４.9 67.00 16 8 1４ 9 ２２ ４４ 68 1４0 1２２ 1３
女 ３6５ ４.8 6５.２0 1５ 11 1５ 11 ３５ ２6 ３５ 10２ 90 ２５

石野
地区

計 ２11 1.２ 6５.70 11 ３ 8 10 11 17 ２４ ５8 ５４ 1５
男 1２1 1.３ 6５.４0 7 ２ 1 ５ ５ 11 19 ３9 ２9 ３
女 90 1.２ 66.２0 ４ 1 7 ５ 6 6 ５ 19 ２５ 1２

松平
地区

計 1５５ 0.9 66.70 7 ３ ２ 6 6 18 ２8 ３1 ４6 8
男 8３ 0.9 6５.00 ４ ３ 1 ４ 1 6 ２1 ２0 ２1 ２
女 7２ 0.9 68.60 ３ 0 1 ２ ５ 1２ 7 11 ２５ 6

前林
地区

計 ３6４ ２.２ 67.５0 1２ ４ 18 6 ２0 ３２ ４9 110 98 1５
男 19２ ２.1 69.10 ５ 1 8 ２ 9 1４ ２6 7２ ５0 ５
女 17２ ２.３ 6５.60 7 ３ 10 ４ 11 18 ２３ ３8 ４8 10

竜神
地区

計 ４５３ ２.7 6５.60 11 16 ２1 1２ ３0 ４9 ３6 1４8 11５ 1５
男 ２３４ ２.５ 67.５0 7 6 6 ５ 1３ ２３ ２1 81 66 6
女 ２19 ２.9 6３.５0 ４ 10 1５ 7 17 ２6 1５ 67 ４9 9

若園
地区

計 1５４ 0.9 66.２0 8 6 ５ ４ 6 11 18 ４３ ４6 7
男 8３ 0.9 68.60 ４ ３ 0 ２ ２ 7 10 ２３ ３0 ２
女 71 0.9 6３.５0 ４ ３ ５ ２ ４ ４ 8 ２0 16 ５

高岡
地区

計 ２66 1.6 69.10 ３ ５ 8 8 10 ２8 ４２ 7５ 69 18
男 16２ 1.7 70.70 ２ ２ ４ ３ ３ 18 ２6 ５0 ４５ 9
女 10４ 1.４ 66.５0 1 ３ ４ ５ 7 10 16 ２５ ２４ 9
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地域 性別 総数 比率(％） 平均年齢 0～9歳 ～19歳 ～29歳 ～39歳 ～49歳 ～59歳 ～69歳 ～79歳 ～89歳 90歳～

上郷
地区

計 1４４ 0.9 6３.４0 9 8 1 ５ ５ 10 ２３ ４５ ３４ ４
男 7４ 0.8 6３.５0 ５ ２ 1 ２ ３ ４ 17 ２５ 1４ 1
女 70 0.9 6３.４0 ４ 6 0 ３ ２ 6 6 ２0 ２0 ３

末野原
地区

計 ２16 1.３ 60.90 1５ 9 8 11 1３ 1４ ３1 7２ ３５ 8
男 1３8 1.５ 60.60 9 6 ５ ５ 9 10 18 ５7 18 1
女 78 1.0 61.４0 6 ３ ３ 6 ４ ４ 1３ 1５ 17 7

藤岡
地区

計 ４２9 ２.５ 67.３0 10 7 8 11 ２1 ５５ 8３ 11５ 9４ ２５
男 ２09 ２.３ 67.60 ５ ３ ２ 6 6 1４ ５8 77 ３0 8
女 ２２0 ２.9 67.10 ５ ４ 6 ５ 1５ ４1 ２５ ３8 6４ 17

藤岡南
地区

計 ４70 ２.8 61.10 ３３ 1４ 1５ 1４ ３8 ５0 81 1３6 60 ２9
男 ２４５ ２.6 61.00 ２２ ５ 6 ５ 1５ ２6 ４５ 78 ２8 1５
女 ２２５ ３.0 61.２0 11 9 9 9 ２３ ２４ ３6 ５8 ３２ 1４

小原
地区

計 ２３6 1.４ 7２.10 ４ ３ ２ ３ 6 1２ ４1 90 ５２ ２３
男 1５0 1.6 71.３0 ２ ３ 1 1 ４ ４ ３0 6２ ３５ 8
女 86 1.1 7３.60 ２ 0 1 ２ ２ 8 11 ２8 17 1５

足助
地区

計 ３7３ ２.２ 7３.70 9 ２ ４ ２ ５ 16 ５8 1３５ 10３ ３9
男 ２09 ２.３ 7４.３0 ４ 1 ２ ２ 1 ５ ２8 90 ５6 ２0
女 16４ ２.２ 7３.00 ５ 1 ２ 0 ４ 11 ３0 ４５ ４7 19

下山
地区

計 6４ 0.４ 71.３0 0 0 0 ２ ４ ３ 1４ ２４ 1５ ２
男 ４５ 0.５ 7３.00 0 0 0 ２ ３ 0 ５ ２1 1３ 1
女 19 0.２ 67.３0 0 0 0 0 1 ３ 9 ３ ２ 1

稲武
地区

計 1３0 0.8 7２.70 1 ２ 1 0 8 11 1４ ４５ ３7 11
男 8２ 0.9 7３.４0 1 0 0 0 ３ 9 10 ３２ ２0 7
女 ４8 0.6 71.60 0 ２ 1 0 ５ ２ ４ 1３ 17 ４

旭
地区

計 17２ 1.0 7４.２0 ２ 1 ４ 1 9 6 ２３ ４３ 6４ 19
男 9５ 1.0 7４.４0 1 1 1 1 7 ３ 8 ２1 ４４ 8
女 77 1.0 7３.90 1 0 ３ 0 ２ ３ 1５ ２２ ２0 11

みよし市
計 1２8 0.8 ５３.10 ５ 1３ 7 10 1５ 17 ２6 19 1４ ２
男 77 0.8 ５6.80 ３ ３ ３ ３ 11 1２ ２1 1３ 7 1
女 ５1 0.7 ４7.５0 ２ 10 ４ 7 ４ ５ ５ 6 7 1

東郷町
計 ３1 0.２ ３５.90 0 9 6 ５ ２ ４ 0 ４ 1 0
男 10 0.1 ５２.10 0 0 1 1 ２ ４ 0 1 1 0
女 ２1 0.３ ２8.２0 0 9 ５ ４ 0 0 0 ３ 0 0

日進市
計 19４ 1.1 ５6.５0 7 8 ２４ 19 1２ ２３ ２7 ３３ ３３ 8
男 97 1.0 ５9.10 ３ 6 9 ５ ４ 9 ２1 19 17 ４
女 97 1.３ ５４.00 ４ ２ 1５ 1４ 8 1４ 6 1４ 16 ４

岡崎市
計 ４7 0.３ ５0.00 ２ 11 ４ ２ ４ 1 1 1２ 9 1
男 ２6 0.３ ５３.４0 1 ４ ２ 1 ３ 1 1 8 ５ 0
女 ２1 0.３ ４５.90 1 7 ２ 1 1 0 0 ４ ４ 1

刈谷市
計 ４0 0.２ ５３.00 ４ ２ ５ 1 1 10 ５ ４ 8 0
男 ２３ 0.２ ４9.60 ４ 1 1 1 1 7 ２ ２ ４ 0
女 17 0.２ ５7.５0 0 1 ４ 0 0 ３ ３ ２ ４ 0

名古屋市
計 7４ 0.４ ５４.60 ４ 1 ４ 1３ ５ 11 18 8 ５ ５
男 ３6 0.４ ５５.00 1 0 ２ 7 ２ 6 1２ ３ 1 ２
女 ３8 0.５ ５４.３0 ３ 1 ２ 6 ３ ５ 6 ５ ４ ３

安城市
計 ２,４7３ 1４.6 60.00 18２ 7５ 10３ 98 176 ３５1 ３４２ ５68 ４80 98
男 1,３69 1４.7 ５9.４0 118 ４1 ５３ ４５ 86 187 ２２５ ３２５ ２５２ ３7
女 1,10４ 1４.５ 60.80 6４ ３４ ５0 ５３ 90 16４ 117 ２４３ ２２8 61

知立市
計 ２91 1.7 6２.60 19 7 1５ 1２ ２1 ３1 ２５ 7３ 7４ 1４
男 1２6 1.４ 6３.70 ５ ４ ５ ４ 10 1４ ２1 ２6 ３３ ４
女 16５ ２.２ 61.80 1４ ３ 10 8 11 17 ４ ４7 ４1 10

瀬戸市
計 ２90 1.7 6２.４0 1３ 11 ２1 17 18 ２５ ３４ 6３ 6５ ２３
男 1５0 1.6 6２.60 7 6 10 6 10 1３ 19 ３6 ３５ 8
女 1４0 1.8 6２.10 6 ５ 11 11 8 1２ 1５ ２7 ３0 1５

長久手市
計 ２２ 0.1 ４8.10 1 1 ４ ４ ２ ３ 0 ４ ３ 0
男 10 0.1 ５２.３0 0 0 ２ 1 ２ ２ 0 1 ２ 0
女 1２ 0.２ ４４.70 1 1 ２ ３ 0 1 0 ３ 1 0

その他
市外

計 ２0４ 1.２ ５1.99 ３ ２５ ２３ ３0 1４ ２２ ２２ ２２ ４0 ３
男 106 1.1 ５４.9３ 1 1２ 7 11 9 16 18 1３ 18 1
女 98 1.３ ４8.79 ２ 1３ 16 19 ５ 6 ４ 9 ２２ ２

県外
計 1２３ 0.7 ４6.60 16 ４ 1４ ２３ 8 1３ 9 ２２ 10 ４
男 6４ 0.7 ４8.５0 9 ２ 7 ３ 6 1２ 6 1３ ５ 1
女 ５9 0.8 ４４.５0 7 ２ 7 ２0 ２ 1 ３ 9 ５ ３
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4．疾病別・診療科別退院患者数（大分類）

国際分類大項目分類

総

数

内

科

小

児

科

外

科

整
形
外
科

形
成
外
科

脳
神
経
外
科

呼
吸
器
外
科

心
臓
血
管
外

皮

膚

科

泌
尿
器
科

産
婦
人
科

眼

科

耳
鼻
咽
喉
科

麻

酔

科

歯
科
口
腔
外

救

急

科

死

亡

数

剖

検

数

総　　数
計 16,889 7,４9３ 7５４ 1,967 1,４7３ ３２1 ４9２ ２３6 119 1５7 1,06３ 9３４ 6５５ ４５0 ２２ 7３0 ２３ 79４ 1２
男 9,２8３ ４,５３２ ４07 1,090 67５ 1４４ ２87 16２ 81 9２ 86２ 0 ３10 ２7４ 1４ ３４３ 10 ４68 8
女 7,606 ２,961 ３４7 877 798 177 ２0５ 7４ ３8 6５ ２01 9３４ ３４５ 176 8 ３87 1３ ３２6 ４

!　感染症及び寄生
虫症

計 ３４0 168 9２ ４ ２ 0 0 1 1 ３３ 1３ ５ 0 17 ３ 0 1 ２２ 1
男 190 101 ５0 ２ 1 0 0 0 0 19 6 0 0 8 ２ 0 1 1３ 0
女 1５0 67 ４２ ２ 1 0 0 1 1 1４ 7 ５ 0 9 1 0 0 9 1

"　新生物
計 ３,1５２ 1,２1５ ２ 66３ 1３ 76 ３9 1３２ 0 ２0 ４２8 ４３1 0 10４ ３ ２6 0 ３0４ ５
男 1,66４ 79２ ２ ２88 9 ３５ 1３ 78 0 10 ３４8 0 0 7５ ２ 1２ 0 186 ３
女 1,４88 ４２３ 0 ３7５ ４ ４1 ２6 ５４ 0 10 80 ４３1 0 ２9 1 1４ 0 118 ２

#　血液及び造血器
の疾患並びに免疫
機構の障害

計 10２ ５8 7 11 ２ 0 0 ５ 0 0 7 11 0 1 0 0 0 ４ 0
男 ４５ ２6 ４ ４ 1 0 0 ４ 0 0 ５ 0 0 1 0 0 0 0 0
女 ５7 ３２ ３ 7 1 0 0 1 0 0 ２ 11 0 0 0 0 0 ４ 0

$　内分泌，栄養及
び代謝疾患

計 ３３４ ２68 16 1３ ３ ３ 0 ２ 0 ２ ２ 0 10 1３ 0 0 ２ 8 0
男 170 1４３ ５ 6 ３ ３ 0 1 0 1 ２ 0 ３ ３ 0 0 0 ４ 0
女 16４ 1２５ 11 7 0 0 0 1 0 1 0 0 7 10 0 0 ２ ４ 0

%　精神及び行動の
障害

計 ２３ ２1 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
男 16 1４ ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 7 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

&　神経系の疾患
計 ３8３ ２87 ２２ 0 ２５ ５ ３0 0 0 0 0 0 0 1４ 0 0 0 8 ２
男 ２３8 177 1３ 0 19 1 18 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 ４ ２
女 1４５ 110 9 0 6 ４ 1２ 0 0 0 0 0 0 ４ 0 0 0 ４ 0

'　眼及び付属器の
疾患

計 768 ２ 0 0 0 1２8 0 0 0 0 0 0 6３6 ２ 0 0 0 0 0
男 ３５7 ２ 0 0 0 ５0 0 0 0 0 0 0 ３0３ ２ 0 0 0 0 0
女 ４11 0 0 0 0 78 0 0 0 0 0 0 ３３３ 0 0 0 0 0 0

(　耳及び乳様突起
の疾患

計 6４ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 6３ 0 0 0 0 0
男 ３５ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 ３４ 0 0 0 0 0
女 ２9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ２9 0 0 0 0 0

)　循環器系の疾患
計 ２,8５1 ２,３５8 0 1３7 1 1 ２３５ ２ 11４ 0 0 0 0 0 0 0 ３ 1５４ 1
男 1,78２ 1,４67 0 9５ 1 1 1３8 ２ 77 0 0 0 0 0 0 0 1 78 0
女 1,069 891 0 ４２ 0 0 97 0 ３7 0 0 0 0 0 0 0 ２ 76 1

*　呼吸器系の疾患
計 1,４67 80２ ３8４ 10 0 0 0 6３ 1 0 ２ 1 0 ２0３ 0 1 0 1５４ 1
男 887 ４99 ２0５ ４ 0 0 0 ５1 1 0 ２ 0 0 1２４ 0 1 0 10２ 1
女 ５80 ３0３ 179 6 0 0 0 1２ 0 0 0 1 0 79 0 0 0 ５２ 0

+　消化器系の疾患
計 ２,6２7 918 6 1,007 1 0 0 0 0 0 1 ４ 0 ５ 0 68５ 0 70 1
男 1,４81 ５３２ ３ 619 1 0 0 0 0 0 0 0 0 ４ 0 ３２２ 0 ４４ 1
女 1,1４6 ３86 ３ ３88 0 0 0 0 0 0 1 ４ 0 1 0 ３6３ 0 ２6 0

,　皮膚及び皮下組
織の疾患

計 178 ２6 1４ ３ 7 ４２ 0 0 0 79 0 0 0 7 0 0 0 1 0
男 98 10 6 0 6 ２３ 0 0 0 ５0 0 0 0 ３ 0 0 0 1 0
女 80 16 8 ３ 1 19 0 0 0 ２9 0 0 0 ４ 0 0 0 0 0

-　筋骨格系及び結
合組織の疾患

計 ４7４ 9３ 16 0 ３４1 ５ 0 0 0 ２ ２ 0 0 0 1３ 0 ２ ４ 0
男 ２1４ ４２ 9 0 1４7 ５ 0 0 0 1 ２ 0 0 0 7 0 1 ３ 0
女 ２60 ５1 7 0 19４ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 6 0 1 1 0

.　尿路性器系の疾
患

計 1,0３0 ４06 ２0 ２1 0 ２ 1 0 0 0 ３96 18２ 0 ２ 0 0 0 17 1
男 ５0２ 19３ 11 ５ 0 1 1 0 0 0 ２90 0 0 1 0 0 0 8 1
女 ５２8 ２1３ 9 16 0 1 0 0 0 0 106 18２ 0 1 0 0 0 9 0

/　妊娠，分娩及び
産じょく

計 ２86 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ２8４ 0 0 0 0 0 0 0
男 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
女 ２86 ２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ２8４ 0 0 0 0 0 0 0

0　周産期に発生し
た病態

計 ３３ 0 ３３ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
男 17 0 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 16 0 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1　先天奇形，変形
及び染色体異常

計 ２２ ２ 0 6 ２ 1 0 0 0 0 0 1 0 10 0 0 0 0 0
男 11 0 0 ５ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 ５ 0 0 0 0 0
女 11 ２ 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 ５ 0 0 0 0 0
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5．診療科別・在院期間別退院患者数
総数 1～８日 9～1５日 16～22日 23～31日 1～2月 2～3月 3～6月 6月～1年 1～2年 2年～ 平均在

院日数

総 数
計 16,889 9,５8４ ３,４68 1,５7３ 968 1,0２５ 19３ 69 8 1 0 11.9
男 9,２8３ ５,３01 1,869 8３３ ５３7 ５87 11３ ３9 ４ 0 0 1２.0
女 7,606 ４,２8３ 1,５99 7４0 ４３1 ４３8 80 ３0 ４ 1 0 11.9

内 科
計 7,４9３ ３,５３５ 1,799 8２8 ５５５ 6４２ 10４ ２４ ５ 1 0 1４.1
男 ４,５３２ ２,２５1 1,071 ４60 ３08 ３67 ５8 1５ ２ 0 0 1３.４
女 ２,961 1,２8４ 7２8 ３68 ２４7 ２7５ ４6 9 ３ 1 0 1５.0

小 児 科
計 7５４ 70５ ４0 ５ ３ 1 0 0 0 0 0 ４.8
男 ４07 ３78 ２４ ２ ３ 0 0 0 0 0 0 ４.8
女 ３４7 ３２7 16 ３ 0 1 0 0 0 0 0 ４.9

外 科
計 1,967 991 ５３1 181 10４ 1２２ ２8 8 ２ 0 0 1３.0
男 1,090 ５6４ ２6３ 100 60 78 18 6 1 0 0 1３.３
女 877 ４２7 ２68 81 ４４ ４４ 10 ２ 1 0 0 1２.7

整形外科
計 1,４7３ 608 ２9５ ２86 1３6 111 ２２ 1４ 1 0 0 1５.２
男 67５ ３３8 110 97 6２ ４8 1４ ５ 1 0 0 1４.２
女 798 ２70 18５ 189 7４ 6３ 8 9 0 0 0 16.1

形成外科
計 ３２1 ２81 19 ４ ４ 6 ２ ５ 0 0 0 6.３
男 1４４ 1２３ ４ ３ ３ ５ ２ ４ 0 0 0 9.４
女 177 1５8 1５ 1 1 1 0 1 0 0 0 ３.8

脳神経外科
計 ４9２ 1５３ 1３6 7３ ５7 ４9 16 8 0 0 0 18.8
男 ２87 8４ 8５ ４1 ３４ ２7 11 ５ 0 0 0 19.２
女 ２0５ 69 ５1 ３２ ２３ ２２ ５ ３ 0 0 0 18.1

呼吸器外科
計 ２３6 ５３ 1５４ 16 7 ４ ２ 0 0 0 0 11.４
男 16２ ４0 99 11 6 ４ ２ 0 0 0 0 1２.0
女 7４ 1３ ５５ ５ 1 0 0 0 0 0 0 10.1

心臓血管外
計 119 ４ 8 ５４ ３４ 1３ ４ ２ 0 0 0 ２５.9
男 81 ４ ５ ３8 ２３ 7 ３ 1 0 0 0 ２５.４
女 ３8 0 ３ 16 11 6 1 1 0 0 0 ２7.1

皮 膚 科
計 1５7 89 ４２ 10 ４ 11 0 1 0 0 0 11.３
男 9２ ５6 ２0 6 ４ 6 0 0 0 0 0 10.6
女 6５ ３３ ２２ ４ 0 ５ 0 1 0 0 0 1２.２

泌尿器科
計 1,06３ 718 190 70 ３7 ４0 6 ２ 0 0 0 9.1
男 86２ 60５ 1３8 ５５ ２7 ３３ ３ 1 0 0 0 8.５
女 ２01 11３ ５２ 1５ 10 7 ３ 1 0 0 0 11.7

産婦人科
計 9３４ 716 17２ 1３ 1２ 1２ 6 ３ 0 0 0 7.6
男 － － － － － － － － － － － －
女 9３４ 716 17２ 1３ 1２ 1２ 6 ３ 0 0 0 7.6

国際分類大項目分類

総

数

内

科

小

児

科

外

科

整
形
外
科
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管
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鼻
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麻

酔

科

歯
科
口
腔
外

救

急

科

死

亡

数

剖

検

数

2　症状，徴候及び異常
臨床所見・異常検査所見
で他に分類されないもの

計 1５２ 6４ ５7 11 ２ 0 ２ 1 0 0 8 ２ 0 ３ 1 0 1 10 0
男 88 ３４ ３1 7 ２ 0 ２ 1 0 0 7 0 0 ２ 1 0 1 ３ 0
女 6４ ３0 ２6 ４ 0 0 0 0 0 0 1 ２ 0 1 0 0 0 7 0

3　損傷，中毒及び
その他の外因の影
響

計 1,２５４ 10３ ２0 ５8 76２ ２9 167 ３0 ３ ２0 1５ 8 9 ４ ２ 10 1４ ２５ 0
男 61４ ４9 1４ ３8 ３1５ 19 107 ２５ ３ 10 1４ 0 ４ ２ ２ 6 6 1５ 0
女 6４0 ５４ 6 ２0 ４４7 10 60 ５ 0 10 1 8 ５ ２ 0 ４ 8 10 0

4　健康状態に影響を
及ぼす要因及び保健
サービスの利用

計 1,19４ ５５４ ５6 ２２ ３1２ ２9 18 0 0 0 189 ５ 0 1 0 8 0 1 0
男 78４ ３66 ３1 16 169 6 8 0 0 0 186 0 0 0 0 ２ 0 1 0
女 ４10 188 ２５ 6 1４３ ２３ 10 0 0 0 ３ ５ 0 1 0 6 0 0 0

5　特殊目的用コード
（新型コロナウイル
ス感染症を含む）

計 1５５ 1４6 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1２ 0
男 90 8５ ４ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0
女 6５ 61 ３ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 6 0

※主病名に対する死亡数であるため、死因統計とは異なる
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総数 1～８日 9～1５日 16～22日 23～31日 1～2月 2～3月 3～6月 6月～1年 1～2年 2年～ 平均在
院日数

眼 科
計 6５５ 61２ ２6 1２ ５ 0 0 0 0 0 0 ３.３
男 ３10 ２87 1５ 8 0 0 0 0 0 0 0 ３.４
女 ３４５ ３２５ 11 ４ ５ 0 0 0 0 0 0 ３.２

耳鼻咽喉科
計 ４５0 ３7５ ４8 11 ５ 8 ２ 1 0 0 0 8.３
男 ２7４ ２２0 ３1 9 ３ 8 ２ 1 0 0 0 9.２
女 176 1５５ 17 ２ ２ 0 0 0 0 0 0 6.8

麻 酔 科
計 ２２ ２２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ３.8
男 1４ 1４ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ３.9
女 8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ３.8

歯科口腔外
計 7３0 700 7 10 ５ 6 1 1 0 0 0 ３.7
男 ３４３ ３２7 ４ ３ ４ ４ 0 1 0 0 0 ４.0
女 ３87 ３7３ ３ 7 1 ２ 1 0 0 0 0 ３.５

救 急 科
計 ２３ ２２ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 ２.３
男 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ２.1
女 1３ 1２ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 ２.５

6．疾病別・在院期間別退院患者数（大分類）
国際分類大項目分類 総数 1～8日 9～1５日 16～２２日 ２３～３1日 1～２月 ２～３月 ３～6月 6月～1年 1～２年 ２年～ 平均在

院日数

総　　数
計 16,889 9,５8４ ３,４68 1,５7３ 968 1,0２５ 19３ 69 8 1 0 11.9
男 9,２8３ ５,３01 1,869 8３３ ５３7 ５87 11３ ３9 ４ 0 0 1２.0
女 7,606 ４,２8３ 1,５99 7４0 ４３1 ４３8 80 ３0 ４ 1 0 11.9

!　感染症及び寄生虫症
計 ３４0 199 6３ ２9 18 ２４ ５ 1 1 0 0 1３.５
男 190 106 ３8 18 1４ 10 ４ 0 0 0 0 1２.8
女 1５0 9３ ２５ 11 ４ 1４ 1 1 1 0 0 1４.５

"　新生物
計 ３,1５２ 1,３00 961 ３５４ ２２1 ２５7 ４３ 1５ 1 0 0 1４.４
男 1,66４ 6２7 ４96 ２２6 1２４ 1５8 ２５ 8 0 0 0 1５.３
女 1,４88 67３ ４6５ 1２8 97 99 18 7 1 0 0 1３.４

#　血液及び造血器の疾
患並びに免疫機構の障
害

計 10２ ４9 ２４ 1５ 9 ５ 0 0 0 0 0 1２.３
男 ４５ 19 1２ 9 ３ ２ 0 0 0 0 0 1２.8
女 ５7 ３0 1２ 6 6 ３ 0 0 0 0 0 1２.0

$　内分泌，栄養及び代
謝疾患

計 ３３４ 18５ 7４ ２6 16 ２6 ３ ４ 0 0 0 1４.0
男 170 98 ３6 1５ 8 8 1 ４ 0 0 0 1４.２
女 16４ 87 ３8 11 8 18 ２ 0 0 0 0 1３.7

%　精神及び行動の障害
計 ２３ 6 7 ５ 1 ３ 0 1 0 0 0 19.6
男 16 6 ３ ２ 1 ３ 0 1 0 0 0 ２1.9
女 7 0 ４ ３ 0 0 0 0 0 0 0 1４.３

&　神経系の疾患
計 ３8３ ２２４ 6３ ３1 ２４ ２7 1２ 0 1 1 0 1４.３
男 ２３8 1４３ ４４ 19 1３ 1５ ４ 0 0 0 0 11.３
女 1４５ 81 19 1２ 11 1２ 8 0 1 1 0 19.３

'　眼及び付属器の疾患
計 768 7３２ ２５ 10 1 0 0 0 0 0 0 ２.9
男 ３５7 ３３５ 1５ 7 0 0 0 0 0 0 0 ３.1
女 ４11 ３97 10 ３ 1 0 0 0 0 0 0 ２.6

(　耳及び乳様突起の疾
患

計 6４ 61 ２ 0 1 0 0 0 0 0 0 6.0
男 ３５ ３４ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 ５.9
女 ２9 ２7 1 0 1 0 0 0 0 0 0 6.1

)　循環器系の疾患
計 ２,8５1 1,４３４ 6３0 ３２３ ２18 189 ４1 1４ ２ 0 0 1３.３
男 1,78２ 9５7 ３96 170 1２２ 10３ ２４ 9 1 0 0 1２.５
女 1,069 ４77 ２３４ 1５３ 96 86 17 ５ 1 0 0 1４.7

*　呼吸器系の疾患
計 1,４67 7３1 ２５9 1５３ 1３0 161 ２6 7 0 0 0 1５.４
男 887 ４２３ 166 9２ 88 97 17 ４ 0 0 0 1５.8
女 ５80 ３08 9３ 61 ４２ 6４ 9 ３ 0 0 0 1４.7
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7．疾病別・年齢階層別退院患者数（大分類）
国際分類大項目分類 総数 0～9歳 ～19歳 ～29歳 ～39歳 ～49歳 ～59歳 ～69歳 ～79歳 ～89歳 90歳～ 平均

年齢

総　　数
計 16,889 819 ４9３ 716 71４ 1,0４8 1,7４４ ２,２81 ４,５10 ３,7２1 8４３ 6３.４0
男 9,２8３ ４7２ ２４３ ３08 ２80 ５２8 9５8 1,４５４ ２,7４２ 1,99５ ３0３ 6３.80
女 7,606 ３４7 ２５0 ４08 ４３４ ５２0 786 8２7 1,768 1,7２6 ５４0 6２.90

!　感染症及び寄生虫症
計 ３４0 8４ 18 16 17 11 19 ２9 ４9 77 ２0 ５0.00
男 190 ４7 10 10 11 6 10 16 ２9 ４0 11 ４9.00
女 1５0 ３7 8 6 6 ５ 9 1３ ２0 ３7 9 ５1.２0

"　新生物
計 ３,1５２ 9 1４ ３３ 86 ２２9 ４16 ５２４ 1,1２0 6５7 6４ 68.５0
男 1,66４ 6 6 11 ２9 ５1 1２9 ３４1 67３ ３8５ ３３ 71.２0
女 1,４88 ３ 8 ２２ ５7 178 ２87 18３ ４４7 ２7２ ３1 6５.４0

#　血液及び造血器の疾
患並びに免疫機構の障
害

計 10２ ５ ３ ２ ３ 6 16 1２ ３２ 17 6 6３.90
男 ４５ ３ 1 1 ３ 1 ４ 6 17 9 0 6２.70
女 ５7 ２ ２ 1 0 ５ 1２ 6 1５ 8 6 6４.80

$　内分泌，栄養及び代
謝疾患

計 ３３４ 1４ ４ 10 1３ ３２ ４５ ５1 77 76 1２ 6３.70
男 170 ５ 1 7 11 19 ２1 ３２ ４0 ３２ ２ 61.60
女 16４ 9 ３ ３ ２ 1３ ２４ 19 ３7 ４４ 10 66.00

国際分類大項目分類 総数 1～8日 9～1５日 16～２２日 ２３～３1日 1～２月 ２～３月 ３～6月 6月～1年 1～２年 ２年～ 平均在
院日数

+　消化器系の疾患
計 ２,6２7 1,7３0 ５３1 170 78 9２ 19 6 1 0 0 9.４
男 1,４81 961 ３10 87 ４５ 6４ 9 ４ 1 0 0 9.8
女 1,1４6 769 ２２1 8３ ３３ ２8 10 ２ 0 0 0 9.0

,　皮膚及び皮下組織の
疾患

計 178 87 ４５ 1４ 8 19 ４ 1 0 0 0 1３.9
男 98 ５３ ２0 9 ４ 9 ３ 0 0 0 0 1３.２
女 80 ３４ ２５ ５ ４ 10 1 1 0 0 0 1４.9

-　筋骨格系及び結合組
織の疾患

計 ４7４ 8２ 18５ 11５ ３8 ４0 10 ４ 0 0 0 18.４
男 ２1４ ４7 8３ ３6 18 ２1 8 1 0 0 0 18.7
女 ２60 ３５ 10２ 79 ２0 19 ２ ３ 0 0 0 18.1

.　尿路性器系の疾患
計 1,0３0 66４ ２00 7３ ４0 ４6 ５ ２ 0 0 0 9.9
男 ５0２ ３16 100 ３6 1５ ３0 ３ ２ 0 0 0 10.6
女 ５２8 ３４8 100 ３7 ２５ 16 ２ 0 0 0 0 9.３

/　妊娠，分娩及び産
じょく

計 ２86 ２1４ 68 ２ 0 1 1 0 0 0 0 7.４
男 － － － － － － － － － － － －
女 ２86 ２1４ 68 ２ 0 1 1 0 0 0 0 7.４

0　周産期に発生した病
態

計 ３３ ２7 6 0 0 0 0 0 0 0 0 7.５
男 17 1２ ５ 0 0 0 0 0 0 0 0 7.8
女 16 1５ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 7.1

1　先天奇形，変形及び
染色体異常

計 ２２ 17 ４ 1 0 0 0 0 0 0 0 6.0
男 11 8 ３ 0 0 0 0 0 0 0 0 6.５
女 11 9 1 1 0 0 0 0 0 0 0 ５.５

2　症状，徴候及び異常臨
床所見・異常検査所見で
他に分類されないもの

計 1５２ 10２ ３0 9 ３ ５ 1 1 1 0 0 10.8
男 88 ５４ ２0 8 ２ 1 1 1 1 0 0 1２.7
女 6４ ４8 10 1 1 ４ 0 0 0 0 0 8.２

3　損傷，中毒及びその
他の外因の影響

計 1,２５４ ５３３ ２1２ ２２1 1４２ 11３ ２0 1２ 1 0 0 16.２
男 61４ ３09 79 88 67 ５４ 1２ ４ 1 0 0 1５.２
女 6４0 ２２４ 1３３ 1３３ 7５ ５9 8 8 0 0 0 17.1

4　健康状態に影響を及
ぼす要因及び保健サー
ビスの利用

計 1,19４ 1,1５４ ３５ ３ 1 0 1 0 0 0 0 ２.8
男 78４ 761 ２0 1 1 0 1 0 0 0 0 ２.7
女 ４10 ３9３ 1５ ２ 0 0 0 0 0 0 0 ２.9

5　特殊目的用コード
　（新型コロナウイルス

感染症を含む）

計 1５５ ５３ ４４ 19 19 17 ２ 1 0 0 0 17.0
男 90 ３２ ２２ 10 1２ 1２ 1 1 0 0 0 18.３
女 6５ ２1 ２２ 9 7 ５ 1 0 0 0 0 1５.２
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国際分類大項目分類 総数 0～9歳 ～19歳 ～29歳 ～39歳 ～49歳 ～59歳 ～69歳 ～79歳 ～89歳 90歳～ 平均
年齢

%　精神及び行動の障害
計 ２３ 1 ２ 1 0 ３ ３ ２ 6 ４ 1 ５8.90
男 16 1 ２ 0 0 ３ 1 ２ ４ ３ 0 ５6.４0
女 7 0 0 1 0 0 ２ 0 ２ 1 1 6４.60

&　神経系の疾患
計 ３8３ 17 17 1２ ２1 ３1 ５３ ５２ 111 ５8 11 60.３0
男 ２３8 1２ 9 ４ 1４ 19 ４３ ３５ 6５ ３３ ４ ５9.60
女 1４５ ５ 8 8 7 1２ 10 17 ４6 ２５ 7 61.５0

'　眼及び付属器の疾患
計 768 ２ ２ 6 10 19 7４ 1３1 ３0２ 198 ２４ 7２.00
男 ３５7 ２ 1 1 ５ 1２ ４0 ３8 17２ 78 8 71.４0
女 ４11 0 1 ５ ５ 7 ３４ 9３ 1３0 1２0 16 7２.５0

(　耳及び乳様突起の疾
患

計 6４ ４ ２ ３ 1 7 11 1５ 1２ 8 1 ５7.70
男 ３５ ３ 1 ２ 0 ３ 6 10 7 ２ 1 ５6.５0
女 ２9 1 1 1 1 ４ ５ ５ ５ 6 0 ５9.２0

)　循環器系の疾患
計 ２,8５1 0 ４ 9 18 1２9 ２91 ３97 9２8 8５8 ２17 7３.70
男 1,78２ 0 ２ ５ 1５ 9５ ２19 ２9５ 608 ４6４ 79 71.70
女 1,069 0 ２ ４ ３ ３４ 7２ 10２ ３２0 ３9４ 1３8 77.10

*　呼吸器系の疾患
計 1,４67 ３8３ ４1 7４ ５0 ５４ 7５ 99 ２２7 ３４6 118 ５1.５0
男 887 ２07 ２４ ５1 ２7 ２9 ４３ 7４ 167 ２17 ４8 ５２.90
女 ５80 176 17 ２３ ２３ ２５ ３２ ２５ 60 1２9 70 ４9.４0

+　消化器系の疾患
計 ２,6２7 67 17２ ３２8 170 19４ ２５２ ３３0 ４77 ５01 1３6 ５7.５0
男 1,４81 ４7 7３ 1４7 9２ 1３0 1５6 ２２0 ２90 ２7４ ５２ ５8.10
女 1,1４6 ２0 99 181 78 6４ 96 110 187 ２２7 8４ ５6.70

,　皮膚及び皮下組織の
疾患

計 178 1４ 9 1２ 10 1２ ３0 19 ３1 ３２ 9 ５6.３0
男 98 6 8 ４ ５ 10 18 1４ 1５ 1４ ４ ５５.00
女 80 8 1 8 ５ ２ 1２ ５ 16 18 ５ ５7.90

-　筋骨格系及び結合組
織の疾患

計 ４7４ ２２ ４２ 17 11 17 ４9 70 1５7 7５ 1４ 60.60
男 ２1４ 1３ 11 7 7 1２ ２7 ３２ 66 ３6 ３ 60.４0
女 ２60 9 ３1 10 ４ ５ ２２ ３8 91 ３9 11 60.80

.　尿路性器系の疾患
計 1,0３0 19 1５ ２7 ５４ 1３7 11２ 1５9 ２３8 ２２５ ４４ 6４.４0
男 ５0２ 1２ 7 6 1３ ４２ ５7 99 1３6 11３ 17 66.60
女 ５２8 7 8 ２1 ４1 9５ ５５ 60 10２ 11２ ２7 6２.４0

/　妊娠，分娩及び産
じょく

計 ２86 0 ５ 81 17３ ２7 0 0 0 0 0 ３２.４0
男 － － － － － － － － － － － －
女 ２86 0 ５ 81 17３ ２7 0 0 0 0 0 ３２.４0

0　周産期に発生した病
態

計 ３３ ３３ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
男 17 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
女 16 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00

1　先天奇形，変形及び
染色体異常

計 ２２ ２ 8 ２ ３ ３ 0 0 ４ 0 0 ３３.90
男 11 1 ５ 1 1 1 0 0 ２ 0 0 ３1.３0
女 11 1 ３ 1 ２ ２ 0 0 ２ 0 0 ３6.５0

2　症状，徴候及び異常臨
床所見・異常検査所見で
他に分類されないもの

計 1５２ ５1 8 ４ 1 1 9 8 ２５ ３５ 10 ４7.00
男 88 ２6 6 ３ 1 1 ５ ２ 17 ２３ ４ ４8.３0
女 6４ ２５ ２ 1 0 0 ４ 6 8 1２ 6 ４５.３0

3　損傷，中毒及びその
他の外因の影響

計 1,２５４ ３8 ５9 ５３ ４３ 68 1３7 1５7 ２6２ ３２1 116 6５.３0
男 61４ ２9 ４５ ３6 ３1 ４7 8２ 8５ 11５ 1２0 ２４ ５8.10
女 6４0 9 1４ 17 1２ ２1 ５５ 7２ 1４7 ２01 9２ 7２.３0

4　健康状態に影響を及
ぼす要因及び保健サー
ビスの利用

計 1,19４ ４7 68 ２３ ３0 6５ 1４1 ２17 ４08 180 1５ 6２.２0
男 78４ ３1 ３1 10 1５ ４５ 90 1４7 ２88 1２1 6 6３.60
女 ４10 16 ３7 1３ 1５ ２0 ５1 70 1２0 ５9 9 ５9.４0

5　特殊目的用コード
　（新型コロナウイルス

感染症を含む）

計 1５５ 7 0 ３ 0 ３ 11 9 ４４ ５３ ２５ 7４.４0
男 90 ４ 0 ２ 0 ２ 7 6 ３1 ３1 7 7２.５0
女 6５ ３ 0 1 0 1 ４ ３ 1３ ２２ 18 77.10
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　細分類病名のままではわかりにくいものに関しては、一部修正を加え掲載
8．診療科別疾患順位（細分類）

＜内科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 Ｉ500 うっ血性心不全 ４４1 19.8 ３４ 166 ２
２ Ｉ208 労作性狭心症 ３２8 ４.9 10.５ ３４４ ２
３ Ｉ633 血栓性脳梗塞 180 18.３ ２４.５ 79 ２
４ Ｉ480 発作性心房細動 177 ４.6 8 ３9 1
５ Ｉ200 不安定狭心症 16５ ４.9 10.５ ３6 1
6 Z136 心臓カテーテル検査入院 160 ２.7 ２.５ ３ ２
7 U071 新型コロナウイルス感染症 1４6 17.8 19 11２ 1
8 Z138 その他の検査（睡眠時無呼吸，腎生検，気管支鏡）入院 1４５ ２.7 ５ 1５ ２
9 Ｉ481 持続性心房細動 1３1 ４.３ 6 1３ ２
10 Ｃ341 上葉肺の悪性新生物 1２8 16.1 ２0 ５0 1

＜小児科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 J189 急性肺炎 8３ ５.1 7 11 ４
２ J209 急性気管支炎 ４３ ４.6 ５.５ 9 ２
３ J450 小児気管支喘息 ４0 ５.３ 6 9 ３
4 A099 急性胃腸炎 ３6 ３.４ ４ 7 1
５ Z130 食物負荷試験 ３５ 1 1 1 1
6 J210 ＲＳウイルス細気管支炎 ３２ 6 7 11 ３
7 Ｒ560 熱性けいれん＜痙攣＞ ２9 ３.４ ３.５ ５ ２
8 J121 ＲＳウイルス肺炎 ２５ ４.9 ５.５ 9 ３
9 Ｐ071b 低出産体重(児）のうち、出産体重1500グラム－2499グラムの児 ２４ 7.8 8 11 6
10 J029 急性咽頭炎 ２３ ４.1 ４.５ 7 ３

＜外科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 K409 片側鼠径ヘルニア 1２8 ３.7 ３.５ 1４ 1
２ K801 慢性胆のう炎を伴う胆のう結石 96 7.５ 8 87 ４
３ K913 術後腸閉塞 8４ 11.５ 1３.５ ５５ ３
４ K358 急性虫垂炎 77 ５.４ 7 1４ 1
５ K353 限局性腹膜炎を伴う急性虫垂炎 7５ 8.9 1２ ２6 ４
6 Ｃ504 乳房上外側4分の1の悪性新生物 6４ 10.４ 10.５ 70 ２
7 Ｃ162 胃体部の悪性腫瘍 61 19.6 19 6５ 1
8 K403 閉塞を伴う片側鼠径ヘルニア ５8 ５.1 6 ５8 ２
9 K623 直腸脱 ５２ 7.0 7 17 1
10 K810 急性胆のう炎 ４7 10.３ 1２ 80 ５

＜整形外科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 Z138 脊髄腔造影検査入院 ２２４ ２.0 ２ ３ ２
２ Ｓ7210 閉鎖性転子貫通骨折 1５２ ２0.1 ２３ 6３ ４
３ Ｓ7200 閉鎖性大腿骨頚部骨折 1３２ ２３.0 ２５.５ 107 ２
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４ Z470 術後抜釘入院 88 ２.9 ５ 18 ２
５ Ｍ4806 脊柱管狭窄症 ４9 1４.５ ２9 ５1 7
6 Ｓ5250 閉塞性橈骨遠位端骨折 ４6 ３.1 6 ２7 ２
7 Ｍ4712 頚髄症性脊椎症 ３7 1４.7 18.５ ３6 7
8 Ｓ141 頚髄損傷 ３３ ２0.8 ２0 61 ４
9 Ｍ170 原発性膝関節症 ３1 18.9 19 ２6 1５
10 Ｍ4125 特発性脊柱側弯症 ２8 1３.５ 1３.５ 19 10

＜形成外科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 H024 眼瞼下垂 10５ 1.6 ２.５ ４ 1
２ Ｃ443 顔面の皮膚悪性新生物 ２２ ３.7 ３ ２6 1
３ H020 眼瞼内反症 ２1 1.５ ２ ３ 1
４ D171 体幹の皮膚及び皮下腫瘍 18 1.8 1.５ ２ 1
５ Z421 術後乳房再建 16 7 8.５ 16 ２

＜脳神経外科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 Ｓ0650 外傷性硬膜下出血 1２0 1３.５ 19 1４４ 1
２ Ｉ610 脳内出血、皮質下出血 90 ２４.1 ２４.５ 1２３ 1
３ Ｉ652 頚動脈の閉塞及び狭窄 ３２ 1２.２ 1３.５ ３1 8
４ Ｓ0660 外傷性くも膜下出血 ２1 10.２ 10.５ ４1 ２
５ Z138 脳血管造影検査入院 18 ２.1 ２ ３ ２
6 G408 症候性てんかん 17 6.6 7 ２５ 1
7 Ｉ614 小脳の脳内出血 16 ２２.8 18 67 1
8 Ｉ634 塞栓性脳梗塞 11 ３6.３ ３0.５ 111 ４
9 Ｉ613 脳幹の脳内出血 10 1５.３ 1４ ３9 1
10 Ｉ600 頚動脈分岐部くも膜下出血 9 ４9.7 ４５.５ 98 1

＜呼吸器外科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 Ｃ343 下葉、気管支又は肺の悪性新生物 ５３ 10.8 1４ ３0 8
２ Ｃ341 上葉、気管支又は肺の悪性新生物 ４５ 10.1 1２ ２0 8
３ J931 自然気胸 ３8 8 9.５ 1４ ５
４ Ｃ780 肺の転移性悪性新生物 1２ 9.7 9 10 8
５ J938 続発性気胸 9 1５.２ 1３ ２8 7

＜心臓血管外科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 Ｉ208 労作性狭心症 ２４ ２３.５ ２３.５ ３２ 16
２ Ｉ710 大動脈の解離 19 ３２.1 ２1.５ 178 ５
3 Ｉ350 大動脈弁狭窄症 1２ ２３.３ ２２ ４6 16
４ Ｉ340 僧帽弁閉鎖不全症 11 ３２ ２２ 97 1５
5 Ｉ351 大動脈弁閉鎖不全症 10 ２２.２ ２1.５ ３３ 16
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＜皮膚科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 L031 四肢の蜂窩織炎 ５0 1３.２ 1５ ５２ ３
２ Ｔ630 マムシ咬傷 1４ 6.9 7.５ 17 ２

３
B027 播種性帯状疱疹 7 8.４ 8 1２ 6
B022 帯状疱疹後神経痛 7 8.9 10 1２ 8

4 B029 合併症を伴わない帯状疱疹 6 7.8 7.５ 8 7

5
L518 その他の多形紅斑 ４ 10.５ 10.５ 1５ 6
B023 結膜炎を伴う帯状疱疹 ４ 9 8 1３ 7
Ｃ447 下肢の皮膚悪性新生物 ４ ３.8 ３ 8 ２

＜泌尿器科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 Z125 前立腺生検入院 18３ ２.1 ３ 9 1
２ Ｎ201 尿管結石 1３1 ５ 9.５ ３7 1
３ Ｃ678 膀胱の境界部病巣の悪性新生物 91 9 1２ 7３ ３
４ Ｃ61 前立腺の悪性新生物 69 1５.9 19 ５7 1
５ Ｎ10 急性尿細管間質性腎炎 ５7 1５.２ 1５ 9５ ２
6 Ｃ672 膀胱側壁の悪性新生物 ４8 9.6 16.５ ４9 ４
7 Ｃ676 尿管口の悪性新生物 ３9 ５.7 8 11 ５
8 Ｃ64 腎盂を除く腎の悪性新生物 ３6 18.５ 1３ 1３２ 1
9 Ｃ621 精巣の悪性新生物 ３５ 18.8 ２0 ３４ ２
10 Ｎ40 前立腺肥大症 ３３ 6 6 7 ５

＜産婦人科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 O800 自然頭位分娩 1２２ 7.9 8.５ 6４ 6
２ Ｃ541 子宮内膜の悪性新生物 1２1 7.8 11 98 1
３ Ｃ56 卵巣の悪性新生物 71 10 1４ ４9 ２
４ D27 卵巣の良性新生物 ４7 7 8.５ 1３ ５
５ O342 既往帝王切開後妊娠 ３8 8.6 7.５ 9 1
6 D259 子宮平滑筋腫、その他 ３３ 6.6 7 19 ２
7 D069 子宮頚部の良性新生物 ３２ ３.9 ４.５ 6 ３
8 O814 吸引娩出術を伴う自然分娩 ３1 7.５ 7.５ 9 6
9 Ｎ840 子宮体部ポリープ ２9 ３ ３ ３ ３

10
D250 粘膜下子宮平滑筋腫 ２５ ５ ５ 11 ２
Ｎ871 中等度子宮頚部異形成 ２５ ３.４ ４.５ 6 ３

＜眼科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 H250 老人性初発白内障 ３17 ２.２ ５ 17 ２
２ H251 老人性核白内障 188 ２.1 ４ 6 ２
３ H258 その他の老人性白内障 ３５ ３.1 ４.５ 1４ ２
４ H353 黄斑及び後極の変性 ２５ 7.7 9.５ ２４ ５
５ H431 硝子体出血 18 7 8 17 ４
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＜耳鼻咽喉科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 J36 扁桃周囲膿瘍 ５５ ５.３ 6 10 ３
２ J350 慢性扁桃炎 ３6 8.２ 10 1３ 7
３ H813 末梢性めまい症 ２8 ５.1 ５.５ ２9 ２

４
H912 突発性難聴（特発性） ２0 7.４ 6.５ 8 ４
J342 鼻中隔弯曲症 ２0 6.２ 7 8 6

５
Ｃ73 甲状腺の悪性新生物 19 9.２ 9.５ 1５ ５
J324 慢性汎副鼻腔炎 19 6.２ 6.５ 7 6

6 J328 その他の慢性副鼻腔炎 1４ 6.1 6.５ 8 ５
7 G510 ベル<Bell>麻痺 1３ 7.8 7.５ 9 6

8
D110 耳下腺の良性腫瘍 10 6.8 6.5 7 6
Ｅ049 非中毒性甲状腺腫 10 7.6 8 9 7

9
J353 アデノイド肥大を伴う扁桃肥大 9 7.7 6.５ 8 ５
Q181 前耳介洞及びのう胞 9 ３.1 ３ ４ ２
Ｃ12 梨状陥凹の悪性新生物 9 ３３.8 17 10２ 7

＜麻酔科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 Ｍ4806 腰部脊柱管狭窄症 7 ４.7 ４ ５ ３

２
Ｍ511 腰部椎間板ヘルニアに伴う神経根症 ３ ２ ２ ２ ２
B022 帯状疱疹後神経痛 ３ ５ ５ ５ ５

＜歯科口腔外科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 K073 下顎水平埋伏智歯 ４9５ ２.３ ２.５ 6 1
２ K011 埋伏歯<impacted teeth> 7４ ２.6 ２ ３ 1
３ K048 歯根のう<嚢>胞 ２8 ３.４ ３.５ ５ ２
４ K090 発育性歯原性のう＜嚢＞胞 ２7 ３.9 ４ 9 ２
５ K010 埋伏歯<embedded teeth> 1４ ２.7 ３ ４ ２

＜救急科＞
順
位 コード 病　　名 総数 平均在院

日数
在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

1 S011 眼瞼及び眼球周囲部の開放創 ２ ２ ２ ２ ２
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８．剖検数

№ 年齢 性別 診療科 主臨床診断名

1 88 女 総合内科
敗血症
肝腫瘤
自己免疫性溶血性貧血

2 72 男 消化器内科 胃体部Ｃaｒ
Ｍeta 性肝腫瘍

3 64 女 総合内科
誤嚥性肺炎
Ｍalｇ リンパ腫の疑い
ＭＲＳA感染症

4 76 男 呼吸器内科 喀血

5 52 男 脳神経内科 脳膿瘍

6 90 男 救急科 循環血液量減少性ショック

7 88 男 総合内科 ＥBウイルス関連免疫不全症

8 47 女 血液内科
うっ血性心不全
ＰOＥＭＳ症候群
好酸球増加症

9 83 女 救急科 敗血症性ショック

10 78 男 内科 溺水

11 65 女 産婦人科 子宮Ｃaｒ

12 82 男 内科 誤嚥性肺炎

13 71 男 消化器内科
動脈炎
急性肺炎
心外膜炎

14 37 男 内科 出血性ショック

15 75 男 呼吸器内科 急性呼吸窮迫症候群

16 86 男 救急科 来院時心肺停止
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１．診療放射線室

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.令和5年度診療放射線技師労務状況

　→有休取得：平均11.0日取得、時間外就労：年３60時間超える者なし
　→男性技師延べ ４名育休取得（ ２週～ 6か月）、女性技師育休取得なし

2.高額医療機器等の導入及び更新
　→放射線治療装置（バリアン社製　ＴｒueBeam）：令和 ５年1２月 ４ 日より稼働
　→放射線治療計画用ＣＴ装置（シーメンス社製　ＳOＭAＴOＭ ｇo Ｓim）：令和 ５年1２月 ４ 日より稼働
　→X線骨密度測定装置（GＥ社製　Ｐｒodiｇy Fuｇa Advance）：令和 6年 ３月18日より稼働
　→ＰＥＴ-ＣＴ装置（GＥ社製 Discoveｒy ＩQ２.0X）：令和 ５年 7月10日導入

3.放射線レポート未読・既読管理
　　→報告書管理加算（ 7点）取得
　　→３0日以上未読状況“ゼロ”継続
　　→放射線診断医が発する重要レポートに対する診断対応管理を実施

4.医療放射線の管理
　　「放射線管理WG」及び「線量管理WG」にて、患者および医療従事者の医療放射線ひばく管理実施
　　→放射線管理WG：令和 ５年度　計10回開催（水晶体被ばくを中心とした医療従事者の監視）
　　→線量管理WG：令和 ５年度　計 ３回開催（DＲLとの比較による患者被ばく線量監視）

5.CT共同研究の継続
　　→フジフィルムヘルスケアと共同研究継続（令和 7年度末まで）

6.マンモグラフィポジションコンテストと施設認定更新
　　→第33回日本乳癌検診学会学術総会にて優秀賞受賞（田畠技師）
　　→マンモグラフィ検診施設画像認定を更新

２．令和5年度実績
1.診療放射線室取扱件数

令和4年度 令和5年度 前年度比（%）
一 般 撮 影 1２２,４２9 1２４,３97 101.61%
X 線 テ レ ビ 1２,５9３ 11,8３４ 9３.97%
血 管 撮 影 ２,５４1 ２,71３ 106.77%
Ｃ Ｔ ４２,0３1 ４５,1２２ 107.３５%
Ｍ R Ｉ 16,４19 16,３06 99.３1%
骨 塩 定 量 1,89４ 1,970 10４.01%
R Ｉ ２,５9４ ２,３08 88.97%
放 射 線 治 療 6,01４ ３,106 ５1.6５%

合　　　計 ２06,５1５ ２07,7５6 100.60%
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2.ＭＲＩ検査件数

3.Ｘ線CT検査件数

 

令和4年度 令和5年度 前年度比（%）
内 科 1４,171 1４,５09 10２.４%
心 療 精 神 科 6 6 100.0%
小 児 科 ３４ ３7 108.8%
外 科 ５,３1４ ５,３8４ 101.３%
整 形 外 科 ２,111 ２,４0３ 11３.8%
脳 神 経 外 科 ２,３00 ２,３70 10３.0%
皮 膚 科 1４7 ２３1 1５7.1%
泌 尿 器 科 ２,0５8 ２,３17 11２.6%
産 婦 人 科 ５8３ 6２５ 107.２%
眼 科 ２7 ４４ 16３.0%
耳 鼻 咽 喉 科 1,２４0 1,710 1３7.9%
放 射 線 科 791 8５５ 108.1%
麻 酔 科 19 ３２ 168.４%
歯科口腔外科 690 688 99.7%
形 成 外 科 1３1 197 1５0.４%
心 臓 外 科 ４00 ４71 117.8%
呼 吸 器 外 科 98４ 9５8 97.４%
健診センター ３9２ ３４２ 87.２%
救 急 科 10,6３３ 11,9４３ 11２.３%

合　　　計 ４２,0３1 ４５,1２２ 107.４%

令和4年度 令和5年度 前年度比（%）
内 科 ４,４３２ ４,３３0 97.7%
心 療 精 神 科 ４３ ２４ ５５.8%
小 児 科 1５３ 160 10４.6%
外 科 ５69 ５４1 9５.1%
整 形 外 科 ２,４68 ２,２３7 90.6%
脳 神 経 外 科 ３,３４４ ３,1５４ 9４.３%
皮 膚 科 69 7５ 108.7%
泌 尿 器 科 ５２1 ５07 97.３%
産 婦 人 科 6５8 618 9３.9%
眼 科 9２ 101 109.8%
耳 鼻 咽 喉 科 ３16 ５0４ 1５9.５%
放 射 線 科 601 6３9 106.３%
麻 酔 科 ５４ 66 1２２.２%
歯科口腔外科 ５8 ４8 8２.8%
形 成 外 科 9３ 1２6 1３５.５%
心 臓 外 科 8２ 87 106.1%
呼 吸 器 外 科 101 96 9５.1%
健診センター 1,２18 1,４0２ 11５.1%
救 急 科 1,５４7 1,５91 10２.8%

合　　　計 16,４19 16,３06 99.３%
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　 令和4年度 令和5年度 前年度比(%）
内 科　 1,8２7 1,9４３ 106.３%
外 科 167 17３ 10３.6%
麻 酔 科 ３10 ３２２ 103.9%
脳 神 経 外 科 8３ 69 8３.1%
救 急 科 141 199 141.1%
形 成 外 科 1 0 0%
心 臓 外 科 2 2 100%
放 射 線 科 ３ 1 ３３.３%
産 婦 人 科 7 ４ ５7.1%

合　　　計 ２,５４1 ２,71３ 106.8%

令和4年度 令和5年度 前年度比(%）
脳 血 流 ３４２ ２8３ 8２.7%
甲 状 腺 21 7 ３３.３%
副 甲 状 腺 9 9 100.0%
肺 血 流 1４ 8 ５7.1%
心 筋 負 荷 9３３ 768 8２.３%
心 筋 無 負 荷 1４５ 16２ 111.7%
心 プ ー ル 0 0 ―

肝 0 0 ―
腎 10 ２ ２0.0%

副 腎 ５ 8 160.0%
メ ッ ケ ル ３ 0 ―
消 化 管 1 1 100.0%

骨 ２２２ 19３ 86.9%
ガ リ ウ ム 9 11 1２２.２%
Ｐ Ｅ Ｔ                6２0 677 109.２%
そ の 他   ２60 179 7２.7%

合　　　計 ２,５9４ ２,３08 89.４%
その他：肺換気 6件、センチネルリンパ100件、DAＴシンチ67件、ソフトスタチン 6件

部署別業務実績　診療放射線室

4.血管撮影件数

5.アイソトープ検査件数
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部署別業務実績　診療放射線室

設置場所 装置種類 装置名（メーカー） 取得年月日 使用期間(年）

第 1 撮影室

X線一般撮影装置 UD150B-40 島津製作所 ２0２1/6 ２.0
ＣALＮＥO GL1(長尺用） DＲ-ＩD1305ＳＥ(1４/11） FUJＩFＩLＭ ２019/9 ４.0
長尺撮影用　立臥位兼用撮影台 FＭ-ＰL1(16/03） FUJＩFＩLＭ ２019/9 ４.0
立・臥位型FＰD画像読み取り装置 ＣALＮＥO Ｓmaｒt Ｃ77 FUJＩFＩLＭ ２0２1/５ ２.0
FＰD(1４×17半切サイズ） DＲ ＣALＮＥO Ｃ 1417 Wiｒeless(ＳＥ X） FUJＩFＩLＭ ２01４/11 9.0
FＰD(1２×1４四ツ切サイズ） DＲ ＣALＮＥO Ｃ mini Wiｒeless ＳQ FUJＩFＩLＭ ２01４/11 9.0
画像処理・解析装置 Ｃonsole Advance FUJＩFＩLＭ ２019/9 ４.0
ＣＲシステム FＣＲ Ｓppedia ＣＳ Ｐlus FUJＩFＩLＭ ２01４/1２ 9.0

第 ２ 撮影室

一般撮影装置 UD150L-40 島津製作所 ２007/1２ 16.0
立・臥位型FＰD画像読み取り装置 DＲ ＣALＮＥO HＣ ＳQ(ＳＥ） FUJＩFＩLＭ ２01４/11 9.0
FＰD(1４×17半切サイズ） DＲ ＣALＮＥO Ｃ 1417 Wiｒeless(ＳＥ X） FUJＩFＩLＭ ２01４/11 9.0
FＰD(1２×1４四ツ切サイズ） DＲ ＣALＮＥO Ｃ mini Wiｒeless ＳQ FUJＩFＩLＭ ２01４/11 9.0
画像処理・解析装置 Ｃonsole Advance FUJＩFＩLＭ ２01４/9 9.0

第 ３ 撮影室

一般撮影装置 UD150L-40 島津製作所 ２007/1２ 16.0
立・臥位型FＰD画像読み取り装置 DＲ ＣALＮＥO HＣ ＳQ(ＳＥ） FUJＩFＩLＭ ２01４/11 9.0
FＰD(1４×17半切サイズ） DＲ ＣALＮＥO Ｃ 1417 Wiｒeless(ＳＥ X） FUJＩFＩLＭ ２01４/11 9.0
FＰD(1２×1４四ツ切サイズ） ＣALＮＥO Ｓmaｒt Ｃ12 FUJＩFＩLＭ ２0２1/５ ２.0
画像処理・解析装置 Ｃonsole Advance FUJＩFＩLＭ ２01４/9 9.0

第 ４ 撮影室

一般撮影装置 UD150L-40 島津製作所 ２007/1２ 16.0
立・臥位型FＰD画像読み取り装置 DＲ ＣALＮＥO HＣ ＳQ(ＳＥ） FUJＩFＩLＭ ２01４/11 9.0
FＰD(1４×17半切サイズ） DＲ ＣALＮＥO Ｃ 1417 Wiｒeless(ＳＥ X） FUJＩFＩLＭ ２01４/11 9.0
FＰD(1２×1４四ツ切サイズ） DＲ ＣALＮＥO Ｃ mini Wiｒeless ＳQ FUJＩFＩLＭ ２01４/11 9.0
画像処理・解析装置 Ｃonsole Advance FUJＩFＩLＭ ２01４/9 9.0

第 ５ 撮影室
乳房X線撮影装置 AＭULＥＴ Ｉnnovality FUJＩFＩLＭ ２016/7 7.0
マンモグラフィ画像ビューア ＭammoＲead 東陽テクニカ ２007/1２ 16.0
マンモグラフィ画像診断ワークステーション Ｍammaｒy クライムメディカル ２019/1 ５.0

第 6 撮影室
ＣＲ対応X線パノラマ撮影装置 AutoAZ3000ＣＭＲ 朝日レントゲン ２007/1２ 16.0
ＣＲ読取システム FＣＲ XL-2 FUJＩFＩLＭ ２007/8 16.0

第 7 撮影室
一般撮影装置 UD150L-40 島津製作所 ２007/1２ 16.0
臥位ＣＲシステム FＣＲ VＥLOＣＩＴY Ｔ FUJＩFＩLＭ ２00３/３ ２1.0
画像処理・解析装置 Ｃonsole Advance FUJＩFＩLＭ ２01４/9 9.0

第 8 撮影室 X線骨密度測定装置 Ｐｒodiｇy Fuｇa Advance GＥヘルスケア ２0２４/３ 0.0

救命救急　
センター

一般撮影装置 UD150L-40 FUJＩFＩLＭ ２007/1２ 16.0
立・臥位型FＰD画像読み取り装置 DＲ ＣALＮＥO HＣ ＳQ(ＳＥ） FUJＩFＩLＭ ２018/３ 6.0
FＰD(1４×17半切サイズ） ＣALＮＥO Ｓmaｒt Ｓ47 FUJＩFＩLＭ ２018/３ 6.0
FＰD(1２×1４四ツ切サイズ） DＲ ＣALＮＥO Ｃ mini Wiｒeless ＳQ FUJＩFＩLＭ ２01４/11 9.0
画像処理・解析装置 Ｃonsole Advance FUJＩFＩLＭ ２01４/9 9.0

第 1 透視室 X線透視撮影装置 Ｓonialvision Ｓafiｒe 島津製作所 ２007/1２ 16.0
第 ２ 透視室 X線透視撮影装置 VeｒsiFlex VＩＳＴA FUJＩFＩLＭ ２0２1/9 ２.0
第 ３ 透視室 X線透視撮影装置 Ultimax-Ⅰ ＣAＮOＮ ２011/３ 1３.0

第 1 ＣＴ室
全身用X線ＣＴ装置 ＳＣＥＮAＲＩA VＩＥW 64 FUJＩFＩLＭ ２0２1/1 ３.0
造影剤注入装置 Dualshot GX7 Ｎemoto ２0２1/２ ３.0

第 ２ ＣＴ室
マルチスライスＣＴ ＳＥＮAＲＩA(64列） ＳＣＥＮAＲＩA 64 FUJＩFＩLＭ ２01２/11 11.0
造影剤注入装置 Dualshot GX7 Ｎemoto ２01２/11 11.0

第 ３ ＣＴ室
マルチスライスＣＴ ＳＥＮAＲＩA(64列） ＳＣＥＮAＲＩA VＩＥW 64 FUJＩFＩLＭ ２0２３/５ 0.0
造影剤注入装置 Dualshot GX7 Ｎemoto ２01２/11 11.0
炭酸ガス送気装置 KＳＣ-130(12/08） Ｎemoto ２01５/３ 9.0

豊田厚生病院　診療放射線室　設置装置一覧� 令和 6年 6月２6日調査
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部署別業務実績　診療放射線室

設置場所 装置種類 装置名（メーカー） 取得年月日 使用期間(年）

第 1 ＭＲＩ室
３Ｔ 磁気共鳴断層撮影装置 ＭAGＮＥＴOＭ Ｓkyｒa(10/02） シーメンス ２017/1 7.0
造影剤注入装置 ＳOＮＩＣshot 7 Ｎemoto ２017/1 7.0

第 ２ ＭＲＩ室
磁気共鳴断層診断装置(1.５Ｔ） ＭAGＮＥＴOＭ Aeｒa 1.5Ｔ(17/11） シーメンス ２019/1 ５.0
造影剤注入装置 ＳOＮＩＣshot 7 Ｎemoto ２019/1 ５.0

第 ３ ＭＲＩ室
３Ｔ 磁気共鳴断層撮影装置 Ｉnｇenia Ｅvolution 3.0Ｔ フィリップス ２0２３/10 0.0
造影剤注入装置 ＳOＮＩＣshot 7 Ｎemoto ２0２３/10 0.0

ＰＥＴ-ＣＴ室
ポジトロン断層撮影装置(ＰＥＴＣＴ） Discoveｒy ＩQ2.0X GＥヘルスケア ２0２３/7 0.0
自動投与装置 UG-1000Ｍ ユニバーサル技研 ２0２３/7 0.0

ＳＰＥＣＴ室 ガンマカメラ装置 Ｉnfinia 3 GＥヘルスケア ２007/1２ 16.0

第1心臓
カテーテル室

バイプレーン血管撮影システム ＴｒiniasB8uityedition 島津製作所 ２019/9 ４.0
アンギオ用造影剤注入装置 Zone Ｍasteｒ Ｎeo Ｎemoto ２019/9 ４.0

第２心臓
カテーテル室

バイプレーン血管撮影システム ＴｒiniasB12uityedition 島津製作所 ２019/9 ４.0
アンギオ用造影剤注入装置 Zone Ｍasteｒ Ｎeo Ｎemoto ２019/9 ４.0

ハイブリッド
手術室

血管造影X線診断装置 Azuｒion7B20/15 Ｒ2.1 Ｐhilips ２0２1/３ ３.0
アンギオ用造影剤注入装置 ＰＲＥＳＳ DUO elite Ｎemoto ２0２1/３ ３.0

放射線
治療室

放射線治療装置 ＴｒueBeam 120ＭLＣ バリアン ２0２３/9 0.0
放射線治療計画装置 ＲayＳtation レイサーチ・ジャパン ２0２３/9 0.0

シミュレータ
ＣＴ室

治療計画用全身X線ＣＴ診断装置16列 ＳOＭAＴOＭ ｇo Ｓim シーメンス ２0２３/9 0.0
多相電動式造影剤注入装置 Ｓmaｒt Ｓhot Ｎemoto ２0２３/9 0.0

手術室

移動型X線透視診断装置(Ｃアーム） OＰＥＳＣOＰＥ AＣＴＩVO WHA-200 島津製作所 ２011/５ 1２.0
移動型X線透視診断装置(Ｃアーム） ＣiosＳelect シーメンス ２019/9 ４.0
移動型X線透視診断装置(Ｃアーム） OＥＣ Bｒivo Ｅssential GＥヘルスケア ２01４/３ 10.0
移動型X線透視診断装置(Oアーム） O-aｒm メドトロニクス ２0２２/1 ２.0
移動型X線ポータブル撮影装置 Ｔiaｒa(緑） FUJＩFＩLＭ ２0２1/３ ３.0
FＰD(1４×17半切サイズ） ＣALＮＥO Ｓmaｒt Ｓ47 FUJＩFＩLＭ ２0２1/３ ３.0

２F・ＩＣU
移動型X線ポータブル撮影装置 ＭobileAｒtＥvolutionＭX7 島津製作所 ２017/10 6.0
ポータブル撮影対応モバイルコンソール DＲ-ＩD 300ＣL FUJＩFＩLＭ ２017/３ 7.0
FＰD(1４×17半切サイズ） ＣALＮＥO Ｓmaｒt Ｓ47 FUJＩFＩLＭ ２017/6 6.0

３F病棟
移動型X線ポータブル撮影装置 ＭobileAｒt Ｅvolution(ＭX8） 島津製作所 ２0２４/1 0.0
ポータブル撮影対応モバイルコンソール DＲ-ＩD 300ＣL FUJＩFＩLＭ ２0２４/1 0.0
ポータブル対応FＰD読取システム ＣALＮＥO Ｓmaｒt Ｓ47 FUJＩFＩLＭ ２0２４/1 0.0

４F病棟
移動型X線ポータブル撮影装置 Ｔiaｒa(紫） FUJＩFＩLＭ ２0２1/３ ３.0
FＰD(1４×17サイズ） ＣALＮＥO Ｓmaｒt Ｓ47 FUJＩFＩLＭ ２0２1/３ ３.0

感染病棟
移動型X線ポータブル撮影装置 Ｔiaｒa(黄）(救外に貸出） FUJＩFＩLＭ ２0２1/３ ３.0
FＰD(17×17サイズ） ＣALＮＥO Ｓmaｒt Ｓ77 FUJＩFＩLＭ ２0２1/３ ３.0

救命救急
センター

移動型X線ポータブル撮影装置 ＭUX-100HJＥ 島津製作所 ２007/1２ 16.0
ＣＲ読取システム FＣＲ ＳppediaＣＳ FUJＩFＩLＭ ２007/1２ 16.0

健診胸部
X線撮影室

胸部X線撮影装置 UD150L-40 島津製作所 ２0２1/6 ２.0
立位型FＰD画像読み取り装置 ＣALＮＥO Ｓmaｒt Ｃ77 FUJＩFＩLＭ ２0２1/５ ２.0
画像処理・解析装置 Ｃonsole Advance FUJＩFＩLＭ ２0２1/５ ２.0

健診乳房
X線撮影室

乳房X線撮影装置 AＭULＥＴ Ｉnnovality FUJＩFＩLＭ ２0２２/３ ２.0
マンモグラフィ画像診断ワークステーション Ｍammaｒy クライムメディカル ２019/1 ５.0

健診透視室1４ X線透視撮影装置 FLＥXAVＩＳＩOＮ F3 島津製作所 ２017/３ 7.0
健診透視室1５ X線透視撮影装置 FLＥXAVＩＳＩOＮ F4 島津製作所 ２0２３/３ 1.0
健診透視室16 X線透視撮影装置 FLＥXAVＩＳＩOＮ F4 島津製作所 ２0２３/３ 1.0
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部署別業務実績　臨床検査室

２．臨床検査室

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.診療機能への貢献

・呼吸器手術材料のホルマリン固定：依頼時全件実施（10月より）。
・臨床検査技師による尿路バックからの検体採取を開始。
・臨床検査技師によるＥＲへの診療支援を開始（平日診療日：午後）。
・安心・安全な診療を目的にパニック値報告に対するフローチャートを作成。
・自己血フィブリン糊作製を２0２３年 8 月より開始。

2.業務改善と効率化
・働き方改革による超過勤務削減を実施し、昨年度比２0%（５60時間）削減。
　（令和 ３年度：３,966時間、令和 ４年度：２,79５時間、令和 ５年度：２,２３５時間）。
・臨床検査室「やりがい」調査：やりがい満足度77%。
・ＥＲにおける超音波検査コスト漏れ改善への取り組み実施（約100万円増加/月）。
・外注委託検査会社の見直しによるコスト削減（約1３５万円増加/年）。
・自己血フィブリン糊作製による増収（昨年度67件実施　約２２0万円増加）。

3.チーム医療および医療安全
・能登半島地震に対してJＭAＴから日本臨床衛生検査技師会を通じて ４名の技師を派遣。
・ハイブリットOＰＥ室でのLAAＣ実施に向けた担当者の育成（ ２名）。
・ＥＲへの技師派遣と新たな支援業務の確立（ ２名）。
・健康管理センターにおける超音波業務支援（ ２～ ３日/月）。
・造影超音波検査時の薬剤投与（医師より委託された検査）（３４件/年）。
・骨髄検査業務の介助と骨髄像カウント・レポート作成（３５４件/年）。
・持続血糖測定器リブレの装着業務（３５件/年）。
・未読管理システムを利用した病理細胞・生理レポートの未読管理を実施。
　（令和 ５年度：病理細胞未読率 0%、超音波検査未読率 0%）
・初回肝炎ウイルス検査（HBs抗原およびHＣV抗体）陽性者に対する医師への報告と患者への通知につ
いて管理（令和 ５年度患者報告率：HBs抗原86%、HＣV抗体8２%）。

4.人材育成と施設認証
・ＥＲ担当技師育成： 1名。
・学会・研修会等の講師依頼：1４件。
・学会・研修会での演題発表：1３演題。
・認定資格取得：10種1４名。
（超音波検査士（消化器領域）： 1名、緊急臨床検査士： ２名、JHＲＳ認定心電図専門士： ２名、細胞
検査士： 1 名、二級臨床検査士（免疫血清学）： 1名、心電図検定 1級： ２名、心電図検定 ２級： 1
名、植込み型心臓デバイス認定士： 1名、登録ソノグラファー： 1名、精度管理責任者： ２名）。
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２．令和5年度実績
1.整備機器（高額医療機器および固定資産機器）

2.検査取扱件数・点数

部　署 機器名 機種名 メーカー 数量
生 理 検 査 一酸化窒素ガス分析装置 ＮＩOX VＥＲO チェスト 1
生 理 検 査 超音波画像診断装置 Aplio i700 キャノンメディカルシステムズ 1
輸 血 検 査 全自動輸血検査装置 ビジョンＳwift オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス 2
輸 血 検 査 無菌接合装置 ＴＳＣD-Ⅱ ＭＥ-ＳＣ203A テルモ 1
輸 血 検 査 血液保冷庫 ＭBＲ-506Ｔ4-ＰJ ＰHＣ 1
血 液 一 般 便潜血測定装置 OＣ-ＳＥＮＳOＲ ＰLＥDＩA 栄研化学 1
生 化 学 免 疫 卓上冷却遠心機 Ｓ300ＴＲ 久保田商事 1
微生物遺伝子 ＣO2インキュベーター ＭＣO-17AＩＣUV-ＰJ ＰHＣ 1

検査大項目 検査小項目 令和5年度件数 令和5年度点数

一 般 検 査
尿 1３５,9４４ ３,５91,86３
便 ２５,96４ 1,06４,1２7
体液 ３,２6４ 68,891

血 液 検 査 血液 ５４9,7４8 1５,２４0,３69
輸 血 検 査 輸血 7３,710 ４,01２,５6５

臨 床 化 学

化学Ⅰ ２,971,３５7 ３8,２81,91３
化学Ⅱ 11２,４４1 1３,9５8,0２３
血液ガス ４1,7４３ ５,80２,２77
負荷試験 1３7 ２２,２00

免 疫 検 査 免疫 ３1３,0５7 19,３7５,09５

微 生 物 検 査
一般細菌 8３,５87 11,３9４,1５8
核酸検査 ３1５ 116,５２9
その他 ２,５67 0

病 理 検 査
病理組織 1２,２1２ 1２,0２7,５３0
細胞診 1２,91４ ２,４06,３４6

生 理 検 査

肺機能 16,５86 1,616,880
心電図 ５３,96３ 1３,２67,５00
超音波 ３9,４01 ２３,４69,４２0
脳波 ２,0４6 ２,67２,４４0
その他 ３0,7４1 ３,1２３,079

そ の 他
採血・検体採取 107,71５ ３,8５6,５４1
病理解剖 16 ４00,000
検査外業務 60２ 0

院 内 合 計 ４,５90,066 17５,767,7４6
外 部 委 託 98,0２４ ２7,４61,790
総 合 計 ４,688,090 ２0３,２２9,５３6
時間外緊急検査 1,1３３,9２0 ２２,２２４,876
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3.外注検査依頼状況
ＳRＬ 令和5年度

保 険 収 載 分
件数 66,２２9
点数 19,５9５,４8３

薬 物 濃 度
件数 1,４４8
点数 680,５60

保 険 未 収 載 件数 1,808
支払金額 7,17３,7５7

BＭＬ 令和5年度

保 険 収 載 分 件数 ５8,５18
点数 7,1５1,09４

ＬＳＩメディエンス 令和5年度

保 険 収 載 分 件数 ２
点数 ４,２５３

項　　目 令和5年度
件数 点数

時 間 外 加 算 7,３0２ 1,４60,４00
入 院 初 回 加 算 ５４7 10,9４0
検 体 管 理 加 算 Ⅰ 96,４9５ ３,8５9,800
検 体 管 理 加 算 Ⅳ 1,２80 6４0,000
外 来 迅 速 加 算 67,２４1 ２,7５５,５５３
病理診断料 (加算Ⅱ含 ） ２４,760 8,５３２,４４0
輸血管理料・適正加算Ⅰ ４,7３8 78２,900
骨 髄 診 断 加 算 ２２0 ５２,800
国 際 標 準 検 査 管 理 加 算 7,060 ２8２,４00

合　　　計 ２09,6４３ 18,３２7,２３３
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院内検査（点）検査取扱点数 時間外緊急検査 外部委託
H30年度 R2年度 R3年度R元年度 R4年度 R5年度

H30年度 R2年度 R3年度R元年度 R4年度 R5年度

＊外注の保険収載・薬物分は稼動点数、未収載は支払い金額
を計上

4.加算件数・点数
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5.検査判断件数・点数

項　　目 令和5年度
件数 点数

尿 ２7,6４５ 9３9,9３0
血 液 検 査 8３,1５５ 10,３9４,３7５
臨 床 化 学 Ⅰ 8３,999 1２,09５,8５6
臨 床 化 学 Ⅱ ２9,３66 ４,２２8,70４
免 疫 血 清 6５,３３４ 9,４08,096
微 生 物 検 査 11,7５6 1,76３,４00
遺 伝 子 ・ 染 色 体 86３ 86,３00
病 理 細 胞 検 査 1,7４9 ２２7,３70
生 理 検 査 6,３08４,５11 988,５60

合　　計 ３10,17５ ４0,1３２,５91

6.外部精度管理調査結果
調査年度 外部精度管理種類 評　　点

令和5年度 日本医師会 9５.9点　D:0
令和5年度 日本臨床衛生検査技師会 Ａ+B：２61/２6４(98.8%）Ｃ:1　D:0
令和5年度 愛知県臨床検査技師会 Ａ+B：２10/２10(100%）Ｃ:0　D:0

7.臨床検査室認証・認定
認証・認定団体 令和5年度

日臨技精度保証施設認証 認証
日本臨床細胞学会施設認定 認定
日本臨床細胞学会教育研修施設認定 認定
日本輸血・細胞治療学会輸血機能評価認定制度認証施設(Ｉ&A） 認定
日本超音波医学会認定超音波専門医制度研修施設 認定
ＩＳO15189施設認定(ＲＭL02250） 認定

8.学会認定資格者
学会認定資格 令和5年度

超音波検査士 1３名
細胞検査士 6名
輸血認定技師 ２名
細胞治療認定管理師 1名
第1種衛生管理士 ５名
衛生工学衛生管理者 ２名
認定臨床微生物検査技師 1名
認定血液検査技師 ４名
認定心電図検査技師 1名
認定病理検査技師 ３名
認定一般検査技師 1名
緊急検査認定技師 ２名
緊急臨床検査士 ２1名
二級臨床検査士（病理学） ２名
二級臨床検査士（微生物学） 6名
二級臨床検査士（血液学） ４名
二級臨床検査士（免疫血清学） 1名
認定腎臓病検査技師 1名
心電図検定（一級・二級） 9名
血管診療技師 1名
術中脳脊髄モニタリング認定技術師 ３名
専門技術師（筋電図・神経伝導分野） ２名
専門技術師（脳波分野） ２名
JHＲＳ認定心電図専門士 7名
植込み型心臓デバイス認定士 1名
精度管理責任者 6名
認定サイトメトリー技術者 1名
医用質量分析認定士 1名
リウマチ学会登録ソノグラファー ５名
特化物及び四アルキル鉛等作業主任者 ４名
睡眠健康指導士（初級） 1名
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３．リハビリテーション室

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.教育活動として、臨床実習生の受け入れの取り組み

・リハビリ学生： ３校 ３名　・他職種の臨床実習協力：２9名

2.地域の支援活動
・介護認定審査会協力　【人数】 1名派遣【期間】通年【頻度】 ２回/ 1か月
・JAあいち豊田広報誌「グリーンボイス」健康の話へ投稿
・豊田市療法士幹事会への参加

3.職員の資質向上
・部署内勉強会（全体会： ３回/年、職種別勉強会：理学 ２回/年，言語 ５回/年，作業10回/年）
・他職種勉強会・研修会への講師派遣　（院内）10回　（院外） 7回
・学会発表　 1題（ＳＴ： 0題、ＰＴ： 1題、OＴ： 0題）　
・臨床実習指導者講習会修了者　ＰＴ： ２名

4.診療機能の充実
・特定集中治療室早期離床・リハビリテーション加算への参加協力の維持。
・褥瘡回診への参加。
・ＰＣＴラウンドへの参加。

２．令和5年度実績
1.部門別件数・単位数

・心肺運動負荷試験　年間４1件

理学療法 作業療法 言語聴覚療法
外来 入院 外来 入院 外来 入院

個
　
　
別
　
　
療
　
　
法

脳血管疾患等
リハ料

患者数 ３86 10,５77 ２10 7,98４ ２４ ４,２6３
単位数 66３ 1２,97２ ３２9 10,6３0 ４３ ５,8４５

廃用症候群
リハ料

患者数 0 8,16５ 0 1,３76 0 889
単位数 0 9,061 0 1,6２３ 0 1,５09

運動器リハ料
患者数 1,6２7 1２,４２４ ２,２88 1,896
単位数 ２,7２４ 16,9２9 ３,1２５ ２,３３４

呼吸器リハ料
患者数 17 10,690 ２ ２,90３ 0 ４,５06
単位数 ３7 1３,0２４ 6 ３,7２9 0 7,61４

心大血管疾患
リハ料

患者数 7４３ 7,7５1 0 ４9５
単位数 1,４7４ 9,５５３ 0 618

がん患者
リハ料

患者数 ２,870 ３07 1２6
単位数 ３,３５４ ３7５ 188

早 期 加 算 ４8,４6２ 1４,776 1２,1３6
退 院 前 訪 問 リ ハ 指 導 0 0 0
退 院 時 リ ハ ビ リ 指 導 1,9２1 ５２３ 1３
リ ハ ビ リ 総 合 計 画 評 価 ５３6 ４,４78 ４３５ 1,0３1 ４ ３8
摂 食 機 能 療 法 90４

件 数 合 計 ２,77３ ５２,４77 ２,５00 1４,961 ２４ 9,78４
単 位 数 合 計 ４,898 6４,89３ ３,４60 19,３09 ４３ 1５,1５6
診 療 点 数 1,1３３,２79 17,8４8,３9４ 790,6５５ ５,５３9,7２４ 11,7３５ ４,0２0,091
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2.科別件数
理　学　療　法 作　業　療　法 言語聴覚療法

外来 入院 外来 入院 外来 入院
内 科 1４8 ２,00３ 18 809 6２8
精 神 科
脳 神 経 内 科 ５0 ４,69３ ４４ ３,861 10 ２,５３0
呼 吸 器 内 科 11 ４,061 ２ 1,３４1 7２9
消 化 器 内 科 ３,0５8 ２２ ５２1 ５7５
循 環 器 内 科 186 7,４２0 ３ ５06 1 1,000
小 児 科 10
外 科 1２ ３,8３6 ２ ４19 ５16
整 形 外 科 1５16 7,４71 ２,２３５ 9３４ 9５
形 成 外 科 ２４５ ２7 ３1 10
脳 神 経 外 科 ３,180 6 ２,890 11 1,３0５
呼 吸 器 外 科 80４ ３５３ ２6
心 臓 外 科 ４61 1,５77 1３8 97
小 児 外 科
皮 膚 科 1 ３61 ２２ 1２
泌 尿 器 科 1,19４ 11４ 66
血 管 外 科 607 1４ ２6
乳 腺 科
産 婦 人 科 60５ 6５ 11
眼 科
耳 鼻 咽 喉 科 ４8 ２87 18 ２ 110
放 射 線 科
麻 酔 科
アレルギー科
リ ウ マ チ 科
リ ハ ビ リ 科
感 染 症 科
歯科口腔外科 ４４ 9
消 化 器 外 科 1,6４２ ２1３ ２7
内分泌代謝科 ４ 7３２ ２ ５6 ２２２
腎 臓 内 科 1,３69 ２５8 ４18
膠 原 病 内 科
血 液 内 科 8２２ 1４8 87
総 合 内 科 ２7,96 1,0５9 796
健 診 科
緩 和 ケ ア 科
肝 臓 内 科 ３４9 ２6 18
脊 椎 外 科 ３３6 ２,３97 1３7 69５ 86
医 事
新 生 児 科
救 急 科 91４ ２ ４70 ３8５

合　　計 ２,77３ ５２,４77 ２,５00 1４,961 ２４ 9,78４
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４．臨床工学室

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.医療機器における安全教育及び医療機器研修会の実施

・Ｓafety plusを活用した安全教育をはじめ、医師、看護師,臨床工学技士を中心に４7回にも及ぶ医療機器研修
会、勉強会を行った。

2.地域医療連携の強化
・西三河北西部地区の透析関連機関に呼びかけ、定期定な会議を開催し災害対策への取り組みと連携の強
化を図った。

3.タスクシフト・ワークシェアの推進
・集中治療室においてＳBＴ（人工呼吸器離脱試験）を積極的に取り入れ、医師の夜間呼び出し減少に取
り組み成果を上げた。

4.学会発表・論文投稿の推進
・学会発表、シンポジスト、パネリスト/２５演題　　　　・座長、講師、講演、寄稿/1２回
　２0名のスタッフに対して非常に多くの学術参加であり、また病院のブランディングにも貢献した。

5.ＭACT（モニターアラームコントロールチーム）の発足
・臨床工学室が中心となり医療安全管理部、ＲＲＴと組織横断的に情報を共有、患者監視モニターに関わ
る諸問題の検討を行い、安全な医療の提供と質の向上を目的に活動を開始した。

6.更新医療機器の充実
・院内のシリンジポンプ全台を更新。

7.２0２3年度の業務実績
①　業務全体では前年比1３２%と増加が著し
い。

②　医療機器点検では新規導入機器の増加
に伴い、前年比1４1%、+19,３9２件と顕著。

③　診療支援業務においても1５項目中1３項
目で前年を上回っており、その全てにお
いて前年比110%を超えている。残りの２
項目においても前年比99%と9４%であり、
診療支援業務全体で増加がみられる。

④　機器管理業務全体における前年比は
1４0%、診療支援業務全体においても前年
比で1２1%と、両業務において件数の増加
がみられた。

⑤　スタッフ稼働率は前年の1５.0件/人か
ら２0.7件/人と飛躍しており過去最高の
稼働率であった。

業務内容 2023年 2022年 比較(%）
保守
管理

医療機器点検 67,187 ４7,79５ 1４1
医療機器修理 1,0４1 986 106

診
療
支
援

心
カテ

ＣAG・ＰＣＩ 1,２90 1,1５４ 11２
ペース
メーカー

インプラント ２6３ ２３２ 11３
チェック 8,３11 7,530 110

アブレーション ４５５ 474 94
特殊 補助循環装置 110 95 116
血液
浄化

慢性期(透析） ５,４87 ４,800 11４
特殊血液浄化 ３５9 ２6４ 1３6

手術
室

体外循環装置 91 71 128
自己血回収 17４ 175 99
その他 ４9４ 307 161

高気圧酸素療法 1,7４7 1,545 11３
人工呼吸器監理 ５,10２ 3,447 1４8
腹水ろ過 6３ 30 ２10
血液採取業務 9 5 180
診療支援その他 9,9２３ 8,２17 1２1

教育 医療機器安全研修 35 19 18４
合　　　計 10２,1３1 77,1４6 1３２
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２．令和5年度実績
1.血液浄化

分　　類 件　　数
外来 ２,10４
入院 ３,7４２

計 ５,8４6
末抹血幹細胞 9
腹水濾過濃縮 63
シャントエコー 1,４6３

浄化法別分類 件　　数
血液透析　HD 1,7５0
血液濾過透析　Ｉ-HDF ３,9２３
ＥＣUＭ 136
血漿交換　ＰＥ/ＳeＰＥ 45
血液吸着　DHＰ 19
持続血液浄化療法 134

患者動向分類 件　　数
新規導入 114
他院転入 307
転出 366
死亡　慢性 12
死亡　急性 24

2.高気圧酸素
分　　類 件　　数

外来 605
入院 1,1４２

計 1,7４7

科別分類 件　　数
内科 450
外科 211
整形外科 85
耳鼻科 712
泌尿器科 226
皮膚科 13
形成外科 44
その他 6

計 1,7４7

疾患別分類 件　　数
突発性難聴 646
骨髄炎 192
腸閉塞 236
難治性潰瘍 124
放射性膀胱炎 168
脊髄神経疾患 279
その他 102

計 1,7４7

3.心臓カテーテル
分　　類 件　　数

緊急症例 375
予定症例 915

計 1,２90

心カテ分類 件　　数
ＰＣＩ 459
ＣAG 831
アブレーション 445
3D　mappinｇ 445
ＣＩＥDs 新規 87
ＣＩＥDs 交換 43
ＣＩＥDs チェック 7,8３1
体外式ペースメーカ 480 日 (133）
ＩABＰ ３7３ 日 (9２）
ＰＣＰＳ 85 日 (18）

（件）血液浄化件数 外来

H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度
0

1,000

2,000

3,000

4,000
入院

（件）高気圧酸素件数 外来

H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度
0

400
200

1,000
800
600

1,200
入院
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4.内視鏡
分　　類 件　　数

GＩF ２,967
ＣF 810
ＥUＳ 61
ＥＲＣＰ 75
ＥＳD 53
止血術 7
小腸内視鏡 8
カプセル内視鏡 13

計 ３,99５

5.自己血回収術件数
科別分類 件　　数

心臓外科 107
血管外科 10
整形外科 161
その他 4

計 282

6.心臓血管外科
分　　類 件　　数

緊急症例 13
予定症例 75

計 88

症例分類 件　　数
虚血性心疾患 33
弁膜症 46
大動脈疾患 23
その他 6

計 108

7.Navigation
科別分類 件　　数

脳外科 45
耳鼻科 54
整形外科 149

計 248

8.ロボット手術支援
科別分類 件　　数

外科 105
泌尿器 39
婦人科 48
呼吸器外科 6

計 198

9.TAVＩ
分　　類 件　　数

経大動脈弁治療 ３1

１0.集中治療補助
分　　類 件　　数

診療支援業務 ４,8２9

詳　　細 件　　数
人工呼吸器管理 ４,２２7
血液浄化 319
補助循環管理 137
ＰOＣUＳ 146

計 ４,8２9

１１.機器管理
修理分類 件　　数

院内修理 947
委託修理 94

計 1,0４1

修理機器分類 件　　数
心電図モニター 265
人工呼吸器 15
輸液ポンプ 86
血圧計 77
パルスオキシメーター 38
血液浄化関連装置 285
その他 220

計 986

機器点検件数 件　　数
点検件数 67,187
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５．栄養管理室

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.医療の質向上

・栄養食事指導の強化
　年間４,000件以上を目標とする。
　入退院支援センターと連携した術前・術後の栄養指導を強化する。
・ＩＣU、HＣU、 ２ A病棟（循環器内科・心臓外科）の栄養関連のサポートを強化する。

2.医療安全の充実
・HAＣＣＰに基づく衛生基準の実施
　主厨房およびパントリー洗浄業務の見直し

3.人材育成
・厚生連栄養士会相互啓発研修会への参加
・厚生連栄養士会新人教育プログラムの実施
・部署内勉強会（管理栄養士： 7回/年）
・学会・研究会発表 8題（管理栄養士）

4.地域との連携強化
・JAとの連携継続、健康啓発活動（JA広報誌への投稿、JA料理教室への講師派遣）

　　
２．令和5年度実績
1.令和5年度　食事提供数
　①　患者食

2.令和5年度　診療報酬算定　
　①　個人栄養食事指導　　　　

食数(食） 比　率
常 食 1４1,171 ３0.２
軟 食 99,２76 ２1.２
流 動 食 98 0.３
特 別 食 Ａ 1３４,6２２ ２8.8
特 別 食 B 91,089 19.５

合　　　計 ４67,３５9 100.0%

外来(人） 入院(人）
糖 尿 病 771 6２２
心 臓 ・ 高 血 圧 症 ２17 9２9
脂 質 異 常 症 166 ３6
肥 満 ２ 0
腎 臓 病 ２３２ 196
肝 臓 病 1４ ４6
糖 尿 病 透 析 予 防 ２01 0
そ の 他 169 87３

合　　　計 1,77２ ２,70２

食数(食）
職 員 食 81,80４
付 添 食 0

合　　　計 81,80４

②　賄食

　②　集団栄養食事指導
（人）

糖 尿 病 34
腎 臓 病 　　　　0

合　　　計 34
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　③　チーム医療

3.令和5年度　院内・院外活動
　①　JAあいち豊田料理教室　

4.認定資格者
認　定　資　格 令和 ５年度

ＮＳＴ専門療法士 ２名
臨床栄養代謝専門療法士 1名
日本糖尿病療養指導士 ２名
病態栄養専門管理栄養士 ４名
在宅訪問管理栄養士 1名
在宅栄養専門管理栄養士 1名
給食用特殊料理専門調理師 1名
病院調理師 ２名

0
200
400
600
800
1,000
1,200

0

200

400

600

800

1,000

糖尿病 高血圧症 脂質異常症 肥満 腎臓病 肝臓病 その他

（件）疾患別栄養食事指導件数（外来） R３年度R２年度R元年度H30年度 R５年度

糖尿病 高血圧症 脂質異常症 肥満 腎臓病 肝臓病 糖尿病透析予防 その他

（件）疾患別栄養食事指導件数（入院）

R４年度

R３年度R２年度R元年度H30年度 R５年度R４年度

（回数） （人）
松 平 教 室 12 78
保 見 教 室 24 198
高 橋 教 室 36 309
三 好 教 室 24 181

合　　計 96 766

種類 各種算定名称 算定件数（件）

ＩＣU・HＣU 早期栄養介入管理加算
２５0点：7２２
４00点： 7５

ＮＳＴ（栄養サポートチーム）
ＮＳＴ加算 ２00点：４88
歯科医師連携加算  ５0点：２10

緩和ケアチーム 個別栄養食事管理加算  70点： ５9
摂食嚥下 摂食嚥下機能回復体制加算2 190点：４96
化学療法 連携充実加算 1５0点：５３４

その他：褥瘡回診

食数(食）
腎 臓 病 教 室   ２ 　57
糖 尿 病 教 室 ２ 25

合　　　計 ４ 82

②　市民講座
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６．薬剤部

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.診療機能の充実

・入退院支援センター業務体制の整備
　（入退院支援センターおよび持参薬外来における薬剤師の業務手順確立、薬剤師面談場所の一元化）
→薬剤師面談場所を２0番入退院支援センターに一元化した。また、入退院支援センターおよび持参薬外
来の業務手順を確立し、標準業務手順書を作成した。

・通院治療センターにおける服薬指導の充実
→年間1,900件（月平均1５8件）の指導を実施した。適宜、処方提案やプレアボイド報告などを行った。

・免疫チェックポイント阻害薬による免疫関連有害事象（iｒAＥ）対応アルゴリズムの作成
→追加項目として皮膚障害、肝障害のマニュアルを作成した。化学療法委員会にて承認され、免疫関連
有害事象（iｒAＥ）対応マニュアルを改訂した。

2.治験業務の充実
・院内治験コーディネーターを利用した治験の充実（治験組み入れ患者数10件/年）
→令和 ５年度における治験組み入れ患者数は 9件となり、目標は未達となった。しかしながら、治験組

み入れ患者数および治験に関連する収入は過去 ５年間で最高値となった。

3.医薬情報業務の充実と病棟薬剤業務における薬物治療管理の推進
・機能評価係数Ⅰ後発医薬品使用体制加算 ３の維持（後発医薬品使用割合80%以上）

→ 9品目の先発医薬品採用薬を後発医薬品に切り替えた。また、特殊使用で処方されていた先発医薬品
1品目を後発医薬品区分とした。令和 ５年度の使用割合（数量ベース）は8４.２%であった。

・病棟薬剤師による入院時持参薬報告の一元化
→薬剤部内のシフト配置を中央持参薬報告業務 ２人体制から病棟持参薬報告業務 ２～ ４人体制に変更し
た。結果として、入院受付から提出された持参薬の報告書作成を主とした業務に追加して、緊急入院
した患者の持参薬回収・報告書を作成する体制を構築した。令和 ５年度 ４月に病棟担当薬剤師が病棟
で作成した持参薬報告書件数は５06件、所要時間４,３３7分であったものを、令和 ５年度 ３月には176件
（6５%減）、所要時間1,6２0分（6３%減）とし、病棟担当者が患者に介入できる時間を増加させた。

・薬剤管理指導業務の推進（平均1,800件/月）
→薬剤管理指導件数は通年で２２,５４0件を算定し、平均は1,878件/月であった。

・薬剤総合評価調整加算の充実（算定目標60件/年）
→薬剤総合評価調整加算は２２9件/年であった。

・薬剤に関する研修会の充実（関連部署への情報提供）
→前年度年間16回開催であったが、令和 ５年度は年間10３回（前年比6４３.8%）に上昇した。

・プレアボイド報告の推進（２0件以上/月）
→通年で４５0件、３7.５件/月を報告した。

・術後疼痛管理チーム加算の推進
→看護部門の担当者が決定せず術後疼痛管理チーム加算の算定開始には至らなかった。しかしなが
ら、来年度の算定開始に向けて薬剤部の研修修了者が合計 ２名に増員し、実際の回診方法などについ
て医師と情報共有した。

4.病院薬剤師連携および薬−薬連携の強化
・医療情報室と連携した電子処方箋への対応
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→適時医療情報室に進捗確認を行った。今年度中に着手できる事がなく、状況の把握に終始した。
・地域薬剤師会・保険薬局との連携強化
→主に医薬品の供給状況について、地域薬剤師会・保険薬局と連携を図り、対応が絶対的に立ちいかな
くなる状況は回避した。簡素化プロトコルについては院内の一部部署との内容協議に留まった。

・退院時薬剤情報連携加算の算定推進（70件以上/年）
→退院時薬剤情報連携の算定件数は1３５件/年であった。

・地域薬学ケア専門薬剤師制度における連携研修の充実
→月 ３回の連携研修を実施、年 ４回の薬剤師勉強会への参加、さらに研修報告会（ ５/16開催）にむけ
て研修生と協議し、症例ベースの報告会へと変更した。

・通院治療センターにおける連携充実加算の算定推進（４0件以上/月）
→通年で５96件、平均４9.6件/月を算定した。

5.病院機能評価の準備
・採用医薬品の見直しと整理
→規約について委員会で協議し、薬価策定が原価計算方式の医薬品について考え方を変更した。使用頻
度が高い薬品、診療部より採用申請があった医薬品３0品目を仮採用医薬品とした。使用頻度が低い医
薬品を中心に２３品目を採用削除医薬品とした。

・医薬情報室、病棟業務課との連携強化
・副作用発現状況の把握と情報集約と活用（方略の見直し）
→前年はＰＭDAに副作用報告した内容のみ把握していたが、軽微な副作用についても情報を集積できる
ようになった。２06件/年の副作用情報の入力を確認した。

・開封後の調剤用医薬品の使用期限管理方法の確立
→倉庫在庫は棚卸し時に期限チェックを実施し、期限切迫薬剤（10ケ月以内）はリストアップして返品
可能な薬剤は問屋へ返品した。

→調剤棚は不動薬剤（10ケ月）及び返品不可な期限切迫薬剤は箱で棚詰し、期限が把握できる運用とし
た。調剤棚端数は繁用薬剤でも端数が不動となって期限切迫の恐れがあるため、実棚時（ ３、 9月）
に期限が把握できない薬剤は破棄する運用とした。

・ゼロレベル（ヒヤリハット事例）のインシデントレポート提出の推進
→「事象レベル 0」のレポート提出基準を設けインシデントレポートの提出を推進した。 6件/年提出
した。

6.認定・専門資格取得の推進および教育体制の整備
・各種専門・認定薬剤師の資格取得への指導・教育
→各種専門・認定薬剤師資格取得のため、講習会および学会等に参加した。
　以下に２0２３年度新規資格取得者数を示す。
　・日本病院薬剤師会感染制御専門薬剤師　 1名
　・日本薬剤師研修センター小児薬物療法認定薬剤師　 1名
　・日本薬剤師研修センター漢方薬生薬認定薬剤師　 1名
　・日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師　 ３名
　・日本アンチドーピング機構　公認スポーツファーマシスト　 1名
　・ＮＳＴ専門療法士認定規程に定める実地修練修了者　 1名
　・術後疼痛管理研修修了者　 1名

・長期実務実習生の受入れ拡大に伴う教育体制の整備及び指導薬剤師の育成
→実務実習サブ担当は、業務マニュアルおよびメイン担当者の指示に従って実習中のスケジュール管理
や準備を行うことが出来た。
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→薬剤部実務実習手順書を改訂し、これまでカリキュラムで未実施であったＳBOsを実施する
体制とした。
→２0２３年度は実務実習生10名（過去最高数）を受け入れ指導した。（２0２1、２0２２年度 7名）

7.供給室（ＳＰＤ）の管理体制の充実
・医薬品の管理強化（規制医薬品、高額医薬品等）
→症例数の少ない高額医薬品に関してはスズケンのキュービックスを利用し当日払出で対応。
　また、アルフレッサの冷蔵薬品管理システムＮOVUＭを導入し、アルフレッサ、メディセオ、中北薬
品からの高額冷所医薬品についても返品対応可能な体制を整えた。キュービックス及びＮOVUＭで対
応できない薬品に関しては、当日配送依頼で実施確認後に払出を行い管理。規制医薬品に関してはそ
の都度卸しと医薬品情報室と連携を取り在庫の確保に努めた。

・医療材料の管理強化（コスト削減、定数見直し、物品システムの活用等）
→コロナ禍や燃料費の高騰から非償還品の値上げが多かったが、ホギ手術キットの交渉を行い1２月より
約３00万円/年を値下げした。ＥＥGセンサーの変更を行い約３00万円/年の費用を削減した。

・不動薬品および不動材料の整理及び削除
→各部署に関しては年 ２回、在庫の回転率についてリストを作成し定数の削除・変更の依頼を行っ
た。倉庫在庫に関しては月 1回回転率を確認し在庫の削減に努めた。また、不動在庫に関しては医薬
品情報室と連携を取り採用中止の検討を行った。不動薬品に関しては医薬品情報室と連携を取り ５品
目を採用中止とした。

・インボイス制度への対応
→本部主導で物流システムの改修作業を行った。各取引業者が免税業者なのかを調査して業者マスタを
作成した。インボイス制度に従った請求書明細に変更し、計画通り滞りなく対応した。

8.タスクシフトの充実・推進
・ＰBＰＭ（プロトコルに基づく薬物治療管理）の推進と拡充
→新規ＰBＰＭ申請は ５件、実施件数は7,01５件となった（前年比10５%）。令和 ３年度５,1２6件、令和 ４
年度6,67４件と比して増加しており、医師の負担軽減に寄与していると考える。

２　令和5年度実績
　薬剤部は医薬品および医療材料の安定供給、適正な在庫管理とともに安全かつ適正に使用するために下記
の事項に取り組んだ。

1.医薬品情報提供
　例年同様、院内医薬品情報誌「DＩ-Ｎewsくすりの時間」と医薬品情報一元化システム「JUＳ-DＩ」の充実
に努め、「JUＳ-DＩ」に掲示している資料一式を更新した。一昨年、昨年に引き続き、医薬品の供給不安定
な状態が続いたが、診療部門、供給部門とも連携を図りつつ、対応することができた。供給状況を考慮した
後発医薬品への切替、院内で発生した副作用情報の一元化および医薬品医療機器総合機構への報告を行った。

2.病棟業務および持参薬管理
　薬剤師の病棟配置数は6,２66コマ（前年５,8３0コマ、前年比107.５%）であり、前年度以上の水準で人員配
置を行った。薬剤管理指導件数２２,５４0件/年（前年２0,３５7件/年、前年比110.7%）退院時薬剤情報管理指
導料8,４9２件/年（前年8,1３0件/年、前年比10４.５%）を算定し、コマ数の上昇と比例した介入を行うこと
ができた。また、処方提案を２,３69件（前年1,71３件、前年比1３8.３%）、プレアボイド報告を４５0件（前年
２76件、前年比16３.0%）実施、薬学的介入により薬物治療の質を向上させ、医療安全においても貢献するこ
とが出来た。
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　持参薬管理は、重点事項とその結果に記載したとおり、大きな体制変更を実施した。病棟担当薬剤師が病
棟で作成する持参薬報告書件数および所要時間の減少は、上述した薬剤管理指導件数の増加にも寄与してい
るものと考える。

3.調剤業務
　投薬窓口のバーコード認証システムを更新し、複数科の有無の確認に加え、薬引換券と投薬する薬を認証
することで、渡し忘れ・間違いを防止することが可能となった。

4.入退院支援
　テンプレートを新規導入し、業務の標準化、効率化および他職種との連携強化を図った。新規に入退院支
援センターにおけるＰBＰＭを導入し、医師・薬剤師双方の負担軽減を図った。これらの導入により業務を整
理するとともに、薬剤師面談場所を２0番入退院支援センターに一元化し、業務手順を確立して標準業務手順
書を作成した。

5.注射調剤
　高額冷所医薬品管理のためにアルフレッサの管理システムＮOVUＭの導入を行った。ノヴァムはアルフ
レッサ、中北薬品、メディセオが対応可能であり、既導入済みのキュービックス（スズケン）も併せると、
当院の主要な医薬品卸業者が対応可能となった。
　規制医薬品は医薬品メーカーおよび卸業者からの情報提供に対して医薬品情報室と密に連携し、在庫の確
保や代替薬の在庫確保に尽力した。
　不動薬品に関しては医薬品情報室と連携を取り ５品目を採用中止とした。

6.薬品・医療材料の管理
　輸液ポンプを更新に伴い、輸液ルート関連製品の変更を行った。
　新型コロナ対策での需要増や中国でのロックダウンの影響により、ディスポキャップやフォーリートレイ
など一部の医療材料の供給が不安定になったが、適宜代替品を確保して安定供給に努めた。
　原材料費や製造費、輸送費が高騰しており、医療材料の値上がりが相次いだが、安価な同等品への切替や
包括契約、割戻契約などを結びコスト削減に努めた。
　経腸栄養コネクタをＩＳO対応のものに変更した。
　エネルギーコストの増加による製造原価上昇のなか、診療材料償還品目の価格交渉は、回復率8５.9５の厳
しい妥結となった。

7.化学療法業務
　連携充実加算を５96件/年（４9.6件/月）算定し、院外薬局への抗がん剤治療に関する情報提供の推進
に努めた。免疫関連有害事象（iｒAＥ）対応マニュアルの項目に皮膚障害および肝障害を追加し、院内での
iｒAＥ出現時の対応方法を統一することで抗がん剤の適正使用推進に努めた。化療関連の新規ＰBＰＭを 6件
導入した。曝露対策として、揮発性薬剤を使用する治療に対して閉鎖式ルートの導入を看護部と協同して
行った。

8.ＩCT（感染対策チーム）・AＳT（抗菌薬適正使用支援チーム）への参加
　病棟薬剤師との情報共有をもとに抗菌薬ラウンドや血液培養ラウンドに参加し抗菌薬適性使用の評価も
行った。加えて、感染対策向上加算 1の対象となるカンファレンスに参加した。これら定期的に開催される
カンファレンスなどだけでなく、ＩＣＴ・AＳＴの一員として感染対策室、微生物検査室等と随時連絡を取り合
い院内の感染対策および抗菌薬適正使用に関与した。
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9.治験管理室業務
　GＣＰ、各種倫理指針に則り、適正かつ効率的な治験、臨床研究等の実施に取り組んだ。
　＜治験＞　新規受託治験 ４件
　＜臨床研究等＞　新規医学系研究実施審査・許可申請　４9件
　　　　　　　　　特定臨床研究　 ４件
　　　　　　　　　症例報告審査　 0件
　　　　　　　　　適応外使用審査　 ２件

　
１0.実務実習
　長期実務実習 ３～ ４期（各11週間）、計10名の実習生を受け入れ指導にあたった。

１１.教育
　・薬剤部勉強会
　　新型コロナウイルス感染症のため薬剤師勉強会はWebを利用し ４回開催した。
  ２ 月の第 ４回は、ハイブリッドで開催した。

開催月 参加者 講　　　　　　師 対　　象

４月 ５４名 病態に応じたオピオイドの使用方法について　～安
全・安心な医療用麻薬使用のために～ 院内外薬剤師

6月 ５２名 憧れるのはやめましょう　～腎機能に応じた薬物療
法を支援できる薬剤師になるために～ 院内外薬剤師

8月 ４２名 医療保険制度（・介護保険制度）について 院内外薬剤師
２月 ３５名 薬疹・薬物障害 院内外薬剤師

２期（ ５ /２２～ 8 / 6 ） ３ 期( 8 /２1～11/ ５ ） ４ 期(11/２0～ ２ /11）
愛 知 学 院 大 学 ２ ２
金 城 学 院 大 学 1 1
名 城 大 学 1 ２
鈴鹿医療科学大学 1

計 ２ ４ ４
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７．看護部

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.信頼される看護サービスの提供
 1 ）救急医療・集中治療体制・がん医療の充実

⑴　急変予測の看護実践能力の向上
　　急変対応の救急蘇生・急変対応の動画を技術研修毎で開催し看護職員の受講修了
⑵　急変等に関る研修の受講
①　ＩＮAＲＳ研修の開催　
  ５ 月1５名・ 7月1５名・10月1５名、 ２月 6名修了
　　合計５1名　研修修了者増加
　　インストラクター ３名増加
②　ＩＣLＳ研修
  7 月18名、10月18名、 ３月17名修了
　　合計５３名　研修修了者増加
　　インストラクター前段階 ３名増加
③　ＩＳLＳ研修
  ４ 月 ４ 名、 6月 6名、 ３月 ２名修了　
　　合計1２名　研修修了者増加
　　インストラクター前段階 1人増加
④　ＮＣLＳ研修： ３名終了

　 ２）がん看護実践能力の向上
⑴　がん基礎研修会の開催　11月18日・19日開催　
　　18日 9 人受講（院外 ２人含）、19日10人受講（院外 ３人含）　
⑵　がん分野別の研修の開催　
  8 月：呼吸困難　1５名、　 9月：末梢神経障害　1２名、　10月：脱毛　11名
  1 月：放射線皮膚炎　 1名、　 ２月：全身麻酔の術後管理　 6名
  ３ 月：医療用麻薬の使用と副作用　 7名

　
2.医療の質向上
　 1）認知力を低下させない

　院内デイサービスの拡充を目標に 6月、 7月は平均 6～ 7名/週で患者利用
 8 ～ 9 月は対象病棟のコロナ感染患者増加により、院内デイサービスを一旦中止。10月より再開
し、 ５～ 6名/週の利用あり
　年度内実績は、実施日数：177日間（稼働日の7２.２%）利用延人数：３18名
　部署スタッフから院内デイサービスを行った患者が夜間睡眠確保や表情が穏やかになった等の意見あり

　 ２）AＣＰの浸透
　緩和ケア認定看護師でAＣＰ資料を作成し、ナーシングスキルの動画閲覧ができるようにした
 ３ 月に看護職者で視聴済み
　1２月倫理委員会全体研修を看護要員で受講
　倫理 ４分割法を配布し活用を推進　
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3.医療安全の充実
　 1）転倒転落事故を起こさない

　転倒転落評価のタイミングの項目、入院中の履物についての説明用紙を配布した

　 ２）不必要な身体拘束をしない
　行動制限ガイドラインの周知および行動制限が減少する活動を実施した
 1 患者あたりの平均身体拘束日数は年間通して6.7日で増加はしなかったが、日数の減少には至らな
かった

　 ３）誤嚥させない
　　　摂食嚥下チームにより経口摂取開始時フローチャートが修正され 1月より使用開始
　　　フローチャートに沿った食事内容が提供できるようになった

4.働きやすさを実感できる職場環境
　 1）時間外勤務の削減

　年間を通じて看護補助者へタスクシフトを行った
　夜勤：前年比8５%（年間106４時間減）
　日勤：前年比91%（年間２,898時間減）
　長日勤：前年比118%（年間1,060時間増）
　遅番：前年比10３%（年間４7時間増）

２．令和5年度実績
1.合同就職説明会

2.学内説明会

日 程 名　　称 参加人数
7月 9日 マイナビ看護セミナー 1４7人
２ 月10日 マイナビ看護セミナー 10２人
３ 月 ３ 日 マイナビ看護セミナー  ５３人

合　　　計 302人

日 程 名　　称 参加人数
４月 7日 日本赤十字豊田看護大学（動画提供） 不明
５月1２日 豊田地域看護専門学校 ２7人
7 月２２日 厚生連内部看護専門学校 6５人
7 月３1日 修文大学　  1人
8 月 7 日 名古屋女子大学  ３人
1２月16日 日本福祉大学 ２9人
1２月２1日 人間環境大学 ２２人
11月18日 学芸大学（WＥB） ３9人
1２月 9 日 岐阜保健大学（WＥB） ２9人
1 月２7日 椙山女学園大学（WＥB）  1人

合　　　計 216人+α
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3.就職説明会・施設見学会

4.1ｄaｙ仕事体験

5.学生・実習生受け入れ状況
　①　中学生看護体験

日　　程 参加人数
8月11日（金）   6人
8 月19日（土）   6人
8 月２6日（土）   5人
1 月 6 日（土）   9人
２ 月２6日（月）   9人
３ 月 ２ 日（土）   4人
３ 月16日（土）   7人
３ 月18日（土）   9人
３ 月19日（火）   6人
３ 月２３日（土）   4人
３ 月２8日（木）  11人
8 月11日（金）WＥB   2人
8 月19日（土）WＥB   ３人
8 月２6日（土）WＥB   ５人
1 月 6 日（土）WＥB   ５人
３ 月 ２ 日（土）WＥB   1人
３ 月16日（土）WＥB   6人
３ 月２３日（土）WＥB   ５人

合　　　計 103人

日　　程 参加人数
7月２４日～ 9月 8日  96人
1２月２５日～1２月２9日  ２0人
２ 月２6日～ ３月２２日  71人

合　計 187人

日程 中学校名 参加人数
6月 8日（木） 美里中学  1 人
6 月1５日（木） 上郷中学  ３ 人
6 月２２日（木） 猿投中学  ３ 人
6 月1４日（木） 南山中学  1 人
9 月２8日（木） 保見中学  ２ 人
10月 ３ 日（火） 高橋中学  1 人
10月３1日（火） 高岡中学  ２ 人
11月 ２ 日（木） 豊南中学  1 人

合　　　計 8校 1４人
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　②　7/２５　高校生看護体験　　　　　8/４　高校生看護体験（WＥB）　　8/２　愛知県看護協会主催

　③　看護学生
　

6.看護職員採用状況（令和5年4月1日採用者）

7.看護職員退職状況（令和5年4月1日～令和6年3月３1日退職者）

高校名 参加人数
三好高校  ２人
松平高校　  ２人
豊田東高校  7人
衣台高校  1人
豊田高校  ４人
豊田北高校  ２人
豊田西高校  ４人
豊田南高校  ５人
豊野高校  ４人

合　計 31人

高校名 参加人数
加茂丘高校  1人
杜若高校　  9人
豊田東高校  ４人
衣台高校  ３人
豊田高校  6人
豊田北高校  ３人
豊田西高校  6人

合　計 32人

高校名 参加人数
猿投農林高校  1人
豐田北高校  7人
豊田東高校 11人
豊田南高校 1２人
豊野高校  1人

合　計 ３２人

学校名 日　程 人数（延人数）
加茂看護専門学校　　　　1年生 7日間 ４0人(  ２80）
　　　　　　　　　　　　2年生 ３５日間 ３7人(1,２9５）
2年生　訪問看護 18日間  8人(  1４４）
　　　　　　　　　　　　3年生 107日間 ３４人(３,５３8）
3年生　訪問看護 67日間 ２6人(２,４３6）
豊田地域看護専門学校　　2年生　小児 1３日間 17人(  196）
内科 18日間 17人(  196）
　　　　　　　　　　　　3年生　小児 ４４日間 ２５人(  ２２0）
　　　　　　　　　　　　　　　　内科 6５日間 ２8人(  ３90）
日本赤十字豊田看護大学　2年生　基礎 ３日間 ２9人(   87）
日本赤十字豊田看護大学　4年生　成人 17日間 ２1人(  16５）
日本赤十字豊田看護大学　4年生　統合 ３日間  ３人(    9）
日本赤十字豊田看護学部　　　　　訪問看護 1５日間  8人(  11５）
人間環境大学　　　　　　4年生　国際看護 ５日間  1人(    ５）
名古屋学芸大学　　　　　3年生 ５日間  ５人(   ２５）
　　　　　　　　　　　　3年生　がん看護 9日間 18人(  16２）
弥冨看護学校　　　　　　3年生　訪問看護 ４日間  8人(   ３２）

新卒看護師 既卒看護師 合計
58人 2人 60人

4月看護師数 退職者数 離職率
649 66 10.17%

新人看護師数 退職者数 新人離職率
58 7 1２.06%
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８．医療安全管理部

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.インシデントレポート集計・分析
　今年度のインシデントレポート提出目標として、３ヶ月に 1報告を目指した啓発活動もあり、インシデント
レポート件数は総数５,２1５件と昨年度より66３件増加した。その中でも、診療部５２8件（２1３件増）、臨床研修部
４16（8５件増）、診療放射線室171件（91件増）、リハビリテーション室119件（8２件増）、臨床工学室7２件（３9
件増）、看護部３,181件（60件増）、地域医療福祉連携部89件（３9件増）、保険事業部96件（61件増）と増加し
た現状であった。また、どの部署においてもゼロレベルの報告をすることを活動とし、8５9件（２9３件）の報告
があり、少しずつではあるが増加していている。今後の課題としては、ゼロレベル報告を記載しやすくするた
めに、インシデント報告システムの必須項目を見直し、ゼロレベル報告を増加できるよう啓発していく。
　事象レベル 3 bレベル以上は9２件で昨年度より２7件増加（詳細は治療・処置５9件（２３件増）、ドレーン・
チューブ11件（ 6件増）、薬剤 ４件（ ３件減）、療養上の世話 9件（ ４件減）、医療機器 ２件（± 0）、検査
7件（ ５件増））。治療・処置ドレーン・チューブ、検査については、診療部・臨床研修部、看護部からの報
告増加に比例している。全体的に、思い込み、ルールの不遵守、コミュニケーションエラーが要因となり医療
事故が発生している。また、70歳以上・認知症といった患者的要因もあり、患者の状態を把握し危険予測のも
と医療チームで予防対策を検討するといった取り組を継続していくことは必要である。「ハインリッヒの法
則」では、重大事故1件が発生した裏には、中等度の事故２9件があり、さらにその背景には３00件のニアミスな
どの軽微な事故があると言われている。軽微な事象から改善を図り重大医療事故防止につなげることが必要と
考えるため、多忙な業務であると思われるが、ヒヤリ・ハット、医療事故報告件数を増やせるよう医療安全管
理部としての働きかけが重要である。

2.医療安全対策地域連携加算ラウンド
　目　　的：1．他施設の医療安全管理体制の実施状況の確認、職場環境を評価する
　　　　　　2．他施設の評価を受け、問題点を把握し、医療安全管理体制向上の一助とする
　日　　時：10月 ３ 日（火）豊田西病院で実施　　　1３：３0～1５：３0
　　　　　　10月 ５ 日（木）トヨタ記念病院で実施　1３：３0～16：３0
　　　　　　10月17日（火）豊田厚生病院で実施　　1３：３0～1５：３0
　参加施設：トヨタ記念病院、豊田西病院、豊田厚生病院
　総評の視点：1．医療安全体制の整備について
　　　　　　　2．医療安全管理のための具体的方策の推進について
　　　　　　　3．医療事故の評価と医療安全対策への反映について
　　　　　　　4．病棟ラウンド結果について
　　　　　　　5．転倒転落防止対策について
　　　　　　　6．患者誤認防止について
　　　　　　　７．４Ｓについて
　コロナ禍では、医療安全対策地域連携加算ラウンドをWeb開催で実施していたが、 ４年ぶりに現地開催を
実施することができた。医療安全管理部のメンバーも入れ替わり、相互ラウンドを初めて対応するメンバーで
あったこともあり、医療安全活動を通して刺激を受けることができた。また、医療の質向上に貢献していける
ようにしていきたい。

3.Ｍ＆Ｍカンファレンス開催
　院内で生じているインシデント報告よりエラーの分析、および再発防止の観点を重視しカンファレンスを実
施している。カンファレンス事例より、各部門から参加していただき、10回/年開催することができた。その
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結果、ＭAＣＴのワーキンググループ活動が開始され、ＰＩＣＣを挿入したまま自宅退院となる患者のルート管理
方法をより明確にすることができた。また、入院患者の離院対応についてマニュアルを見直し、透視室でのタ
イムアウト実施など、業務改善に繋がった事例や手順の見直しをすることができ、再発防止策につながった。
事例によっては、チーム医療としての事前評価・情報共有の必要性について振り返りを実施した。これらは、
セーフティニュースを活用し周知活動を行っている。継続して、Ｍ&Ｍカンファレンスを実施していく。

4.外部研修受講
　・医療安全実践研修会　 ５名受講済（看護師 ３名・言語聴覚士・管理栄養士）　
　・医療安全管理者養成研修　 ４名受講済（臨床工学技士・診療放射線技師・看護師 ２名）
　・医療安全対話推進者養成研修　 ２名受講済（臨床検査技師・看護師）
　・第２５回日本医療マネジメント学会　学術総会（医療安全管理部 ２名）
　・総合メディカルWebセミナー（医療安全管理部 ３名）
　　テーマ：患者取り違え事故からの２４年～日本の医療安全の歴史を振り返る～
　・安城更生病院主催２0２３年度　医療安全講演会（ ４名参加）
　　テーマ：医療事故の経験から伝えたいこと
　・第18回医療の質・安全学会　学術集会（医療安全管理部 ２名参加）
　・WHO「世界患者安全の日」記念Webシンポジウム２0２３（医療安全管理部 ２名）
　　－医療対話推進者が患者安全に資する体制を構築するために－
・令和 ５年度　医療安全に関するワークショップ（東海北陸厚生局主催）（診療放射線技師・医療安全管
理部 ３名）

　・顧問弁護士による医療安全管理者対象講習会　（医療安全管理部 ５名）

5.医療事故対応（事例検討会）の実施
　・ ５回　事例検討を実施
　・ 6回　顧問弁護士との打ち合わせ会を実施

6.医療事故調査制度にともなう死亡患者の確認
　医療事故調査制度の対象事例はなし

7.マニュアルの整備
　医療安全管理指針　修正
　目次　修正
　第 1章・ ２章・ ４章　修正
　第 ４章　医療安全対策委員会　規約修正
　第 ５章　報告書安全管理　追加
　第 6章　医療安全対策　共通編（院内急変対応　追加/削除・薬剤副作用情報　修正）
　第 7章　医療安全対策　各部門編（栄養管理室　修正・看護部　修正）
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２．令和5年度実績　
1.インシデント報告件数（令和5年度）

　【転倒・転落件数】

2.Ｍ＆Ｍカンファレンス開催件数・参加人数

所属部署別 ※4/1
人数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

診療部 16５ 26 66 60 69 42 35 43 58 37 29 38 25 528
臨床研修部 27 30 43 27 31 37 27 34 34 31 35 33 54 416
診療放射線室 49 6 9 29 18 19 10 18 13 14 13 9 13 171
臨床検査室 66 22 21 20 16 16 21 22 27 33 16 13 23 250
リハビリテーション室 38 8 9 7 6 12 11 10 11 14 9 11 11 119
臨床工学室 21 0 19 9 3 9 3 3 10 4 2 3 7 72
栄養管理室 74 11 10 24 22 16 10 15 4 10 7 16 6 151
薬剤部 63 14 8 9 5 3 5 3 6 8 6 1 6 74
看護部 792 270 252 315 300 264 285 286 257 256 257 223 216 3,181
事務部 165 2 13 11 5 7 0 6 2 0 0 1 4 51
地域医療福祉連携部 54 4 4 8 5 6 2 16 10 16 6 8 4 89
保険事業部 37 4 9 20 6 11 7 13 5 10 5 2 4 96
その他 21 2 2 1 5 0 2 2 1 1 0 1 0 17

合　　　計 1,572 399 465 540 491 442 418 471 438 434 385 359 373 5,215

内容分類別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
薬剤 119 127 122 132 112 113 126 125 138 98 104 88 1,404
輸血 4 2 1 4 2 2 4 2 7 4 1 9 42
治療・処置 45 63 59 39 54 43 49 45 48 39 33 51 566
医療機器等 17 28 22 17 16 18 21 14 16 17 16 11 215
ドレーン・チューブ 28 30 36 43 28 41 43 37 21 37 30 40 414
検査 74 94 102 99 70 61 61 88 93 83 44 51 902
療養上の世話
（転倒・転落）

66
(４1）

7２
(３7）

110
(6５）

8３
(４５）

8５
(４４）

76
(４7）

80
(４7）

60
(４３）

５1
(２8）

6２
(３５）

77
(４6）

76
(５２）

898
(５３0）

そ
の
他

文書・書類 17 19 24 33 29 38 42 25 28 19 15 23 312
情報管理 23 24 46 29 38 22 35 33 26 21 34 14 345
その他 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 4
意見・クレーム・暴言暴力等 6 5 18 12 7 4 9 8 6 5 5 10 95
合　　　計 399 465 540 491 442 418 471 438 434 385 359 373 5,215

損傷レベル 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
1（なし） 18 9 26 22 23 22 19 26 11 12 18 16 222
2（軽度） 19 23 29 15 17 20 23 14 14 16 22 28 240
3（中度） 3 4 5 5 3 3 1 2 2 3 4 6 41
4（重度） 1 1 1 1 0 1 1 0 0 3 1 1 11
5（死亡） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　　計 41 37 61 43 43 46 44 42 27 34 45 51 514

月・日 参加人数 月・日 参加人数
４月２7日 17名 10月２6日 17名
6 月２２日 19名 11月３0日 18名
7 月２7日 ２1名 1２月２8日 16名
8月２４日 18名 1 月３1日 18名
9 月２8日 16名 ３ 月２8日 17名
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3.教育活動内容
1．研修企画：実践

2．全体研修　開催
第３５回　Ｓafety Ｐlus動画講義より「医療安全の基本を知る」　期間： 7月 ３日～ 7月３1日
第３6回　オンラインセミナー「事例解説　説明義務違反について」　　
　　　　当日参加：第 ５会議室　10月２５日（水）　17：３0～（60分）
　　　　Ｓafety Ｐlus　講演動画配信　期間10月３0日～11月２7日
　Ｓafety Ｐlusの研修システムを導入後、e-ラーニング研修が定着している。全職員の受講状況の把握もし
やすく100%受講率を達成することができている。どこでも受講できることがメリットであり、時間外で
の集合研修より、e-ラーニング研修が時代的にもあっていると評価している。

3．医療事故ワークショップ
第３0回　医療事故ワークショップ　開催
　　　　開催日時：令和 6年 ２月２9日（木）1５：00～16：00
　　　　講　　師：愛知県厚生連顧問弁護士
　　　　内　　容：実際に起こった医療事故をもとに、原因の究明、再発防止の検討
　　　　　　　　　事故体験を共有することで、意識と行動の変化を促す
　　　　対　　象：職員各部署から厳選
　感染動向を考慮し、 ４年ぶり、第３0回、 ２月２9日と記念すべき日に開催することができた。
　当日会場に来場された方8４名のうち69名、アンケート回収率8２.1%であった。
　「あなたの期待と研修（講演）内容との一致」「研修の分かりやすさ」の項目では69名の人が良い印
象。「研修で興味を持った点」については、それぞれの立場からグループワークを通し、医療者間のコ
ミュニケーションや記録の重要性について共通理解できたと思われる。また、Ｔeam ＳＴＥＰＰＳやメンタル
モデルの共有が、法律の観点から考えることができたことで学びが深まったと考える。
　グループワークについては、医療安全対策委員がファシリテータとなり、会を円滑に進行することがで
きたと感じている。79.7%の方が、研修時間は適切であったと回答いただいている。各部署代表者が参加
され、事故体験を共有したことを、それぞれの立場で各現場にフィードバッグしていただくことで、意識
と行動の変化が促されると良い。

4．第1３回　医療安全フォーラム
　目標：各部署が自部署事例の分析を行い、対策を見出し、改善に取り組むことが出来る
　発表：取り組みは全部署であるが、発表は令和 ５年度担当部署
　方法：発表内容はＳafety Ｐlusを利用し閲覧およびアンケート実施にて参加とした。
　期間：令和 ５年 1月10日（火）～令和 ５年 ２月10日（金）
　受講率：9３.３%
　　※興味をひいた取り組み内容の部署
  1 位　医療安全管理室（酸素ボンベの適正保管）
　　 ２位　外来Ａブロック（誰が使用しても間違えないマニュアルを作る！）
　　 ３位　臨床工学室（ＣAＲＴにおける患者認証システム構築）

４月 ５日 新入職者研修 ５月２9日 8月２8日 11月２7日 薬学部研修
４月 7日 看護部新人研修 8月３1日　 9月２6日 看護補助者研修
４月1２日 研修医研修 10月 ２ 日 中途採用職員研修

6月３0日　 7月 ３日 ラダーⅠ研修 1２月 8 日 ラダーⅢ研修
7月 7日　 7月10日 ラダーⅡ研修
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　アンケートの自由記載には、「他部署、多職種の改善策を参考に、自部署でも活用し医療事故予防に努
めたい。」「今後も続けていただきたい。」「自身の業務に役立てたい。」「どの部署も大変勉強になりました。」
などの意見があった。今後も、医療の質向上、また、医療安全文化の醸成に向け医療安全フォーラムを継
続して実施していく。

5．院内パトロール実施

6．医療安全推進週間（11月19日～11月２５日）
　全職員の名札に黄色リボンを付け医療安全推進週間の意識付けを行う
　目的：「患者の安全を守るための共同行動（ＰＳA）」の一環として、医療機関や医療関係団体等におけ

る取り組みの推進を図り、またこれらの取り組みについて国民の理解や認識を深めていただくこと
を目的としている（厚生省ホームページより抜粋）

　対象：全患者、全職員
　内容：〇患者向け⇒ 1階外来通路（医療安全推進週間期間中）

・患者相談窓口　　　　「よろず新聞」
　　　　　　　　　　　　～医師にかかる心得10を活用していますか～
・緩和ケア委員会　　　　「あなたは大切なことを信頼できる人に伝えられていますか？
　　　　　　　　　　　　　人生会議、始めてみませんか？」
・臨床検査室　　　　　　「検査の結果をかならず聞きましょう！」
・医療安全管理室　　　　「患者誤認防止ポスター」「推進週間のポスター」
・外来　　　　　　　　　「病院受診時のお願い」

〇職員向け⇒11月２1日２２日　講義室AB　展示
・摂食・嚥下障害看護認定看護師　「適切な諸形態選択による誤嚥・窒息防止への取り組み」
・皮膚排泄ケア認定看護師　　　　「ちょっと待て！その褥瘡要注意」
・救命救急センター病棟委員会　　「ＲＲＴの活用」
・救命救急センター外来委員会　　「コードブルー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　～あなたも豊田厚生病院のチームの一員です～
・感染制御室　　　　「感染対策」
　　　　　　　　　　　～今こそ押さえておきたいポイント～
・臨床工学室　　　　「ＮＥW ＭＥ machine intｒoduction～show must ｇo on～」
・臨床検査室　　　　「バーコードラベルに潜む危険性」
・患者相談室　　　　「互いの理解につなげるために対話しよう」
　　　　　　　　　　　～小さなボタンのかけ違いが泥沼化～
・医療安全管理室　　「こんなことも知って欲しい」
・業者（二プロ）　　「誤針防止付翼状針を体験してみよう」

　参加：691名

７．定期巡回パトロールやインシデントレポートからの業務改善活動
・定期巡回パトロール結果から手順の不順守については、現場へのフィードバックを実施した。
　また、以下の内容について手順の見直し、追加がされた。
【継　続】酸素ボンベの管理方法（保管方法、搬送時の運用など）・金庫管理薬（ ２重ロック、暗証番

6月16日 時刻確認パトロール
7月２1日 患者確認パトロール
9月1５日 リストバンド装着確認パトロール
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　　　　　号の管理）
【見直し】救急カート管理方法（看護業務委員会・薬剤部で検討：保管薬剤・器具の種類、点検方法、

配置方法）
【追　加】セントラルモニターの入床手順・装着時の記録（看護業務委員会・看護記録委員会・ＭAＣＴ）
 輸液ポンプの管理方法（看護手順委員会）

・インシデントレポートから実施した業務改善活動
【継　続】 KＰの定義やカルテへの記載方法、患者宅への訪問時の運用、放射線レポートの未読対応
　　　　　解剖/Ai同意書運用マニアル作成
【追　加】骨折で受診した患者への説明用紙の作成、患者行方不明時の対応方法、ＣVカテーテル固定

方法
 排便造影・注腸・胃透視検査同意書の作成

　　掲示物発行：医療安全情報（医療事故情報収集等事業）　セーフティニュース、看護部お便り1回/月
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9．感染制御部

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.新型コロナウイルス感染症（COVＩＤ-19）対応

①　院内感染対策の取り組み
　令和 ５年 ５月 8日より、ＣOVＩD-19の感染症法上の取扱いが ５類へと移行したことに伴い、院内感染対
策マニュアルの項目の追加、修正を実施した。これまでの経験と国内外のガイドライン等を参考に、絵や
表を取り入れるなど工夫し、わかりやすいマニュアルを作成、院内の職員に周知徹底を行った。
②　外来患者対応
　 ５類移行後は、手指衛生や個人防護具など基本的な感染対策を実施しながら、通常の外来でＣOVＩD-19
診療を行えるよう体制を整備した。発熱などの有症状者は、他患者と動線を分けるため「感染待合」を設
置し運用しており、今後も継続予定である。
③　入院患者対応
　 ５類移行後は確保病床を撤廃し、すべての病棟でＣOVＩD-19患者を受け入れる体制を整備した。

2.地域連携の充実
①　定期カンファレンスの開催
　西三河北部医療圏における感染対策カンファレンスを、当院とトヨタ記念病院の合同開催にて ４回/
年実施した。 ５類移行後のＣOVＩD-19対応や、地域の感染流行状況などについて情報を共有した。また、
継続して実施している抗菌薬や耐性菌、手指消毒剤の使用量などのサーベイランスの結果報告等を実施
し、地域全体で感染対策に取り組んだ。今後も継続して実施していく。
②　指導強化加算ラウンドの実施
　感染症専門医・感染管理認定看護師にて、感染対策向上加算において連携している医療機関へのラウン
ドを実施し、感染対策に関する問題点や不安な点について助言を行った。
③　新興感染症を想定した訓練の実施
　新興感染症を想定した訓練を11月に実施した。コロナ禍であり、対面での訓練は叶わなかった。事前
に場面を想定した動画を撮影し編集したものを、オンラインで参加施設につなぎ、ディスカッションを
行った。今後必ず起きると予想される、予期せぬ感染症の流行に備え、地域全体で対応できるよう、訓練
も工夫して取り組んでいく。

3.教育活動の充実
①　全職員に対する研修会の開催
　Ｓafety Ｐlus（オンライン研修）にて、 ２回/年、職員対象の感染対策研修会を実施した。標準予防策
については委託・派遣職員を含む全職員対象に実施し、主催した研修 ２回ともに参加率100%を達成する
ことができた。また、医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師対象に、抗菌薬適正使用についての研修を実
施した。
②　リンクナース活動
　感染対策看護部会（リンクナース会）では、院内パトロールチーム・標準予防策チーム・血液体液曝
露チームに分かれ、グループ活動を展開した。院内パトロールチェックリストの見直しを実施し、パト
ロールを展開、針捨てBOXの使用状況などの確認を行い、血液体液曝露の件数減少への取り組みを実施
した。また、リンクナースが中心となり各部署で手指衛生の直接観察法を実施し、手指衛生の遵守率向上
に取り組んだ。ＩＣＴラウンドにリンクナースが参加することで、院内の感染対策の実施状況を知り、自部
署の活動に活かすことができた。今後も継続して取り組んでいく。
　看護部新人研修では、リンクナースが中心となって教育活動を展開した。手指衛生の手技、個人防護具
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の着脱方法、廃棄物の処理方法、滅菌物の取扱いなどを実践指導し、新人看護師が現場に配属された後す
ぐに感染対策を実践できるような研修内容となった。

4.抗菌薬適正使用支援の充実
　血液培養陽性患者に対し、ほぼすべての症例で即時介入を実施。週に 1回抗菌薬ラウンドおよび血液培養
ラウンドを実施し、研修医・内科専攻医を含めた多職種で検討を行った。

２．令和4年度実績
1.教育活動

2.各種サーベイランス
　JAＮＩＳ（厚生労働省　院内感染対策サーベイランス事業）参加状況
　・検査部門サーベイランス
　・手術部位感染（ＳＳＩ）部門サーベイランス（ＣOLO・ＲＥＣ）
　・集中治療室（ＩＣU）部門サーベイランス
　J-ＳＩＰHＥ（感染対策連携共通プラットフォーム）参加状況
　・抗菌薬使用状況（入院・外来）
　・手指消毒使用量

開催月日 研修会名

令和 ５年 ４月 ５日 新入職員研修（全職種対象）
「院内感染対策の実際」

令和 ５年 ４月11日 看護部新人研修「感染対策の概要」
「針刺し、血液・体液曝露防止対策の実施と事故後の対応」他

令和 ５年 ４月1２日
研修医オリエンテーション
「感染対策の基本と新型コロナウイルス感染症対応の実際」
「針刺し・粘膜曝露について」

令和 ５年 ４月２8日 新人薬剤師研修
「標準予防策・経路別予防策（薬剤師向け）と無菌調製」

令和 ５年 ５月1５日
    ５ 月16日

看護部ラダーⅠ研修
「標準予防策・感染経路別予防策」

令和 ５年 6月 1日
    6 月 ２ 日

看護部ラダーⅡ研修
「デバイス関連感染・手術部位感染」
「感染対策上問題となる微生物とその対策」他

令和 ５年 6月1４日 リハビリテーション室勉強会
「感染対策の基本」

令和 ５年 7月10日 ４ Ｃ病棟勉強会
「メタロβラクタマーゼ産生緑膿菌について」

令和 ５年 8月17日
    9 月11日

ナースアシスタント研修
「感染対策の基本」

令和 ５年 9月 ４日
～ 9月２9日

第２５回院内全体講演会（Ｓafety Ｐlusにてオンライン講習）
　全職員対象「感染対策の概論③標準予防策」
　医師・薬剤師・看護師・臨床検査技師対象「抗菌薬を大切に使おう！③」

令和 ５年10月 ２ 日 中途採用者研修（全職種対象）
「院内感染対策の実際」

令和 6年 ２月1３日
～ ３月 8日

第1５回豊田感染症フォーラム（Ｓafety Ｐlusにてオンライン講習）
　全職員対象「感染対策の概論④標準予防策」
　医師・薬剤師・看護師・臨床検査技師対象
「抗菌薬の適正使用とは　AＭＲに立ち向かうために①」

令和 6年 ３月 7日 手術室勉強会
「手術室の標準予防策－患者さんと私たちを感染症から守る対策－」
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　・デバイス関連感染
　・微生物/耐性菌関連
　デバイスサーベイランス実施状況
　・中心静脈カテーテル関連血流感染（ＣLABＳＩ）
　・尿道留置カテーテル関連尿路感染（ＣAUＴＩ）
　・人工呼吸器関連肺炎（VAＰ）

3.針刺し・切創・粘膜曝露対策
　針刺し・切創・粘膜曝露についてのデータ収集を継続して実施している。令和 ５年度は、３２件/年（100
稼働病床あたりの針刺し件数４.0）の事例が発生、前年度（４３件/年）と比較し、大きく減少した。全国平
均（100稼働病床あたりの針刺し件数6.6）と比較しても、当院の針刺し件数は少ない傾向であると言える。

4.地域連携
　≪西三河北部医療圏感染対策カンファレンス≫
　参加施設：豊田厚生病院、トヨタ記念病院、他10医療機関
　　　　　　豊田加茂医師会、豊田市保健所、愛知県衣浦東部保健所

≪感染対策向上加算ラウンド≫
・加算 1相互ラウンド：豊田厚生病院→トヨタ記念病院（ 9月1５日）
　　　　　　　　　　　トヨタ記念病院→豊田厚生病院（10月２0日）
・加算 ２＆ ３ラウンド：足助病院（10月18日）

開催月日 内　　　容 主　　　催

令和 ５年 ５月18日

・新型コロナウイルス感染症 ５類変更後の各施設の情報共
有

・季節性インフルエンザサーベイランス年間報告
・サル痘について情報提供

トヨタ記念・豊田厚生共同開催
（オンライン開催）

　　　　 8月17日

・豊田市保健所管内における感染症の発生状況等について
情報共有

・新型コロナウイルス感染症 ５類変更穂乃各施設の情報共
有

トヨタ記念・豊田厚生共同開催
（オンライン開催）

　　　　11月16日 ・新興感染症の発生を想定した訓練 トヨタ記念・豊田厚生共同開催
（オンライン開催）

令和 6年 ２月1５日 ・耐性菌発生状況
・アルコール使用量/抗菌薬使用量のサーベイランス報告

トヨタ記念・豊田厚生共同開催
（オンライン開催）
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　　　　　　　　　　　名豊病院（10月３1日）
　　　　　　　　　　　家田病院（11月1４日）
　　　　　　　　　　　みよし市民病院（1２月 ５ 日）
≪地域連携部主催　医療従事者研修≫
・感染対策研修会－基本的な感染対策から　昨今の状況を踏まえた理解－
　開催日： 8月 ２日、 9月２0日

5.ＩCTラウンド（毎週金曜日）
　毎回テーマを絞って、病棟・外来系のラウンドを実施。
　 ４月…環境整備（ミキシング台の環境、滅菌物の管理、薬剤管理等）
　 ５月…環境整備（ゴミの分別）
　 6月…デバイス関連感染（尿道留置カテーテルの管理、末梢静脈カテーテルの管理等）
　 7月…環境整備・デバイス関連感染（ゾーニング、吸引時の防護具着脱等）
　 8月…手指衛生（アルコール手指衛生・培養）
　 9月…手指衛生（アルコール手指衛生・培養）
　10月…環境整備（パソコンのキーボード培養）
　11月…環境整備（ミキシング台の環境）
　1２月…環境整備（ゴミの分別、ゾーニング、滅菌物の管理等）
　 1月…感染経路別予防策（嘔吐物の処理、病室のゾーニング）
　 ２月…個人防護具（防護具着脱手順）
　 ３月…手指衛生（流水と石けんでの手洗い）

6.血液培養ラウンド（毎週水曜日）・抗菌薬ラウンド（毎週木曜日）
　・血液培養ラウンド
　　血液培養陽性：1,179例に介入　　うち血流感染：３6例
　・抗菌薬ラウンド（AＳＴ）
　　対象症例数：1,５２５例　　うちコメント症例数：7５例

7.ＩCTニュースの発行
　 ４月…「その皮膚症状、疥癬ではありませんか?!」
　 ５月…「ＣOVＩD-19が ５ 類感染症になりました」
　 6月…「注意！麻疹が各地で発生しています」
　 7月…「医療廃棄物、正しく分別できていますか？」
　 8月…「ＳFＴＳ（重症熱性血小板減少症候群）」
　 9月…「その手袋、正しく使えていますか?!」
　10月…「抗菌薬が足りない?!」
　11月…「抗菌薬適正使用マニュアルが変わります」
　1２月…「季節性インフルエンザとＣOVＩD-19　同時流行?!」
　 1月…「間違いやすい・忘れやすい対策まとめ」
　 ２月…「ＣOVＩD-19　感染拡大しています！」
　 ３月…「麻しん（はしか）が流行の兆し！」
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10．地域医療連携課（地域医療連携係）

　急性期病院として期待される要望事項の把握に努め、地域医療機関との交流を密にし、地域医療連携がス
ムーズに行えるように受け入れ体制を充実させる。

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.地域医療機関との連携強化

①　地域医療機関への表敬訪問の実施（４４件）
・当院独自の「脳卒中二次予防」「心不全地域連携パス」の連携先医療機関の新規拡大のため、担当医
師と医療機関への訪問を行った。また、「ＴAVＩ」のＰＲや呼吸器外科の新規紹介目的の訪問も行った。

②　 6大がん地域連携パス受け入れ医療機関拡大
・開業医訪問の際、新規届出および追加届出依頼を行うとともに、届出未医療機関との連携パスを希望
する患者が発生した場合、新規届出依頼及びパスの概要説明を行った。（令和 ５年度実績３9３件）

 ※新規発生件数は愛知県の医療機関で第 ２位

2.勉強会・交流会の開催等
①　豊田厚生病院地域医療支援病院運営委員会開催
・令和 ５年 ４月19日（水）(令和 ５年度第 1回）WＥBおよび書面開催
・令和 ５年 7月19日（水）(令和 ５年度第 ２回）WＥBおよび書面開催
・令和 ５年10月18日（水）(令和 ５年度第 ３回）WＥBおよび書面開催
・令和 6年 1月18日（水）(令和 ５年度第 ４回）WＥBおよび書面開催

②　看護技術研修会
・令和 ５年 6月２1日（水）WＥB開催　院外参加者 7名
・令和 ５年 7月1２日（水）WＥB開催　院外参加者 ２名
・令和 ５年 8月 ２日（水）WＥB開催　院外参加者1４名
・令和 ５年 9月２0日（水）WＥB開催　院外参加者18名
・令和 ５年10月 ４ 日（水）WＥB開催　院外参加者 8名
・令和 ５年11月1５日（水）WＥB開催　院外参加者 8名
・令和 ５年1２月 6 日（水）WＥB開催　院外参加者 ４名

③　第２４回　豊田厚生地域医療連携交流会開催
　・令和 ５年 ５月２0日（土）実開催　参加者２0２名
④　令和 ５年度　豊田加茂地域医療連携交流会
　・令和 ５年11月11日（土）実開催　参加者４３名（当院参加者）
⑤　乳腺勉強会
　・令和 ５年10月11日（水）実開催　参加者５8名
　・令和 6年 ２月２1日（水）実開催　参加者５３名
⑥　豊田加茂医師会・豊田厚生病院合同ＣＰＣ
　・令和 6年 ３月1３日（水）実開催　参加者7３名

２．令和5年度実績（地域医療支援病院運営委員会資料より抜粋）
　①　登録医数・登録医療機関数（令和 ５年度末）

　 登録医数 登録医療機関数
医　　　科 277 215
歯　　　科 164 149
合　　計 441 364

②　紹介関連実績　※地域医療支援病院紹介率
　 紹介件数 紹介率※

医　　　科 ２9,81５
7５.３%

歯　　　科 ２,7３1
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　③　逆紹介関連実績　※地域医療支援病院紹介率

　⑤　診察紹介患者の入院実績

　⑥　科別紹介関連実績

診　療　科 計
内　　訳

外　来 入　院
内 科 1,４４0 1,２7３ 167
脳 神 経 内 科 1,9５1 1,6３7 314
呼 吸 器 内 科 1,５４３ 1,11５ 428
消 化 器 内 科 ３,007 ２,２２7 780
肝 臓 内 科 249 211 38
循 環 器 内 科 ４,89２ ４,0３３ 859
内分泌代謝内科 617 443 174
腎 臓 内 科 696 525 171
膠 原 病 内 科 121 118 3
血 液 内 科 364 298 66
総 合 内 科 567 500 97
精 神 科 217 217 0
小 児 科 1,２２8 995 233
外 科 923 553 370
血 管 外 科 264 166 98
乳 腺 外 科 316 247 69
小 児 外 科 2 2 0
消 化 器 外 科 174 33 141
整 形 外 科 1,87２ 1,４４５ 427
脊 椎 外 科 563 336 227
形 成 外 科 930 757 　173
脳 神 経 外 科 604 409 195
呼 吸 器 外 科 107 47 60
心 臓 外 科 240 219 21
皮 膚 科 1,0５7 951 106
泌 尿 器 科 1,３４7 1,01４ 333
産 婦 人 科 1,101 814 287
眼 科 875 602 273
耳 鼻 咽 喉 科 1,6５7 1,４２0 237
放 射 線 科 790 789 1
麻 酔 科 53 48 5
歯科口腔外科 ２,7２7 ２,1５３ 574

合　　計 ３２,５４6 ２５,619 6,9２7

連 携 課 経 由 ２５,２４6
連携課経由外 7,３00
延紹介患者数 ３２,５４6
経 由 割 合 77.6%

診 察 紹 介 ２３,４２7
入 院 ( 再 掲 ） 6,9２7
入 院 割 合 ２9.6%

④　紹介の地域医療連携課経由の有無
　 逆紹介件数 逆紹介率※

医　　　科 ２５,２77
86.３%

歯　　　科 ２,２69
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　⑦　科別逆紹介関連実績

　⑧　地域別紹介件数

　⑨　インターネット予約システム利用状況

豊 田 市 ２３,４7５
み よ し 市 ４,111
そ の 他 ４,960

合　　計 ３２,５４6

地 域 医 療 連 携 課 経 由 ２５,２４6
インターネット予約（再掲） 9,9５1
インターネット予約割合 ３9.４%

診　療　科 計
内　　訳

紹介元へ 紹介元以外へ 当院患者を紹介
内 科 1,069 699 363 12
脳 神 経 内 科 ２,0４５ 1,５２1 413 111
呼 吸 器 内 科 935 451 478 6
消 化 器 内 科 ２,681 ２,３３３ 285 63
肝 臓 内 科 159 132 9 18
循 環 器 内 科 6,079 ５,２５３ 770 56
内分泌代謝内科 1,17５ 329 647 199
腎 臓 内 科 902 522 315 65
膠 原 病 内 科 31 8 23 0
血 液 内 科 387 232 152 3
総 合 内 科 625 231 394 0
精 神 科 191 61 118 12
小 児 科 211 135 75 1
外 科 ２,091 1,8３４ 212 45
血 管 外 科 195 149 32 14
乳 腺 外 科 98 64 13 21
小 児 外 科 0 0 0 0
消 化 器 外 科 31 18 13 0
整 形 外 科 1,790 236 1,５1２ 42
脊 椎 外 科 319 170 127 22
形 成 外 科 515 381 110 24
脳 神 経 外 科 397 74 315 8
呼 吸 器 外 科 14 12 1 1
心 臓 外 科 310 259 38 13
皮 膚 科 556 319 213 24
泌 尿 器 科 342 121 217 4
産 婦 人 科 245 62 179 4
眼 科 679 399 233 47
耳 鼻 咽 喉 科 397 313 84 0
放 射 線 科 779 777 1 1
麻 酔 科 22 8 14 0
歯科口腔外科 ２,２69 ２,119 146 4

合　　計 ２7,５４6 19,２11 7,５1５ 820
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　⑩　高度医療機器利用実績

　⑪　開放病床(２５床）利用実績

紹介患者延利用日数 1,779
利 用 率 19.５%

内容 計 内　訳 件　数

放
射
線
関
係

1,68３

ＣＴ 858
ＭＲＩ 648
ＲＩ 7
ＰＥＴ-ＣＴ 11
骨密度 157
上部消化管透視 0
下部消化管透視 2

内
視
鏡
・
生
理
検
査
関
係

1,４7２

上部内視鏡 130
下部内視鏡 133
腹部超音波 271
心臓超音波 375
甲状腺超音波 154
頸動脈超音波 143
その他超音波 3
脳波 7
その他 256

合　　　計 ３,1５５
※その他の超音波は下肢血管
※その他はホルター心電図・トレッドミル・神経伝導検査・肺機能検査など
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11．地域医療連携課（在宅支援コーディネーター係）

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.署内の協力・応援体制の確立に関する取り組みと成果

①　患者の思いを汲んだ退院支援を滞りなく実践するために、スタッフ全員による応援体制を確立
・スタッフ全員での応援体制のマニュアルの作成において、応援体制の目的・目標を明示した。 7月までは
繰り返し話し合いを重ねて意見を汲み取り、次回の評価日と検討する日を決めて応援体制を実践、ＰDＣA
サイクルで評価をした。また、部署内のスタッフ同士および病棟看護師が、「退院支援の進捗状況」を一
目で共有できるように掲示板への退院支援進捗状況の記載方法を統一した。そして、全員のコンセンサス
を得ながら新体制マニュアルを完成させ、スタッフ全員による応援体制の確立をした。

・取り組みの成果として、複数の時短勤務者、パート勤務者がいる体制のなか、長期休暇を要するスタッフ
もあり、コロナ罹患によるスタッフの急な休みも重なったが、応援体制確立による協力体制で退院支援を
滞りなく維持できるようになった。また、スタッフへのアンケート結果では、「取り組んでよかった」
「在宅支援コーディネーター間の連携で継続支援ができるようになった」「時短でも仕事がしやすくなっ
た」と回答があった。

2.退院支援の質向上に関する取り組みと成果
①　在宅支援コーディネーターのスタッフが退院支援を行うための必要な知識習得と実践のレベルアップ
・退院支援カンファレンスに求められる内容が、記録用紙に記載できているか現状を把握した。AＣＰや身体
拘束、倫理的アセスメントを取り入れた退院支援カンファレンスの実践を目的に学習会を開催。「患者の
思い」を中心に退院支援を進める大切さと倫理的アセスメントの実践が重要であることを共有した。そし
て、「患者の思い」の共有およびカンファレンス記録用紙への記載の充実、臨床倫理 ４分割法に基づいた
倫理的アセスメントの実践に取り組んだ。

　取り組みの成果として、退院支援カンファレンス用紙への「患者の思い」の記載率が 7%→89%へ、倫理
的アセスメントの記載率も 9%→9４%へと大幅な成果が得られた。この成果は、スタッフが、患者の思い
を共有した上で倫理的アセスメントのもと退院支援の実践に取り組んだと考えられ、患者・家族の意思を
確認し理解・共感できる力を高めたと考える。

・退院支援カンファレンス用紙の記録の改善を確認し、患者・家族の思いにそった実践をしている事例を在
宅支援コーディネーター係会議で報告し、良い点を挙げて振り返りの実施と共有を行った。また、退院支
援カンファレンスにおけるファシリテーターの役割と重要なポイントについて学習会を開催。ファシリ
テーターの役割と情報収集の重要なポイントを掲示し、役割を意識して実践を継続した。

　学習会および実践の成果については「退院支援実践自己評価尺度」を用いて学習会前と取り組み後の評価
を実施した。評価の結果は、「患者・家族からの情報収集」の項目における「入院前のADL」について
「情報を取り入れたカンファレンスができた」との回答率が４0%→100%、「患者の社会背景」について
「情報を取り入れたカンファレンスができた」との回答率は10%→80%へ改善した。また、多くの項目で
改善が認められ、ファシリテーターのレベルアップに繋がった。

②　病棟看護師へ退院支援のしくみについて学習会を実施し共に退院支援に取り組む
・病棟専任リーダーより、新人研修会で新人看護師を対象に「退院支援について」の学習会を実施した。新
人看護師へのアンケート結果では、「わかった」との回答率は100%であった。

・在宅支援コーディネーター係長より、病院内の全部署の業務係長を対象に「退院支援のしくみ」について
学習会を実施した。学習会後、各部署の業務係長より、自部署のスタッフ全員を対象として「退院支援の
しくみ」の学習会を開催していただいた。学習会を受けたスタッフのアンケート結果では、「退院支援の
しくみがわかった」との回答率は100%であった。また、自由記載では「退院支援の流れを理解すること
で、普段から必要な情報を得る必要があると感じた」「病棟での退院支援や入院後の退院困難な要因の評
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価も算定につながる大事なものだとわかった」「自宅退院に向けた調整は、専従と病棟看護師が協力し
て、患者の希望の生活に近づくように頑張りたいと思った」などの回答があり、退院支援の理解を得るこ
とができ、共に退院支援に取り組む土台に繋がった。

・全部署への学習会後は、病棟専任看護師や専従看護師より病棟スタッフへ働きかけ、学習会への質問や実
践において生じた疑問への回答に対応した。病棟看護師との協働による退院支援の実践に繋げる取り組み
を継続した。

・これらの取り組みの大きな成果として、今年度は病院機能評価受審があり、学習会において「退院支援の
しくみ」に加えて、「診療報酬に沿った退院支援の記録の手順」の統一も図り、病棟看護師と共に退院支
援に取り組んだ。病院機能評価では問題なく評価を得た。

3.地域の関係機関との連携強化
【豊田市市役所】
　豊田加茂医療連携交流会　1回/年
　入退院調整ワーキンググループ　２回/年

4.地域クリニカルパス推進
【脳卒中地域連携パス運用会議】年３回開催
　令和５年 8月３1日「地域連携診療計画の評価と見直しについて」Web開催　
　令和５年1２月２1日「地域連携診療計画の評価と見直しについて」Web開催
　令和6年 ３月２1日「令和４年度実績報告」「地域連携診療計画の評価と見直しについて」Web開催
【大腿骨頸部骨折地域連携パス運用会議】年３回開催
　令和５年 6月1５日「新規参加病院承認」「地域連携診療計画書の評価と見直しについて」Web開催
令和 ４年10月19日「連携パス記載項目の修正・更新について」「二次骨折継続管理料の現状と課題」Web
開催

　令和6年 ２月２7日「急性期病院実績報告」Web開催

5.在宅支援コーディネーターとしての質向上とキャリアアップ
「第２４回豊田厚生病院地域医療連携交流会」３名参加
「第２8回豊田加茂在宅医療講演会」３名参加
「豊田市における４0歳未満のがん末期患者へのサービス利用勉強会」1３名参加
「令和５年度退院調整看護師養成研修」　講師
「令和５年度訪問看護職員養成講習会」　講師
「加茂看護専門学校　授業」　講師　
「第9回豊田厚生病院がん看護基礎研修会」　講師

２．令和5年度の実績
　令和 ５年度の退院調整における体制は、退院調整看護師 ２名、ＭＳW 1名であり、昨年度より 1名人数が少
ない体制で退院調整の実践をした。新規依頼件数は、79４件（前年度比90%）と、昨年度より減少している。新
型コロナウイルス感染症の位置づけが ５類感染症になったことによる施設での面会制限の緩和により、施設や
転院を希望する患者が増えてきたことが影響していると考える。退院調整対応患者疾患分類をみると、悪性新
生物が３79件（前年度比87%）と全体の４8%を占めている。そのため、AＣＰ、ターミナル期の継続看護、家族
看護、倫理的アセスメントなど退院支援における知識のレベルアップに取り組み、「患者の思い」を中心に据
えた退院調整と多職種連携を実践した。
　一方、病棟専任看護師における退院支援体制は、子育て世代など時短勤務等のスタッフが 7割を占める体制
であった。そのため、患者の思いを汲んだ退院支援を滞りなく継続するために、スタッフ全員による応援体制
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の確立に取り組んだ。取り組みの成果として、長期休暇を要するスタッフもあるなか、コロナ罹患などによる
スタッフの急な休みも重なったが、応援体制確立による協力体制により退院支援を滞りなく維持することがで
きた。当院は在院日数が10－1４日と短いため、退院支援を滞りなく実践することは重要である。患者に不利益
を与えることなく安心した退院を支援することができたと考える。厳しい体制のなかであったが、入退院支援
加算 1の算定件数は、8,68２件（前年度比10３%）と昨年度をさらに上回る成果を上げ、病院への収益にも貢献
することができた。
　また、今年度は病院機能評価の受審があり、病院の看護師全体に「退院支援のしくみ」と「診療報酬に基づ
く記録の手順」の統一を働きかけ、正しい記録のあり方と内容の充実に向けて取り組むことができた。

２0２３年度
在 宅 439件
転 院 69件
施 設 6件
死 亡 75件

合　　計 589件　
※外来患者の対応件数を除く

２0２３年度
大 腿 骨 頚 部 骨 折 130件
脳 卒 中 204件
胃 が ん 66件
胃がん(EＳＤ） 8件
大 腸 が ん 117件
乳 が ん 118件
肝 臓 が ん 0件
肺 が ん 63件
前 立 腺 が ん 28件
在 宅 緩 和 ケ ア 10件
認 知 症 20件
BKＰ術後骨粗しょう症 7件
Ｃ K D 3件
心 不 全 27件
脳 卒 中 2 次 パ ス 27件

合　　計 828件

２0２３年度
入退院支援加算1 8,68２件
地域連携診療計画加算 305件
介 護 支 援 等 連 携 110件
多機関共同指導加算 48件

２0２３年度
新 生 物 ３79件
神 経 系 6５件
循 環 器 系 9５件
呼 吸 器 系 80件
消 化 器 系 ４３件
そ の 他 1３２件

①　退院調整対応件数 ②　疾患分類

③　退院時転帰先

⑤　地域連携パス件数

④　退院支援計画書・介護支援連携

２0２３年度
新 規 件 数 79４件
継 続 延 べ 件 数 ２４２件

合　　計 1,0３6件
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12．医療福祉相談課（兼　がん相談支援センター）

　令和 ５年度は、総対応件数としては令和 ３年度くらいの水準に戻った。しかし、新規の相談依頼の件数は
過去最多であった令和 ４年度の２,8４３件を上回る２,89４件であった。新規依頼が増えているのに総対応件数が
減ったのは、周りの医療機関のコロナ対策の水準が落ち着いたことで、スムーズに退院が進むようになった
ことの影響が大きいと考えられる。
　新規の依頼件数が増えているのは、身寄りのいない単身者の身元保証の問題や金銭管理の問題など、根本
的にソーシャルワーカーの介入を必要とする患者が相変わらずに増えていると考えられる。また、利用者の
医療機関に対する要望が過度な期待に繋がり、医療機関としてどこまで対応するべきかを迷うような事例も
増えてきている。
　がん相談で想定していた復職支援の相談への対応は令和 ４年度からほとんど増えていない。

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.後方病院や在宅関係機関との連携強化

・後方医療機関や施設とは定期的に話し合いを行い、よりスムーズな転院や施設入所ができるように継続的
に運用の見直しを行っている。

・豊田加茂医師会の退院調整ワーキンググループに参加して、西三河北部医療圏のルールの見直しにも協力
した。在宅でのAＣＰが入院時に確認できるようにして、患者の思いを反映した医療の提供が出来るように
関係書類の作成等を行っている。

・行政関係の会議では、豊田市の地域包括ケアシステムの基盤整備として市民後見人の養成などへの継続的
な協力を行っている。また、身寄りのない単身者の問題については、全国に先駆けて豊田市がモデル事業
に取り組んだこともあり、具体的に展開できるように現場目線での話し合いを続けている。併せて、現場
での実践ツールを市役所と一緒に作成し、地域関係機関にも参照してもらえるような広報も行った。

2.キャリアアップへの取り組み
・両立支援コーディネーターの取得、がん相談支援センター相談員基礎研修会、精神保健福祉士協会研修
会など、スタッフの状況に合わせて一歩上の資格等の取得や研修への参加に取り組んだ。

・がん相談支援センター相談員基礎研修会は、基礎研修Ⅰ・Ⅱの受講に 1名が取り組んでいる。
・精神保健福祉士協会については、 1名が学会発表にも取り組み、その結果として参加者から診療報酬の
算定の可能性も教示してもらえたことで、新たな体制整備の足掛かりとなっている。

・入院時重症患者メディエーター研修も 1名受講し、今後に院内の体制見直しに取り組む予定となった。
・倫理委員会の立ち上げに伴い、院内の体制整備に繋がるように臨床倫理の考え方の整理を行い、院内の
ガイドラインの作成もしている。

3.新人教育を進めるための体制づくり
・従来のチーム制をいったん中止して、 ２名の教育担当者を中心とした新人教育体制に取り組んだ。新人

一人一人に細かい指導はできたが、教育担当者のバックアップ体制や新人のメンタルサポート面など、
やや課題が残る内容であった。そのため、良かった部分は残しつつ、令和 6年度の教育体制を検討する
たたき台となった。

4.がん相談の体制充実
・緩和ケア病棟の受け入れ態勢の見直しをすすめ、まだ課題は残るものの受け入れ態勢はスムーズに
なってきている。

・ がんサロン煌を再開し、患者の声を拾えるような体制づくりをしている。会場確保が出来ず、 ４回しか
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開催できなかったが、ニーズは確認できたため、令和 6年度の定期開催に繋げる予定とした。

２．令和5年度実績
1.援助内容別対応件数

2.がん相談支援センター　援助内容別対応件数

3.関係機関との会議等への参加状況
　豊田市要保護児童・DV対策協議会、愛知県児童虐待対応医療機関連絡会、豊田加茂児童虐待等関係機関
連絡調整会議、地域連携パス会議（脳卒中・大腿骨骨折・在宅緩和ケア）、豊田市成年後見・法福連携推進
会議、豊田市身寄り無し独居者検討部会、難病ネットワーク三河ブロック連絡員会議、愛知県難病医療協議
会・連絡員合同会議、難病地域対策協議会（豊田市保健所）、難病地域対策協議会（衣浦東部保健所）、保
健所・難病医療ネットワーク連携会議、認知症に関する交流会、認知症医療連携協議会、豊田市母子医療保
健福祉ネットワーク会議、豊田市精神障がい者地域支援協議会、ＥＭ-ＰAＳＳ情報交換会、救急隊と医療・福
祉合同研修、愛知県がん診療連携協議会相談支援部会、退院調整ワーキンググループ（豊田加茂医師会）等

4.地域貢献
愛知県医療通訳派遣システム養成講座　講師派遣
・名古屋刑務所視察委員会　委員派遣
・豊田市成年後見センター市民後見人養成講座　講師派遣
・豊田市訪問看護育成センター　講師派遣
・愛知県医療ソーシャルワーカー協会新任者養成委員会　講師派遣
・実習生対応（他職種含む）　　等

援　助　内　容
令和 ５年度 令和 ４年度

件数(件） 構成比(%） 件数(件） 構成比(%）
1．心理・社会的処遇 ３５7 1.２% ４４9 1.４%
２．治療と療養生活 ４0２ 1.３% 6３２ ２.0%
３．家族関係・在宅生活 ３３9 1.1% ４1２ 1.３%
４．受診・入院 ５２２ 1.7% 660 ２.1%
５．退院・転院 ２５,３67 8４.３% ２6,３6３ 8２.３%
6．医療費・生活費・経済 1,188 ３.9% 1,２9２ ４.0%
7．手続き・診断書・保険 1,7３6 ５.8% ２,008 6.３%
8．職業等社会生活 ２8 0.1% ４0 0.1%
9．その他 1５0 0.４% 19４ 0.6%

合　　計 ３0,089 100.0% ３２,0５0 100.0%

援　助　内　容
令和 ５年度 令和 ４年度

件数(件） 構成比(%） 件数(件） 構成比(%）
1．治療・療養生活等 ２,２５５ 79.５% ３,77２ 8３.４%
２．セカンドオピニオン ４ 0.1% ２２ 0.５%
３．治療実績・受診・入院・退院・医療機関紹介 ３４２ 1２.1% ４01 8.9%
４．医療費・生活費・社会保障制度 170 6.0% ２1５ ４.8%
５．不安・精神的苦痛・告知・コミュニケーション 17 0.6% ５7 1.３%
6．その他 ４8 1.7% ５４ 1.２%

合　　計 ２,8３6 100.0% ４,５２1 100.0%
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5.患者会開催状況（事務局を医療福祉相談課が対応しているもの）　
　①　オストミー友の会（人工膀胱・人工肛門患者会）―　事務局　医療福祉相談課
　　・第４1回　オストミー友の会
　　　令和 6年 ２月16日
　　　「オストメイトの災害対策～日ごろの備えが大切です～」
　　　　　　　　　　　　　　　　講師　福岡沙織氏（皮膚・排泄ケア認定看護師）
　　　「フレイルと健康体操」　　講師　吉田成見氏（理学療法士）
　　　参加者：４7名（付き添い含む）
　②　ひまわり会（在宅酸素療法患者会）―　事務局　医療福祉相談課
　　・第４５回　ひまわり会
　　　準備はしたが参加者が集まらずに、開催中止
　　　参加者を集める方法など再検討を行った。
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13．豊田厚生訪問看護ステーション

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
⑴　豊田市内の在宅医療・福祉連携推進計画への参加と地域の多職種連携強化の取り組み、訪問看護師育
成と訪問看護ステーションの普及啓発、人材育成活動

　　①　豊田加茂訪問看護ステーション協議会への参加
　隔月 1回の定例部会への参加、多職種連携の小チーム活動へ参加し、市内のステーションへ豊田み
よしケアネットの普及活動を行った。また、多職種情報交換会では、連携における課題の検討多職種
の役割機能についての周知と啓蒙を実施。交流を兼ね、対面で多職種情報交換及び課題検討グループ
ワークを1２月に実施した。　

　　②　愛知県訪問看護ステーション協議会主催「訪問看護管理者研修」支援
　前年度に引き続き、管理者研修支援者として、GAＰ分析から自部署での取り組み対策の作成と 1日
２名の事業所での実習受け入れ等、年間を通して研修支援を担当した。

　③　豊田厚生病院地域医療福祉連携課主催「看護技術研修会」講師
　豊田市・みよし市のクリニック及び病院の看護師等に対し、Zoomにて 7月に開催。市内の地域包括
ケアシステム構築における訪問看護師の役割と、訪問業務について伝達講習を実施した。アンケート
から、訪問看護師の役割理解や、連携の重要性、自施設での活用に繋げたいという結果が得られた。

　⑵　各種加算算定と安定した経営維持のための取り組み
　　①　訪問看護カルテのＩＣＴ化

　令和 ５年度 ２月～電子カルテ導入の準備を開始し、 ４月にデータ移行を完了、 ５月～実績入力とレ
セプト作業を開始した。導入期の ４月は、データ移行の為新規依頼ケースを制限した。その結果、 ４
月の利用者数と収益が減った。電子カルテ導入により、訪問件数の確保を見込んだが、年間を通し
て、新規依頼は件数が確保できていたが、訪問キャンセル、入院や終了する利用者数の影響で、利用
者数と件数の増加は達成できなかった。
　在宅看取りによるターミナルケア加算算定数は年間合計２３件、機能強化型訪問看護療養費Ⅰの加算
算定要件は達成した。
　電子カルテ導入により、看護師のカルテ記載時間（日々実施記録、報告書、計画書等）短縮、訪問
中や時間外の利用者情報共有、記録業務による超過勤務時間短縮、レセプト業務の作業効率化などに
活用できている。

　　②　訪問実績のコスト漏れ防止
　電子カルテ導入と同時に、スタッフが実績入力を確実に実施するために、加算が一覧で確認できる
「訪問コストチェック表」を作成した。訪問実施時に、確認しながら入力を実施している。

　　③　運営指導実施の対応
 6 年に 1度の運営指導対応に向けて、事前準備として、マニュアルや基準の見直し、算定要件を満
たすカルテ記録の見直し、特にターミナルケア加算を中心に学習会と記録評価を実施しカルテ準備を
した。当日の指摘事項として、在宅看取りでの訪問時間の実績についての指摘が ２件あった。契約時
書類のうち、個人情報の取り扱いについての署名欄についての指導があった。

　⑶　安心安全な看護の提供、利用者・家族に信頼される対応の実現
　　①　AＣＰサポートを含めた入院先との連携

　訪問開始時に、利用者と家族へ「大切にしている事」「これから希望する療養先」を確認し、院内
電子カルテへ入力（AＣＰ付箋でマーク）を実施。入院時には看護サマリーへの記載により、療養場
所が変わっても多職種でAＣＰを共有し、サポートが継続できるよう働きかけた。

②　新規利用者カンファレンス、デスカンファレンスを実施し、看護師全体で看護計画の見直し、訪問
時ケアの検討を行った。デスカンファレンスでは、病状アセスメントと実施できた看護ケア、倫理の
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４原則に沿い、同施設内のケアマネジャーの参加も促し、振り返りを実施した。
　　③　糖尿病看護認定看護師による在宅でのフットケア継続

　前年度から取り組んでいる。院外の訪問看護指示医師から指示を受け、利用者へ同意を交わし、グ
ラインダー等を使用する専門的なフットケアを実施（計1３名）した。結果は画像データにて主治医へ
報告した。爪白癬や清潔ケア、スキンケア、履物指導など自己管理方法について継続できるよう指導
を行い、利用者からはQOL向上や、創部が治癒する等効果的な結果が得られている。

　⑷　働きやすい職場環境整備
　　①　電子カルテ導入

　訪問先でのタブレット入力により、訪問記録の負担が減った。訪問先でも緊急時の情報共有がで
き、複数名での対応判断ができた。訪問経験の浅いスタッフも、タブレットを介し相談ができるた
め、訪問先で安心・安全な判断や対応ができる環境が確保できた。

　　②　バースデー休暇取得、月に 1回のノー残業デイの取り組み実施
　全スタッフ、 ５日以上の長期休暇取得。

　　③　緊急当番の業務負担軽減
　緊急呼び出し訪問により、深夜加算対象の時間帯（２２時～ 6時）に出動した場合の、翌日の勤務に
ついて見直した。また、休日に定期訪問がある場合は振出振休で対応、 ５日以上日勤が続かないよう
有休で調整した。

　　④　毎月、訪問看護報告書作成の超過勤務が継続しており、時間内に入力できる時間を確保した。
　訪問件数を確保した状態で訪問予定計画を作り、係長とリーダーを中心に取り組んだ。訪問看護報
告書記入の為の超過勤務時間は減少している。

２．令和5年度実績
　訪問看護カルテのＩＣＴ化により、記録時間の削減や訪問利用者数及び訪問件数の増加を見込み、予算を立
てたが、利用者の入院や施設入所、受診によるキャンセルなどで、 1年を通して減少のまま経過した。在宅
看取り件数は、院内外からの依頼に対応し、年間２0件以上の確保ができた。
　　前年度比）利用者数91%　　　訪問件数9５%　
　　　　　　　介護保険収益9２%　医療保険収益8３%
 1 人 1日当たり平均訪問件数は年間平均２.9件で前年度を下回った。訪問看護収益はマイナス４,8２0千円
で、前年度比9４%であった。利用者の月単価は、介護、医療共に増えているが、訪問件数が伸びなかったこ
とで、全体の収益増には至らなかった。
　利用者の新規依頼は４6%が院内の在宅支援コーディネーターだが、前年度より1５%低下している。逆に院
外からの依頼は３２%から４３%に増加している。院内外の依頼件数を確保し、利用者数と件数の増加が次年度
の課題である。院内のケアマネジャーからの紹介は 0件、包括支援相談員からの紹介は ５件と少ないため、
増加に向け課題の抽出と対策を実施していく。

　⑴　訪問実績

　⑵　利用者月単価

年間利用者数（延べ人数） 年間訪問件数（延べ件数） 訪問看護【収益】（千円） ターミナルケア加算算定数
医療保険 ４8４ ３,0３２ ３9,４1４ 17
介護保険 818 ４,18２ ４３,５５２ ５

計 1,３0２ 7,２1４ 8２,96５ ２２

介護保険 医療保険 全体
令和5年度 ５３,8４6 81,187 6４,0３３
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　⑶　新規依頼の紹介元

　⑷　自宅にて他界した件数とターミナルケア加算算定割合　

　⑸　学生・実習生受け入れ状況

紹　介　元 介　護 医　療 計

院
　
内

在宅支援コーディネーター 7 34 41
居宅介護支援事業所 0 0 0 
地域包括支援センター 4 1 5  
医療福祉相談課 1 0 1
医師 0 3 3

小　　計 12 38 50 

院
　
外

他施設より（他病院・診療所等） 1 2 3 
居宅介護支援事業所 20 8 28
地域包括支援センター 7 1 8 

小　　計 28 11 39 
合　　計 40 49 89

自宅にて他界した件数 自宅他界のうちターミナルケア加算算定件数 算定割合
令和5年度 23 22 96%

※ターミナルケア加算算定不可
件数 理由

令和5年度 1 訪問日数不足（退院同日死亡）

学校名 人数
加茂看護専門学校 9クール　４0名
学校法人愛西学園　弥富看護学校 ２クール　 8名
愛知県看護協会管理者研修 ２名 1日
豊田訪問看護師育成センター実務研修 1名 ３日

部署別業務実績　豊田厚生訪問看護ステーション
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14．居宅介護支援事業所（豊田厚生介護保険センター）

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.ACＰの強化

⑴　AＣＰについて勉強会開催（AＣＰの正しい知識・場面アプローチ方法・本人のためのAＣＰ支援）
・スタッフ 1回ずつ企画開催： 7月 ２回、11月 1 回実施

⑵　AＣＰに関する記録
・ターミナルケースの各スタッフの記録の確認
・ 9月運営指導時ターミナルケース記録確認、指摘事項なし

⑶　事例検討会
・部署内にて 7月 ２回、10月 ２ 回、1２月 ２ 回、 1月 ２回実施
・連携部内ＮＳ会にて ４回、ＳW会 1回、他法人との合同事例検討会にて 1回実施（計1４回）
・ケアマネ支援が一人では負担感を感じるケースについては、各々同行し対応できた
・アンケートにより達成度を確認（前年度と比較しAＣＰに関して ５段階中 ４「意識が高まった」と

100%返答あり）

2.居宅介護支援事業所の特定事業所医療介護連携加算の算定が維持できる（法改正により条件
変更の可能性あり、法改正前の要件を満たしていく）
・令和 ５年 ３月 1日～令和 6年 ２月２8日まで間、在宅看取り1５件、その内がん末期ターミナルケアマネジ
メント加算件数 8件算定（令和 ３年介護保険法改正あり、特定事業所加算Ⅳが特定事業所医療介護連携
加算として名称変更、がん末期ターミナルケアマネジメント加算 ５件以上必要、令和 6年 ４月介護保険
法改正あり、令和 6年度も算定可能となった。他の要件も満たしている。）

・退院退所加算76回算定（加算要件は３５回以上）
・週 1回ケアマネ会議を開催し、新規ケースや問題ケースなどの情報を共有
・時間外携帯当番を３6５日対応
・運営基準減算に該当しないように適正にケアマネジメント業務を実施
・短期間で終了するケースや状態悪化にてプラン発生につながらないケースが多いため、今後も新規
ケースの継続対応が必要

・特定事業所加算基準の遵守状況に関する所定の記録を毎月末まで作成し、 ５年間保存
・豊田市集団指導・講習会・運営指導の情報を適宜スタッフと共有

3.ケアマネ実務研修実習指導
　・コロナ感染対策しながら1名実習受入れ対応（特定事業所加算Ⅲの要件の1つである）

２．令和5年度実績
1.ケアプラン作成

・特定事業所加算Ⅲ（３00単位）・特定事業所医療介護連携加算（1２５単位）算定継続中
・活動実績は、ケアプラン件数は前年度比89%、収益は前年度比89%、新介護支援ソフト移行期間中
に、職員自身でマスタ登録・データ移行入力のため新規ケース対応を一時制限していたことと入院等に
てケアプラン発生しなかったケースがいたためと予測

・急性期病院の中にある居宅介護支援事業所のため、主に医療依存度の高いケースやがん末期のケースが

令和5年度
件数 収益

1,18３ ２1,608,110
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安心して自宅療養できるように受け持ち対応している。医療依存度の高い場合やがん末期ケースの場
合、状態変化しやすいケースが多い。急変にて相談対応は行っていてもプランにならないケースが80件
あった

・がん末期ケースでターミナルケアマネジメント加算算定件数 8件（加算要件として ５件以上必要）
・入院時医療連携加算 ３日以内５7件、 7日以内 7件算定
・退院退所加算76回分算定（カンファなし連携 1～ ２回、カンファ有り連携 1～ ３回含む）（加算要件と
して３５件以上必要）

2.要介護別件数

3.その他
　⑴　新規・終了など

　⑵　院外ケアマネから主治医連絡・入院時情報提供書対応件数（地域医療連携課事務担当）

⑶　令和 ３年1２月～地域総合支援室事務員 ２人兼務体制とし、令和 ４年度に居宅介護支援事業所として受
け持ち利用者数を拡大できるように試行、令和 ４年 6月居宅介護支援事業所変更届提出したが、以後ス
タッフの体調不良などから地域総合支援室 ３部署兼務は問題点も多く、居宅新事業所として必要な時間
は確保できなかった

⑷　ＩＣＴ導入に向けて、令和 ５年 ３月新介護支援ソフト・ノートパソコン導入
　業者でのデータ移行は最低限であり、職員自身でマスタ登録・データ移行入力作業が多く、一時新規
ケースの受け入れを制限しながら対応

⑸　感染に関するBＣＰ（事業継続計画）を修正、災害に関するBＣＰを作成

要介護度別 令和5年度
要介護1 ３２7
要介護2 ４0２
要介護3 ２0５
要介護4 9５
要介護5 1５４

計 1,18３

　 令和5年度件数
新規利用契約者 69
中止者（入所等） ２7
死亡者 ３1
利用者（電話相談・訪問対応以外） 1,61４
他事業所へのケース紹介（再掲） 0

主治医連絡票対応件数 ５08
介護保険医療連携用情報提供書対応件数 7２４
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15．豊田厚生地域包括支援センター

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
＊活動目標は ３年ごとに“ ３年後を見据えた長期的な目標”を立案。令和 ５年度は ３年のうちの最終年度で
あった。

【活動目標】
・地域の理解や協力により、認知症の方が地域で活躍できる場を増やすことができる。
・生きがいを見つけ、自身の健康に目を向ける高齢者が増える。
・多様な機関や地域支援者が連携して、複合課題を抱える世帯や支援が必要な高齢者を支える地域支援ネッ
トワークの構築ができる。

1.地域の方々が認知症について考える機会を作り、認知症の方が安心して外に出られる機会や
環境を整える。
（重点事項）
①　福祉フェスティバルで地域住民向けの認知症サポーター養成講座を開催
②　季刊誌を活用して地域住民に認知症サポーター養成講座の受講勧奨を行う
③　認知症サポーター養成講座受講者へサポーター登録勧奨を行う
④　すべてのささえあいネット登録機関を訪問
⑤　まごころフェスタにおいて全世代に啓発、情報発信を行う
⑤　若年性認知症本人家族会「スマイル」の継続支援
⑥　認知症カフェ「スイカフェ」を共催
（成果）　すべて予定通り実施
①　 6月２４日（土）福祉フェスティバルにて開催、19名の方が受講。
②　季刊誌の夏号で受傷勧奨を行った。
③　季刊誌の夏号にて登録勧奨を行い、1２月 7 日ステップアップ講座を開催し登録勧奨を行った。
④　 8～1２月に登録事業所５４ヶ所を訪問した。
⑤　10月２9日（日）まごころフェスタ展示にて、包括ＰＲ、認知症、AＣＰについての啓発を行った。11月
２6日（日）浄水駅前マルシェに参加し、健康相談ブースを担当した。

⑥　市高齢福祉課と毎月共催。当年度をもって終了となった。
⑦　老人保健施設さなげと毎月共催。 7月よりカフェタイムを再開した。

2.地域の高齢者の実態把握を行い、必要な支援につなげるとともに、将来の在りたい姿につい
て考え、行動できる高齢者が増えるよう働きかける。
（重点事項）
①　民生委員の「ひまわり活動」に同行する等、一人暮らし登録者の生活状況の把握を行う
②　自治区長や民生委員等が「支援が必要」と考える高齢者を確認し実態把握を行う
③　「健診未受診・医療保険未使用」の80～8４歳の方の実態把握を行い、必要な支援につなげる
④　季刊誌を活用し、人生会議やわたしのノートを啓発する。
⑤　「わたしのノート」を配布した人の作成状況などを確認する。
⑥　健康増進、介護予防に関する講座を企画、開催する。
（成果）　すべて予定通り実施
①　民生委員の「ひまわり活動」に同行、電話等での実態把握を全件実施し、困り事の聴き取り、必要な
支援へつなげるなどの対応ができた。
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②　自治区長や民生委員より気になる高齢者の情報提供をいただき、実態把握を行った。
③　該当者 ３名のうち ２名を訪問、介護保険申請、サービス利用の調整を行った方がいた。
④　季刊誌の秋号に掲載し発行した。
⑤　一人暮らしの方２9名、高齢者のみ世帯２0世帯に作成状況、その後の気持ちの変化を聴きとりした。
⑥　伊保原ふれあいカフェ、エスライフや民生委員より依頼があり講座を開催した。

3.地域で活躍するケアマネ、民生委員、地域住民、ささえあいネット登録機関などと支援を必
要としている高齢者の情報を共有し、個別支援から地域課題に取り組む地域支援ネットワーク
の組織づくりへつなげる。
（重点事項）
①　ケアマネ意見交換会を病院と共催
②　地区のケアマネに社会資源や施策、制度等を情報提供する
③　地区内の居宅へ困難事例の聴き取り、助言を行い、必要に応じて地域ケア個別会議を開催
④　ささえあいネット登録機関へ、みまもりほっとパーキング事業への協力をはたらきかける
⑤　集いの場へのコーディネート事業に協力する
⑥　タワーマンションやスーパー、薬局に包括のＰＲポスター掲示を働きかける
⑦　区民会館等に相談カードとポストの設置を働きかける
（成果）　すべて予定通り実施
①　 9月２２日（金）に開催、外部からは４0名ほどの参加があった。
②　西部ブロック主任介護支援専門員活動チームで作成した市内の配食サービスの情報を、地域のケアマ
ネに配布した。

③　 ５月３0日に豊田厚生、第 ２とよた苑を訪問、 6月19日に介護老人保健施設さなげ、メグリア浄水を訪
問し、利用者の情報共有や困り事の聴き取りなどを行った。

④　全登録機関を訪問しはたらきかけを行ったが、新たに参入いただける事業所はなかった。
⑤　認知症カフェＳuiＣafeの案内をし、閉じこもりがちな高齢者を集いの場への参加につなげることがで
きた。

⑥　タワーマンションを多く展開するトヨタすまいるライフにはたらきかけ、包括ＰＲポスターの掲示を
お願いすることができた。

⑦　自治区の区長へ相談し、ポスト設置について了解をいただいた。

２．令和5年度実績
1.相談に対する対応件数（件）　※地域包括支援センター支援システム実績

2.介護予防支援実績

3.介護予防ケアマネジメント実績

電話 訪問 来所 その他 合計(件）
５,601 1,３３9 6５0 ２8５ 7,87５

件数(件） 収入(円） 前年度比
97４ ４,6４２,４５8 1２0%

件数(件） 収入(円） 前年度比
５81 ２,798,４70 116%
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4.会議・研修等参加実績　　合計111回

5.人材育成等計画の実績
事業区分 実施の有無

①センター職員の資質向上のための研修機会の確保 ○
②センター職員と法人担当者との業務上の意見交換 ○
③包括的支援事業に専念できる環境の整備 ○
④ ３職種確保のための対応策 ○
⑤そのほか法人独自の取組（任意） ○

会議・研修名等(一部）・回数

民生委員児童委員地区協議会 11回
サービス連絡調整会議 1３回
地域包括支援センター連絡会議 1２回
ケース検討会議（スクリーニング会議、コア会議含む） ２回
認知症初期集中支援チーム員会議 0回
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16．保健事業部　健康管理室

１．令和5年度に実施した重点事項とその成果
1.健康管理業務の充実
　地域住民の方々が当健康管理センターを活用して、健康活動につなげて頂けるよう以下の事を実施しました。
①　プレミアム脳ドックの開設
　　従来の脳ドックにAＩ解析脳年齢と認知症スクリーニング検査を加え提供を開始しました。
②　子宮がん検診枠の提供
　　需要が多く対応ができていなかった女性特有のがん検診に関して、検診枠を増枠するなど体制整備をし
ました。受診予定者に子宮がんオプションを電話連絡し勧めることで増収を図りました。(売上４５３,２00円）

③　二次検診（精密検査）受診の支援
　　健康管理室と病院予約センターで二次検診受診の外来予約を866件実施しました。次年度は対象者を
がん検診（胃・肺・大腸・乳・子宮・前立腺）受診者に加え、心電図異常に対しても予約を開始する体
制を整備しました。

2.職員の健康維持・増進のため、空き枠を有効活用した各種ドックの提供
　豊田厚生病院職員が病院の補助を受け各種ドックを受診できる体制を確立しました。
　空き枠を使用し、脳ドック17４件（売上6,70５,960円）、肺ドック ３件（４9,1４0円）、人間ドック３５件
（1,071,700円）提供できました。

3.地域住民への情報提供　市民公開講座
・YouＴube配信　 ５月18日から『認知症予防「プレミアム脳ドック」を受けませんか』
 『早期発見が大切「特定健診・がん検診」を受けよう』の ２題を配信しました。
・２0２４年 ２ 月17日『今日の健康　明日への安心　さあ、健康管理センターへ行こう！と題し開催しまし

た。骨年齢、血管年齢、体組成、肌年齢、mＣQトライアルの無料体験を提供しましたところ好評を得
ました。参加者約80名

4.人間ドック健診施設機能評価
　２0２３年1２月２7日に受審し、更新の認定を頂きました。

２．令和5年度の実績
　令和 ５ 年度の受診者総数は２0,５３３名（職員健診含む）、総収入５8３,706千円、前年度に比べ10,6４6千円増収（前
年対比101.9%）となりました。令和 ５ 年度の稼働日数は２6５日で、1日当たりの平均受診者数は77.５名（職員健診含
む）、また一日当たりの平均収入は２,２0３千円で、受診者一人当たりの平均単価は２8,４２8円（前年対比100.9%）となり
ました。各種健診別の受診者数の前年度比はドック107.４%、企業健診等、全国協会健保9２.6%、豊田市国保特定健
診97.9%、豊田市がん検診10４.0%でした。全体的に新型コロナウイルス蔓延前の水準を上回るまで回復してきました。

1.令和5年度のがん検診の精査率� 令和6年4月1日現在
総受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診数 精検受診率 がん発見数 がん発見率

胃がん 10,２３２ 76５ 7.５ ５５6 7２.7 8 0.08
肺がん 17,５３２ ２99 1.7 18３ 61.２ ３ 0.0２
大腸がん 1２,6５6 771 6.1 ４90 6３.6 11 0.09
前立腺がん ２,２61 16４ 7.３ 89 ５４.３ 1２ 0.５３
子宮がん ４,４４0 ５２ 1.２ ３0 ５7.7 0 0.00
乳がん ５,４17 19３ ３.6 17２ 89.1 18 0.３３

※胃がん検診で、食物残渣多量、描出不良、撮影不可等の理由にて検査未実施者は総数に含まず
※各精検受診者数は、令和6年4月1日までに当健康管理室に報告されたもののみとする
※精検受診率は1年遅れで集計
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2.健康管理室利用者数前年度比較

3.健康管理室収益推移
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488,874
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553,104
583,705
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473,188

583,705

令和5年度 令和4年度
人間ドック ４,1５1 ３,9４8
JA組合員人間ドック 74 78
脳ドック 1,３３7 1,1３9
ＰＥＴ検診 163 1２５
肺ドック 292 ３17
レディースドック 390 ３５４
甲状腺ドック 82 80
もの忘れドック 0 0
豊田市国保特定健診 ４,４07 ４,５0３
特定健診（集合契約Ａ） 558 ５1４
保健指導（動機付け）協会健保含む 215  ２18
保健指導（積極的）　協会健保含む 233 ２２9
全国協会健保　一般 1,76２ 1,9４３
　　〃　　　　付加・差額 343 ３２9
　　〃　　　　乳・子宮がん 499 ５97
　　〃　　　　肝炎 7 11
企業健診・身体検査 ２,8３２ ３,３89
被爆健診 78 78
職員健診 ２,90２ ２,80５
　保健指導（動機付け） 16 ３２
　保健指導（積極的） 14 9
豊田市がん検診　胃がん ３,４19 ３,４78
　　〃　　　　　大腸がん ４,787 ４,887
　　〃　　　　　肺がん ４,３08 ３,81５
　　〃　　　　　子宮がん 1,３５1 1,３５8
　　〃　　　　　乳がん 1,8２8 1,9３9
　　〃　　　　　前立腺がん 797 899
　　〃　　　　　肝炎 283 ３77
　　〃　　　　　総合健診 227 ２４0
〃　　乳がん検診　（無料券） 40 ４５ 
〃　　子宮がん検診（無料券） 8 7
受診者数（職員健診含む） ２0,５５３ ２0,２9４

収 益(円） ５8３,70５,6５３ ５7３,0５9,6２1
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研究実績

１．研究業績

緩和ケア内科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1

食道がんに伴うがん性疼痛および
腰椎椎間板ヘルニア併発患者の腰
背部痛の鑑別に硬膜外ブロックが
有用であった1症例

小島康裕 村松雅人
Ｐalliative caｒe 
ｒeseaｒch:2023年18巻 4
号p.241-245

誌上発表

2
Ｅpipeｒicaｒdial fat necｒosis（心膜外
脂肪壊死）による胸痛を認めた卵
巣癌の1例

村松雅人
新保暁子、櫻井悠介、西村大作
小島康裕、西村栄輝、近藤　有
塩崎沙耶、安井　円、蕨野久美子

第２8回日本緩和医療学
会学術大会

6月３0日
～

7月 1日

血液内科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 造血器腫瘍診療ガイドライン ２0２３
年版 平賀潤二 一般社団法人日本血液

学会編 誌上発表

２ Ｐoｒa-Ｒ-miniＣHＰ療法の認容性およ
び有効性：単施設後方視的検討 鈴木杏奈 原田靖彦、寺島浩史、平賀潤二 第8４回日本血液学会学

術集会 10月1３日

３

血液悪性腫瘍に対する化学療法に
おける従来の中心静脈カテーテル
と比較したＰＩＣＣの安全性および管
理性

原田靖彦 寺島浩史、平賀潤二 第8４回日本血液学会学
術集会 10月1４日

４ 喫煙がびまん性大細胞型B細胞リ
ンパ腫治療後の予後に与える影響 平賀潤二 寺島浩史、原田靖彦 第8４回日本血液学会学

術集会 10月1５日

５ 血液疾患患者におけるＣOVＩD-19重
症化因子に関する多施設共同研究

岡本晃直、笠原千嗣、澤ひとみ
熱田由子、荒　隆英、丸茂義晃
堀尾知弘、細井裕樹、正木康史
木村俊一、小宅達郎、近藤英生
池田大輔、鈴木康裕、平賀潤二
尾関和貴、梶口智弘、倉橋信悟
西山誉大、森下喬允、金谷　穣
吉田全宏、齊藤繁紀、山本秀行
後藤尚絵、入山智沙子、岡本昌隆
冨田章裕
藤田医科大学病院血液内科(略）
豊田厚生病院血液内科(略）

第8４回日本血液学会学
術集会 10月1５日

6 診断に苦慮したBＲAF遺伝子再構
成を認めた組織球肉腫の1例 須川耀祥 平賀潤二、寺島浩史、原田靖彦 第２５1回日本内科学会

東海地方会 10月1５日

7 当院で施行されたがん遺伝子パネ
ル検査における二次的所見の検討 平賀潤二 原田靖彦、針山由美、新城加奈子

宇佐美雅之、久留宮康浩
第２1回日本臨床腫瘍学
会学術集会 ２月２３日

循環器内科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 Ｔip detection法を用いて治療した
LAD病変の一例 羽賀智明

小林優大、桐谷元樹、大垣内琢也
井関彰太、岩田恵輔、櫻井礼子
長井　伸、堀　仁美、近藤喜代太
中込敏文、畳　陽祐、藤田雅也
大橋大器、窪田龍二、金子鎮二
篠田政典

日本心血管インターベ
ンション治療学会
第４8回東海北陸地方会

５月1２日
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2 LADの高度石灰化病変の
Ｎiｇhtmaｒe case 早川　輝

羽賀智明、桐谷元樹、大垣内琢也
岡本峻幸、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、中込敏文、畳　陽祐
藤田雅也、窪田龍二、金子鎮二
篠田政典

日本心血管インターベ
ンション治療学会
第４8回東海北陸地方会

５月1２日

3
OAＳで石灰化病変に立ち向かお
う！
～OAＳの基礎から応用まで～

窪田龍二
日本心血管インターベ
ンション治療学会
第４8回東海北陸地方会

５月1３日

4 ＲＣAのcalcified noduleに対して
DＣAを施行した一例 桐谷元樹

窪田龍二、小林優大、大垣内琢也
早川　輝、岡本峻幸、櫻井礼子
佐橋智博、堀　仁美、中込敏文
羽賀智明、畳　陽祐、藤田雅也
大橋大器、金子鎮二、篠田政典

日本心血管インターベ
ンション治療学会
第４8回東海北陸地方会

５月1３日

5
ＲＣA入口部の石灰化病変に対して
Ｒotational atheｒectomyを施行した
1例

大垣内琢也

窪田龍二、岩田恵輔、井関彰太
櫻井礼子、長井　伸、堀　仁美
近藤喜代太、中込敏文、羽賀智明
畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
金子鎮二、篠田政典

日本心血管インターベ
ンション治療学会
第４8回東海北陸地方会

５月1３日

6

ＳＴ junction高度石灰化かつ冠動
脈閉塞リスクを伴うve「y seveｒe 
AＳに対して two-step inflation 
techniqueでＴAVＩを行った一例　

畳　陽祐

桐谷元樹、大垣内琢也、岩田 恵輔
井関 彰太、櫻井 礼子、長井　 伸
近藤喜代太、堀　仁美、中込敏文
羽賀智明、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、金子鎮二、篠田政典

日本心血管インターベ
ンション治療学会
第４8回東海北陸地方会

５月1３日

７
Ｍaze手術後のＭaｒshall ｒeentｒy 
atｒial tachycaｒdiaにアブレーショ
ンを施行した二例

岡本峻幸

金子鎮二、早川　輝、大垣内琢也
桐谷元樹、中込敏文、櫻井礼子
堀　仁美、畳　陽祐、羽賀智明
藤田雅也、大橋大器、窪田龍二
篠田政典

第161回日本循環器学
会東海地方会 6月 ３日

８
His近傍心室期外収縮にｒeveｒsed 
Ｃ-cuｒve techniqueを用いて治療し
た1例

大垣内琢也

金子鎮二、鈴木智理、桐谷元樹
早川　輝、岡本峻幸、櫻井礼子
堀　仁美、羽賀智明、畳　陽祐
藤田雅也、大橋大器、窪田龍二
篠田政典

第161回日本循環器学
会東海地方会 6月 ３日

9 起始異常を伴う右冠動脈のＳＴＥＭＩ
にpｒimaｒy ＰＣＩを施行した二症例 岡本峻幸 KＥＮKO Live 6月２３日

10 A case of localized ｒeentｒy 
tachycaｒdia with epicaｒdial ciｒcuit 桐谷元樹

金子鎮二、大垣内琢也、岡本峻幸
早川　輝、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、中込敏文、羽賀智明
畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、篠田政典

第69回日本不整脈学会
学術集会 7月 ５日

11 Ｅffect of Ｃlosed Loop Ｓtimulation 
on chｒonotｒopic incompetence 藤田雅也 金子鎮二、篠田政典 第69回日本不整脈学会

学術集会 7月 7日

1２
Ｅxpeｒience of hiｇh poweｒ dｒaｇｇinｇ 
ｒadioeｒequency ablation foｒ sinｇle 
ｒinｇ box isolation by ＴactiFlex

中込敏文

金子鎮二、井関彰太、長井　伸
堀　仁美、近藤喜代太、羽賀智明
畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、篠田政典

第69回日本不整脈学会
学術集会 7月 7日

1３ ＥXＰＥＲＩＥＮＣＥ OF ＴAＣＴＩFLＥX 
FOＲ BOX ＩＳOLAＴＩOＮ

Ｒeiko 
Ｓakuｒai,

Ｓhinji Kaneko、Ｍasaya Fujita、
Ｔakuya Oｇaito、Keisuke Ｉwata、
Ｓhota Ｉseki、Ｓhin Ｎaｇai、
Hitomi Hoｒi、Kiyota Kondo、
Ｔoshifumi Ｎakaｇomi、
Ｔomoaki Haｇa、Yosuke Ｔatami、
Ｔaiki Ohashi、Ｒyuji Kubota、
Ｍotoki Kiｒiya、
Ｍasanoｒi Ｓhinoda

第69回日本不整脈学会
学術集会 7月 7日
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1４

LADとD1のcｒush stent後のD1
stent内高度石灰化再狭窄病変に対
して、ｇuide extension catheteｒを
用いてｒotatinal atheｒectomyを行っ
た1例

畳　陽祐

大垣内琢也、桐谷元樹、早川　輝
岡本峻幸、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、中込敏文、羽賀智明
藤田雅也、大橋大器、窪田龍二
金子鎮二、篠田政典

ＴOＰＩＣ２0２３ 7月1３日

1５ Ｒotational Atheｒectomyに難渋した
ＲＣAの偏心性石灰化病変の一例 早川　輝

羽賀智明、大垣内琢也、桐谷元樹
岡本峻幸、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、中込敏文、畳　陽祐
藤田雅也、窪田龍二、金子鎮二
篠田政典

ＴOＰＩＣ2023 7月1３日

16

ＣABG後グラフト閉塞患者の、再
狭窄を繰り返す左冠動脈回旋枝病
変ならびに左冠動脈主幹部分岐部
病変に対してDＣA，OAＳにより
sinｇle stent stｒateｇyで治療しえた
一例

岡本峻幸 ＴOＰＩＣ2023 7月1３日

18

高度石灰化を伴う慢性閉塞性病変
に対してｒota atheｒectomyが有用で
あったが、stｒateｇyの組み立てに
検討の余地があった1例

窪田龍二 ＴOＰＩＣ2023 7月1３日

17 側枝保護に工夫を要したLAD完全
閉塞病変の一例 羽賀智明

堀　仁美、畳　陽祐、藤田雅也
大橋大器、窪田龍二、金子鎮二
篠田政典

ＴOＰＩＣ2023 7月1４日

19

A case of 3VD with a LＭＴ 
calcified lesion that was successfully 
debulked by adequate selection of 
ｇuidinｇ catheteｒ.

大垣内琢也

羽賀智明、小林優大、桐谷元樹
堀　仁美、畳　陽祐、藤田雅也
大橋大器、窪田龍二、金子鎮二
篠田政典

第３1回日本心血管イン
ターベンション治療学
会学術集会

8月 ４日

２0

A case of emeｒｇent use of 
ｒotational atheｒectomy foｒ LＭＴ 
with thｒombus and seveｒe 
calcification

小林優大

畳　陽祐、大垣内琢也、桐谷元樹
岡本峻幸、早川　輝、櫻井礼子
佐橋智博、堀　仁美、中込敏文
羽賀智明、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、金子鎮二、篠田政典

第３1回日本心血管イン
ターベンション治療学
会学術集会

8月 ４日

２1
A case of LＭＴ lesion with seveｒe 
calcification and attenuated plaque 
with ＣKD

羽賀智明

大垣内琢也、桐谷元樹、櫻井礼子
堀　仁美、中込敏文、畳　陽祐
藤田雅也、大橋大器、窪田龍二
金子鎮二、篠田政典

第３1回日本心血管イン
ターベンション治療学
会学術集会

8月 ４日

２２ Bｒonchial-coｒonaｒy aｒteｒyを利用し
て治療を行ったLＣX ＣＴOの一例 羽賀智明

大垣内琢也、桐谷元樹、櫻井礼子
堀　仁美、中込敏文、畳　陽祐
藤田雅也、大橋大器、窪田龍二
金子鎮二、篠田政典

第３1回日本心血管イン
ターベンション治療学
会学術集会

8月 ５日

２３

進行した腎機能障害を有する非透
析ＰＣＩ患者における周術期ヘモグ
ロビン低下と臨床的転帰への影響
について

畳　陽祐

大垣内琢也、桐谷元樹、早川　輝
岡本峻幸、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、中込敏文、羽賀智明
藤田雅也、大橋大器、窪田龍二
金子鎮二、篠田政典

第３1回日本心血管イン
ターベンション治療学
会学術集会

8月 ５日

２４
後負担の重要性を再認識させられ
たショック・肺水腫を呈した閉塞
性肥大型心筋症（HOＣＭ）の一例

上手万里

羽賀智明、大垣内琢也、桐谷元樹
岡本峻幸、早川　輝、櫻井礼子
佐橋智博、堀　仁美、中込敏文
畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、金子鎮二、篠田政典

日本循環器学会第16２
回東海・第1４7回北陸
合同地方会

10月２1日

２５ A Ｃase of LAD ostial ＣＴO with 
tｒifuｒcated LＭＴ 羽賀智明

Ｃomplex 
Ｃaｒdiovasculaｒ
Ｔheｒapeutics 2023

10月２1日

２6 治療方針に難渋した拡張相肥大型
心筋症の1例 早川　輝

山口尚悟、岩出和馬、松本大輝
岡島　嵩、光田貴行、石川真司
植村祐介、竹本憲二、度会正人

日本循環器学会第16２
回東海・第1４7回北陸
合同地方会

10月２２日
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２7
心房細動アブレーション後に
biatｒial AＴを含む3種類のAＴを発
症した一例

桐谷元樹

金子鎮二、大垣内琢也、早川　輝
岡本峻幸、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、中込敏文、羽賀智明
畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、篠田政典

日本循環器学会第16２
回東海・第1４7回北陸
合同地方会

10月２２日

２8
長期持続性心房細動に対するアブ
レーションに際し Ｓpatiotempoｒal 
electｒoｇｒam が有効であった一例

小林優大

金子鎮二、大垣内琢也、桐谷元樹
岡本峻幸、早川　輝、櫻井礼子
佐橋智博、堀　仁美、中込敏文
羽賀智明、畳　陽祐、藤田雅也
大橋大器、窪田龍二、篠田政典

日本循環器学会第16２
回東海・第1４7回北陸
合同地方会

10月２２日

２9

Ve in  o f  Ｍaｒsha l lがb ia t ｒ i a l 
tachycaｒdia回路の一部と考えられ
治療に難渋した心房頻拍アブレー
ションの1例

大垣内琢也

金子鎮二、桐谷元樹、岡本峻幸
早川　輝、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、羽賀智明、畳　陽祐
藤田雅也、大橋大器、窪田龍二
篠田政典

日本循環器学会東海地
方会第16２回東海・第
1４7回北陸合同地方会

10月２２日

３0
ＴAVＩ前にＰＣＩを行うかどうか議論
を要したＣKD合併veｒy seveｒe AＳ
の一例

畳　陽祐
佐橋智博、堀　仁美、中込敏文
羽賀智明、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、金子鎮二、篠田政典

ストラクチャークラブ・
ジャパン２0２３　ライブ
デモンストレーション

11月 ４日

３1 早期にＣoveｒed stentが再閉塞し、
穿通にＣonfienza12を要した1例 早川　輝

羽賀智明、大垣内琢也、桐谷元樹
岡本峻幸、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、中込敏文、畳　陽祐
藤田雅也、窪田龍二、金子鎮二
篠田政典

日本心血管インターベ
ンション治療第４9回東
海北陸地方会

11月10日

３２

Debulkinｇ deviceとＩntｒavasculaｒ 
Lithotoｒipsyを用いて2期的にＰＣＩ
を施行したLADの高度石灰化病変
の一例

羽賀智明

大垣内琢也、桐谷元樹、早川　輝
岡本敏幸、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、中込敏文、畳　陽祐
藤田雅也、大橋大器、窪田龍二
金子鎮二、○篠田政典

日本心血管インターベ
ンション治療第４9回東
海北陸地方会

11月10日

３３ J型ワイヤーにて肺出血をきたし
た心房細胞ablationの一例 金子鎮二

カテーテルアブレー
ション関連秋季大会
２0２３

11月18日

３４ BOX隔離術における左右同時隔離
の達成率の検討 佐橋智博

金子鎮二、大垣内琢也、桐谷元樹
岡本峻幸、早川　輝、櫻井礼子
堀　仁美、中込敏文、羽賀智明
畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、篠田政典

カテーテルアブレー
ション関連秋季大会
２0２３

11月18日

３５ 高齢者の心房細動に対する初回ア
ブレーションの予後の検討 岡本峻幸

金子鎮二、大垣内琢也、桐谷元樹
早川　輝、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、中込敏文、羽賀智明
畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、篠田政典

カテーテルアブレー
ション関連秋季大会
２0２３

11月18日

３6
房室結節ablation後ＣＲＴＰを植え込
み左室閾値上昇にて左脚ページン
グを行った一例

金子鎮二

大垣内琢也、桐谷元樹、早川　輝
岡本峻幸、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、中込敏文、羽賀智明
畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、篠田政典

第16回植込みデバイス
関連冬季大会 ２月 9日

３7

Have advances in dｒuｇ theｒapy 
impｒoved the pｒoｇnosis of heaｒt 
failuｒe patients bifoｒe and afteｒ 
the Fantanstic Fouｒeｒa

早川　輝

羽賀智明、大垣内琢也、桐谷元樹
岡本峻幸、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、中込敏文、畳　陽祐
藤田雅也、大橋大器、窪田龍二
金子鎮二、篠田政典

第88回日本循環器学会
学術集会 ３月 8日

３8

Analysis of Ｓinｇle Ｒinｇ Box 
Ｉsolation by Hiｇh Ｐoweｒ 
Dｒaｇｇinｇ Ｒadio fｒequency 
Ablation

中込敏文

金子鎮二、大垣内琢也、桐谷元樹
岡本峻幸、早川　輝、櫻井礼子
佐橋智博、堀　仁美、羽賀智明
畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、篠田政典

第88回日本循環器学会
学術集会 ３月 9日
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３9

Left Ventｒiculaｒ Hypeｒtｒophy 
miｇht be Associated with the 
Late Ｒecuｒｒence of Atｒial 
Fibｒillation afteｒＣatheteｒ 
Ablation

櫻井礼子

羽賀智明、大垣内琢也、桐谷元樹
岡本峻幸、佐橋智博、堀　仁美
中込敏文、畳　陽祐、藤田雅也
大橋大器、窪田龍二、金子鎮二
篠田政典

第88回日本循環器学会
学術集会 ３月 9日

４0

Ｃompaｒison of Ｎew and 
Ｃonventional Ｔｒeatments of 
Heaｒt Failuｒe with Ｐｒeseｒved 
Ｅjection Fｒaction in Ｒeal Woｒld

大垣内琢也

羽賀智明、桐谷元樹、早川　輝
岡本峻幸、櫻井礼子、佐橋智博
堀　仁美、中込敏文、畳　陽祐
藤田雅也、大橋大器、窪田龍二
金子鎮二、篠田政典

第88回日本循環器学会
学術集会 ３月10日

４1

Lonｇ-teｒm Ｃlinical Out come 
of Ｃatheteｒ Ablationfoｒ Atｒial 
Fibｒillation in Octoｇenaｒians and 
Ｎonaｇenaｒians 

Ｔakayuki  
Okamoto

Ｍasanoｒi Ｓhinoda、
Ｓhinji Kaneko、Ｒyuji Kubota、
Ｔaiki Ohashi、Ｍasaya Fujita、
Yosuke

第88回日本循環器学会
学術集会 ３月10日

４２

Ｓafety and efficacy of de-novo 
catheteｒ ablation foｒAtｒial 
fibｒillation in octoｇenaｒians and 
nonaｇenaｒians

岡本峻幸 金子鎮二 第88回日本循環器学会
学術集会 ３月10日

４３
ＰolaｒX fitによるcｒyoablation通常使
用にて僧帽弁峡部blocklineが完成
していた1例

金子鎮二
第４回日本不整脈心電
学会東海・北陸支部地
方会

３月２３日

４４
下行大動脈に圧排された左房を有
する心房細動に対して肺静脈隔離
を行った1例

岡本峻幸
第４回日本不整脈心電
学会東海・北陸支部地
方会

３月２３日

４５
下行大動脈に圧排された左房を有
する心房細動に対して肺静脈隔離
を施行した一例

岡本峻幸 金子鎮二
第４回日本不整脈心電
学会東海・北陸支部地
方会

３月２３日

消化器内科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1

Ｒeal-woｒld effectiveness of 
ustekinumab foｒ patients with 
ulceｒative colitis :a systematic 
ｒeview and meta-analysis

内田元太 Ｎaｇoya Jouｒnal of 
Ｍedical Ｓcience 誌上発表

2
Ｒeal-Woｒld Ｅffectiveness and Ｒisk 
Factoｒs foｒ Discontinuation of 
Ustekinumab in Ulceｒative Ｃolitis

内田元太 Ｉnflammatoｒy
Ｉntestinal Diseases 誌上発表

3 総胆管結石採石術後に対する生理
食塩水洗浄 田ヶ原俊徳 内田元太、都築智之 第66回日本消化器内視

鏡学会東海地方会 1２月 ２日

総合内科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 一過性意識消失で救急搬送された
患者の原因検索の現状 西本泰浩 第1２0回日本内科学会

講演会 ４月1５日

2 歯科治療歴を有する患者に生じた
化膿性咀嚼筋炎の1例 松山怜奈 伊藤怜花、加藤誓子、渡口賢隆

西本泰浩
第２５0回日本内科学会
東海地方会 6月２５日

3 意識障害と多臓器不全を来した
ＳFＴＳの1例 山田崇義 伊藤怜花、加藤誓子、渡口賢隆

西本泰浩
第２５1回日本内科学会
東海地方会 10月1５日

4

Ｓtaphylococcus luｇdunensisを起
因菌とした感染性心内膜炎に感染
性脳動脈瘤破裂を併発し死亡した
1例

鈴木日向 伊藤怜花、山田崇義、加藤誓子
渡口賢隆、西本泰浩

第２５1回日本内科学会
東海地方会 10月1５日
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内分泌代謝内科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1
高齢者2型糖尿病透析患者におけ
る持続血糖測定が有用であった1
例

玉腰徳子 第２５0回日本内科学会
東海地方会 6月２５日

2 敗血症性ショックと鑑別を要した
副腎不全、仮面尿崩症の一例 関本ちひろ 玉腰徳子、戸松瑛介、増田　富

澤井喜邦
第２３回日本内分泌学会
東海支部学術集会 10月 7日

3 甲状腺乳頭癌の血糖マネジメント
中に先端巨大症を診断した一例 増田　富 関本ちひろ、玉腰徳子、戸松瑛介

澤井喜邦
第３３回臨床内分泌代謝
Update 11月 ３日

4 ＣOVＩD-19感染後に副腎皮質機能低
下症をきたした一例 戸松瑛介 澤井喜邦、増田　富、玉腰徳子

関本ちひろ
第３３回臨床内分泌代謝
Update 11月 ４日

5
血糖マネジメントにカーボカウン
トを導入したGAD抗体陽性劇症1
型糖尿病の1例

増田　富 戸松瑛介、澤井喜邦 第２7回日本病態栄養学
会年次学術集会 1月２8日

6 糖尿病患者に対するisＣGＭの活用
における有効性の検討 関本ちひろ 玉腰徳子、戸松瑛介、増田　富

澤井喜邦
第２５２回日本内科学会
東海地方会 ２月18日

腎臓内科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1

血漿交換・ステロイド療法にも関
わらず、急激な経過で多臓器不全
を来たした血栓性血小板減少性紫
斑病の一例

吉岡知輝 山田拓弥、斉藤絢恵、神田亜希子
渡邉絢史、伊藤岳司、倉田久嗣 豊田加茂医学会 7月 8日

2

コロナワクチン接種を契機として
発症し、血液透析で改善したメト
ホルミン関連乳酸アシドーシスの
1例

加納夏実 渡邉絢史、山田拓弥、斉藤絢恵
神田亜希子、吉岡知輝、倉田久嗣

第２５1回日本内科学会
東海地方会 10月1５日

会長・司会・座長
会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 月日

1 総合司会 倉田久嗣 豊田加茂医師会共催豊田加茂ＣKDセミナー ４月２6日

2 座長 渡邉絢史 第２５1回日本内科学会東海地方会 10月1５日

脳神経内科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 当院で経験した重症筋無力症の臨
床的特徴に関する検討 佐藤萌美

武重万里子、糸見百合子、市川　慶
大村政人、池田昇平、冨田　稔
服部直樹

第6４回日本神経学会学
術大会 6月 ２日

２
抗AＣhＲ抗体の無症候陽性例に対
する免疫チェックポイント阻害薬
投与の検討

池田昇平
市川　慶、糸見百合子、大村政人
佐藤萌美、武重万里子、加藤　潤
服部直樹

第6４回日本神経学会学
術大会 6月 ３日

３ ＣＩDＰの各病型と神経病理所見 池田昇平 第6４回日本神経学会学
術大会 6月 1日

４
ＭALDＩ-ＴOF ＭＳを用い起因菌を
同定したＳtｒeptococcus vestibulaｒis
髄膜炎の1例

大村政人 第166回日本神経学会
東海北陸地方会 7月２9日

５
脊髄症を示唆する症候を呈しラン
ダム皮膚生検で診断した血管内大
細胞型B細胞性リンパ腫の1例

市川　慶 大村政人、佐藤萌美、武重万里子
池田昇平、冨田　稔、服部直樹

第166回日本神経学会
東海北陸地方会 7月２9日
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6
頭部ＭＲＩにて海馬萎縮と一過性の
基底核異常信号を認めた抗LGＩ1抗
体陽性辺縁系脳炎の1例

足立涼輔
市川　慶、大村政人、佐藤萌美
武重万里子、池田昇平、冨田　稔
服部直樹

第166回日本神経学会
東海北陸地方会 7月２9日

7

中心静脈栄養中に進行する視神経
障害で発症し、セレン欠乏症によ
る栄養欠乏性視神経症の診断に
至った1例

宮澤実里 第４1回日本神経治療学
会学術集会、品川 11月 ５日

8 強皮症腎クリーゼが誘因となり
ＰＲＥＳを来たした1例 松波亜佐子 第４1回日本神経治療学

会学術集会、品川 11月 ５日

9
劇症の経過を呈し死亡に至った
Ｓtｒeptococcus inteｒmediusによる多
発脳膿瘍の1例

市川　慶
大村政人、佐藤萌美、武重万里子
池田昇平、高橋美江、冨田　稔
服部直樹

第167回日本神経学会
東海北陸地方会 11月18日

10
呼吸筋麻痺を主症状とし呼吸不全
で死亡したＴDＰ43病理を伴う筋萎
縮性側索硬化症の1剖検例

加納夏実 第167回日本神経学会
東海北陸地方会 11月18日

11

脊椎カリエス術後に交通性水頭症
で発症し、イソニアジド髄腔内投
与、腰部膿瘍ドレナージ術などの
集学的治療で改善を得た結核性髄
膜炎の1例

加納夏実 第168回日本神経学会
東海北陸地方会 ３月 9日

1２ 抗LGＩ1抗体陽性辺縁系脳炎3例の
検討 足立涼輔 第168回日本神経学会

東海北陸地方会 ３月 9日

1３
難治性けいれん発作を来たし、頭
部ＭＲＩにて多発脳病変を呈した抗
GAD抗体関連脳炎の1例

橋本明香里 第168回日本神経学会
東海北陸地方会 ３月 9日

総合内科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 心膜炎を合併した抗AＲＳ症候群の
1例 五十嵐達哉 伊藤怜花、山田崇義、加藤誓子

渡口賢隆、西本泰浩
第２５２回日本内科学会
東海地方会 ２月18日

会長・司会・座長
会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 月日

1 座長 渡口賢隆 第251回日本内科学会東海地方会 10月15日

内科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1
Ｉmpellaサポート下にLADに対して
Ｒotational atheｒectomyを思考した
多肢病変の一例

小林優大

羽賀智明、桐谷元樹、大垣内琢也
井関彰太、岩田恵輔、櫻井礼子
長井　伸、堀　仁美、近藤喜代太
中込敏文、畳　陽祐、藤田雅也
大橋大器、窪田龍二、金子鎮二
篠田政典

日本心血管インターベ
ンション治療学会第４8
回東海北陸地方会

５月1２日

2 診断に苦慮したBＲAF遺伝子再構
成を認めた組織球肉腫の1例 須川耀祥 平賀潤二、寺島浩史、原田靖彦

日本内科学会東海支部
主催　第２５1回東海地
方会

10月1５日

3

長 期 持 続 性 心 房 細 動 に 対 す
る ア ブ レ ー シ ョ ン に 際 し 、
Ｓpatiotempoｒal electｒoｇｒamが有
効であった一例

小林優大 金子鎮二
日本循環器学会第16２
回東海・第1４7回北陸
合同地方会

10月２２日

4
強皮症腎クリーゼが誘因となり
posteｒioｒ ｒeveｒsible encephalopathy 
syndｒome(ＰＲＥＳ）を来した1例

松波亜佐子
市川　慶、大村政人、佐藤萌美
武重万里子、池田昇平、高橋美江
冨田　稔、服部直樹

第４1回日本神経治療学
会学術集会 11月 ５日
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5

Ｃｒoss-modal plasticity afteｒ 
eaｒly visual depｒivation depends 
on micｒoｇlial elimination of 
inhibitoｒy synapses

橋本明香里 ＮＥUＲOＳＣＩＥＮＣＥ
2023 11月1３日

6
難治性けいれん発作を来たし、頭
部ＭＲＩにて多発脳病変を呈した抗
GAD抗体関連脳炎の1例

橋本明香里
大村政人、市川　慶、佐藤萌美
武重万里子、池田昇平、高橋美江
冨田　稔、服部直樹

第168回日本神経学会
東海北陸地方会 ３月 9日

救急科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 豊田厚生病院研修並びに救急医療
体制について 吉田健一郎

ＥＲアップデート２0２３　
臨床研修プログラム研
究会(日本救急医学会）

7月 8日

2 心停止が持続していたが、合目的
な行動を取った一例 吉田健一郎 竹村元太、中島成隆、西本泰浩 第５1回日本救急医学会

総会学術集会 11月２8日

3 めまいを主訴に救急搬送された症
例の検討 西本泰浩 吉田健一郎、竹村元太、中島成隆 第５1回日本救急医学会

総会学術集会 11月２9日

4 めまいを主訴に救急搬送された症
例の検討 西本泰浩 吉田健一郎、竹村元太、中島成隆 第５1回日本救急医学会

学術集会 11月２9日

5 当院におけるＥＣＰＲの現状と今後
に向けて 中島成隆 吉田健一郎、竹村元太 第５1回日本救急医学会

総会学術集会 11月３0日

6 近年の救急車台数の増加・「断らな
い医療」と ＩＣU患者の予後の関連 竹村元太 吉田健一郎、中島成隆、西本泰浩

水野敬輔、菅原　元
第５1回日本集中治療医
学会学術集会 ３月1４日

形成外科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1
1症例の2回の外鼻全層欠損に対
して、前額皮弁による再建を2回
行った経験

川端明子 石塚直太、大和義崇、今井弘恵
茂木公佑、水野玲子

第66回日本形成外科学
会総会・学術集会 ４月２7日

外科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1
経皮的血管縫合デバイス使用後に
総大腿静狭窄及び深部静脈血栓症
を合併した1例

大澤拓哉 水野敬輔、秋田直宏、等々力広菜
藤澤建太、吉川尚吾

第５1回日本血管外科学
会学術総会 ５月３1日

2 術前診断が非浸潤性小葉癌であっ
た4例 加藤真由子

久留宮康浩、丹羽多恵、世古口英
菅原　元、井上昌也、加藤健宏
南　貴之、権田紘丈、杉浦孝太
山口真和、浜辺健太、大澤拓哉
等々力広菜、秋葉嘉将

第３1回日本乳癌学会学
術総会 6月２9日

3

Distal pancｒeatosplenectomy 
foｒ pancｒeatic canceｒ followinｇ 
endovasculaｒ stentinｇ foｒ 
supeｒioｒ mesenteｒic aｒteｒy 
stenosis due to atheｒoscleｒosis

南　貴之 久留宮康浩、世古口英、菅原　元
井上昌也

第３５回ン本肝胆膵外科
学会学術総会 7月 1日

4
当院における術前化学療法を行っ
たBulky Ｎ2と大型3型、4型胃癌
症例の検討

久留宮康浩
世古口英、菅原　元、井上昌也
加藤健宏、南　貴之、権田紘丈
杉浦孝太、山口真和、浜辺健太

第78回日本消化器外科
学会総会 7月1２日

5
新型コロナウイルス感染症のパン
デミックによる急性虫垂炎緊急手
術症例への影響

権田紘丈
加藤健宏、世古口英、菅原　元
井上昌也、南　貴之、杉浦孝太
山口真和、浜辺健太、久留宮康浩

第78回日本消化器外科
学会総会 7月1４日
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6
閉塞性大腸癌に対する、初期治療
選択による短期成績・術式選択へ
の影響

山口真和
久留宮康浩、世古口英、菅原　元
井上昌也、加藤健宏、南　貴之
権田紘丈、杉浦孝太、浜辺健太

第78回日本消化器外科
学会総会 7月18日

7 BＲＣA遺伝子変異陽性乳癌に対す
る1次1期乳房再建 久留宮康浩 丹羽多恵、権田紘丈、山口真和

加藤真由子
第２0回日本乳癌学会中
部地方会 9月 ２日

8 腹腔内出血で発症した出血性胆嚢
炎の1例 菅原　元 第1５回日本acute caｒe 

suｒｇeｒy学会 10月 6日

9 当院における括約筋間直腸切除術
（ＩＳＲ）の治療成績 久留宮康浩 第78回日本大腸肛門病

学会学術集会 11月11日

10
経腟的後腟壁挙上を併用しロボッ
ト支援下直腸切除術を施行した2
例

加藤健宏 久留宮康浩、世古口英、山口真和 第78回日本大腸肛門病
学会学術集会 11月11日

11 術前化学療法を行った局所進行直
腸癌の検討 久留宮康浩 第8５回日本臨床外科学

会総会 11月16日

12 直腸脱合併例に対するLＳＣ with 
Ventｒal Ｒectopexy の手術手技 加藤健宏

第５回日本骨盤臓器脱
手術学会LＳＣビデオセ
ミナー

11月18日

13
胸部下部食道の突発性食道破裂に
対して腹腔鏡アプローチを選択し
た1例

山口真和 久留宮康浩、世古口英、井上昌也
加藤健宏、南　貴之、権田紘丈

第３6回日本内視鏡外科
学会総会 1２月 8日

14
当科におけるロボット支援下胃切
除術の初期成績～腹腔鏡下手術と
の比較～

井上昌也 久留宮康浩、世古口英、南　貴之
権田紘丈、山口真和

第３6回日本内視鏡外科
学会総会 1２月 8日

15 ＣOVＩD-19パンデミック後の急性虫
垂炎症例の検討 権田紘丈 加藤健宏、世古口英、井上昌也

南　貴之、山口真和、久留宮康浩
第３7回日本内視鏡外科
学会総会 1２月 8日

16 糞便による閉塞性大腸炎の1例 菅原　元 加藤健宏、南　貴之 第３6回日本外感染症学
会総会学術集会 1２月16日

17 腹腔内再発巣切除を繰り返してい
る脱分化型脂肪内腫の1例 世古口英

久留宮康浩、水野敬輔、菅原　元
井上昌也、加藤健宏、南　貴之
秋田直宏

第7回日本サルコーマ
治療研究学会学術集会 ２月10日

18 腹腔鏡下に切除した胃GＩＳＴ再発の
1例 石田航大

久留宮康浩、水野敬輔、世古口英
菅原　元、井上昌也、加藤健宏
秋田直宏、南　貴之、権田紘丈
山口真和、中根有登、等々力広菜
加藤真由子、岩田侑也、小池愛理子

第２7回愛知内視鏡外科
研究会 ２月２４日

19 直腸瘤/直腸脱の病態と外科治療 加藤健宏 第17回日本骨盤臓器脱
手術学会学術集会 ３月17日

20
加咽頭癌術前に腸管壊死を発症し
右半結腸切除後、2期的に根治術
を施行した1例

石田航大 山口真和、世古口英、加藤健宏
権田紘丈、藤澤建太、中川竣介

第60回日本腹部救急医
学会総会 ３月２1日

口腔外科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 頬部に発生した軟部組織巨細胞腫
の1例 河合孝真 兼子隆次、澤木　康 第４２回日本口腔腫瘍学

会・学術大会 1月２５日

呼吸器外科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1
医学部生・研修医から「選ばれる」
外科系科を目指して～「ワークラ
イフマネジメント」推進の提案～

岡阪敏樹 伊藤俊成、石谷紗希 第1２３回日本外科学会
定期学術集会 ４月２7日
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2
診断および術式選択に苦慮した胸
腔内多発デスモイド型線維腫症の
1例

石谷紗希 岡阪敏樹、伊藤俊成 第1２３回日本呼吸器学
会東海地方会 6月 ４日

3 膿性心嚢水の胸腔内穿破を伴った
化膿性心外膜炎の1例 伊藤俊成 岡阪敏樹、石谷紗希 第４0回日本呼吸器外科

学会学術総会 7月1３日

4
右側胸部痛を契機に発見され、複
数回の生検により診断し得た組織
球肉腫の一例

伊藤俊成 秋葉嘉将、石谷紗希、岡阪敏樹 第6４回日本肺癌学会学
術集会 11月 ３日

産婦人科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1
LＰ併用療法が著効しLynch症候群
関連腫瘍と考えられる子宮体癌の
教訓的事例

大澤奈央 新保暁子、古井達人、告野絵里
神谷知都世、新城加奈子、針山由美

第6５回日本婦人科腫瘍
学会学術講演会 7月1４日

2 当院での腹腔鏡下仙骨膣固定術に
おける治療成績 神谷知都世 大澤奈央、寺沢直浩、堂山　瑶

新保暁子、新城加奈子、針山由美
第6３回日本産科婦人科
内視鏡学会学術講演会 9月1５日

3 進行卵巣癌に対する審査腹腔鏡の
有用性と課題 新保暁子 大澤奈央、寺沢直浩、堂山　瑶

神谷知都世、新城加奈子、針山由美
第6３回日本産科婦人科
内視鏡学会学術講演会 9月1５日

4
緊急腹腔鏡下手術により子宮内膜
症が原因と考えられた腹腔内出血
の1例

寺沢直浩 第6３回日本産科婦人科
内視鏡学会学術講演会 9月16日

5 ＲＳＣから始めよう 針山由美 田中梨紗子、堂山　瑶、神谷知都世
新保暁子、新城加奈子

第16回日本ロボット外
科学会学術集会 ２月 9日

6
閉経後の子宮内腔高度癒着におい
て細径硬性子宮鏡により細胞診断
が可能となった一例

神谷知都世 田中梨紗子、堂山　瑶、新保暁子
新城加奈子、針山由美

第7回日本子宮鏡研究
会学術講演会 ２月17日

7 ＲＳＣから始めよう 針山由美 田中梨紗子、堂山　瑶、神谷知都世
新保暁子、新城加奈子

第17回日本骨盤臓器脱
手術学会学術集会 ３月16日

8
前膣壁メッシュと後膣壁縫縮術を
併用した腹腔鏡下仙骨膣固定術の
治療成績について

神谷知都世 田中梨紗子、堂山　瑶、新保暁子
新城加奈子、針山由美

第17回日本骨盤臓器脱
手術学会学術集会 ３月17日

歯科口腔外科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1

A case of patholoｇical 
mandibulaｒ fｒactuｒe impｒoved 
by chemotheｒapy foｒ multiple m
yelome

ＳAWAKＩ 
Ｔadashi

KAＮＥKOＲyuji、
KAWAＩＴakamasa

Hospital Dentistｒy 
& Oｒal-Ｍaxillofacial 
Ｓuｒｇeｒy

誌上発表

2 口腔外科疾患を有する刑務所受刑
者の治療経験 兼子隆次 河合孝真、澤木　廉

Hospital Dentistｒy 
& Oｒal-maxillofacial 
suｒｇeｒy Vol.３５ 
Ｎo.２:11５-1２0 ２0２３

誌上発表

3 当科における上顎洞内異物迷入症
例の臨床的検討 伊藤大泰 兼子隆次、河合孝真、澤木　廉 第４8回日本口腔外科学

会中部支部学術集会 6月 ４日

4
A study of autopsy cases of 
oｒal and maxillofacial maliｇnant 
tumoｒ

Kaneko 
Ｒyuji

２５th Ｉnteｒnational 
Ｃonfeｒence on Oｒal 
and Ｍaxillofacial 
Ｓuｒｇeｒy

6月10日

5 当科における上顎洞内異物迷入症
例の臨床的検討 伊藤大泰 兼子隆次、河合孝真、澤木　廉 第４8回日本口腔外科学

会中部支部学術集会 6月 ４日



Toyotakosei Hospital Annual Report 2023114

研究実績

6

歯科衛生士学生をめざす学生の喫
煙状況、加熱式タバコの対する認
識、コチニン指標の受動喫煙と口
腔内所見との関係に関する研究

中野瑠稀菜
稲垣幸司、増田麻里、上田裕子
後藤君江、原山裕子、犬塚順子
藤井　稔

第18回日本歯科衛生学
会 9月18日

7
認知症を有する口腔癌患者の術後
鎮静に対するデクスメデトミジン
の使用経験

兼子隆次 河合孝真、澤木　廉 第４３回日本歯科薬物療
法学会 9月２２日

8 当科が関わったファブリー病症例 兼子隆次 河合孝真、澤木　廉 第70回日本口腔外科学
会　中国四国地方部会 10月 7日

9
Ｎumb chin syndｒomeを初発症状を
したびまん性大細胞型B細胞性リ
ンパ腫（DLBＣL）の3例

河合孝真 兼子隆次、澤木　廉、伊藤大泰
石原拓朗

第68回日本口腔外科学
会総会・学術大会 11月10日

10
病的骨折を伴った含歯性嚢胞に対
して嚢胞摘出と骨移植を併用した
1例

澤木　廉 兼子隆次、河合孝真
第66回ＮＰO法人日本
口腔外科学会　中部地
方会

10月1４日

11 上顎癌の再発・転移に関する臨床
的検討 兼子隆次 河合孝真、澤木　廉、伊藤大康

石原拓朗
第7２回日本農村医学会
学術総会 10月19日

12 頬部に発生した軟部組織巨細胞腫
の1例 河合孝真 兼子隆次、澤木　廉 第４２回日本口腔腫瘍学

会総会
1月２５～
２6日

耳鼻咽喉科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1
Gｒade3,4の突発性難聴に対する高
気圧酸素療法（HBOＴ）の治療効
果の検討と評価

三田直弥 澤部　倫、蒲谷嘉代子、岩﨑真一 第３３回日本耳科学会総
会・学術講演会 11月 ３日

2 口蓋扁桃摘出後の小児における長
期の成長変化についての検討 森　浩紀 有馬菜千枝

第18回日本小児耳鼻咽
喉科学会総会・学術講
演会

11月10日

3 突発性難聴に対する高気圧酸素療
法の付加効果について 三田直弥 澤部　倫、蒲谷嘉代子、岩﨑真一

日本耳鼻咽喉科頭頚部
外科学会　第18４回東
海地方部会連合講演会

1２月 ３日

小児科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 当院における新生児聴覚スクリー
ニング検査について 梶田光春 第２1回三機関合同勉強

会 6月 8日

2 嘔吐・黒色便で紹介された2例
（バーキットリンパ腫、神経芽腫） 栁澤彩乃 梶田光春、武田将典、生駒雅信 第7４回豊田加茂小児科

医会例会 7月1５日

3 上気道炎の経過中に異常行動を呈
した一例（ＭＲＥＳ2型） 栁澤彩乃 梶田光春、武田将典、生駒雅信 第7４回豊田加茂小児科

医会例会 7月1５日

4 眼球の位置異常を認めた1歳女児
（蝶形骨異形成） 栁澤彩乃 梶田光春、武田将典、生駒雅信 第10回尾張東部・豊田

小児医療研究会 1２月 8日

5 乳児期に発達の停止と退行が認め
られた11か月女児例（Ｓandhoff病） 梶田光春 第２２回三機関合同勉強

会 1２月1４日

6 発熱持続と全身倦怠感を主訴に受
診した9歳男児（ADＥＭ） 武田将典 栁澤彩乃、生駒雅信、梶田光春 第7５回豊田加茂小児科

医会例会 ２月 ３日

7 眼の異常で診断に至った2例（蝶
形骨異形成、重症筋無力症） 栁澤彩乃 武田将典、生駒雅信、梶田光春 第7５回豊田加茂小児科

医会例会 ２月 ３日
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講演会等講師
講演会名及び演題名 演者 主催 月日

1 第18期アレルギー大学：医学－基
礎 中西久美子 アレルギー支援ネットワーク 2023年6月、

動画配信

2

食物アレルギー対応研修会
「楽しい集団生活のための食物アレ
ルギーの知識と適切な対応につい
て」

中西久美子 豊田市役所保育課 7月14日

3
アレルギー対応研修会
「学校現場における食物アレルギー
の知識と適切な対応について」

中西久美子 豊田市教育委員会　豊田市役所保健給食課 2023年8月、
動画配信

会長・司会・座長
会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 月日

1 座長 梶田光春 第74回豊田加茂小児科医会例会 7月1５日

2 座長 梶田光春 第118回 東海臨床遺伝・代謝懇話会 ３月 ２日

心臓外科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1

Outcome of Ｃｒyomaze Ｐｒoceduｒe 
foｒ Ｃhｒonic Atｒial Fibｒillation 
and Ｒe-Ｃonnected Lesions of 
Ｒecuｒｒent Ｃases

寺田貴史 Jouｒnal of Heaｒt 
Disoｒdeｒs 誌上発表

2
大腿骨人工骨頭置換術中に発症し
た肺塞栓症に対して手術を施行し
救命した1例

小林明裕 荒木善盛、佐久本一樹、寺田貴史
川口　鎮

第66回関西胸部外科学
会学術集会 6月 8日

3 心臓カテーテル治療合併症に対す
る緊急手術の検討 寺田貴史 荒木善盛、小林明裕、佐久本一樹

川口　鎮
第66回関西胸部外科学
会学術集会 6月 9日

4

心室ペースメーカーリードにより
悪化した三尖弁閉鎖不全症に対
し、リード温存で三尖弁置換術を
施行した1例

佐久本一樹 荒木善盛、寺田貴史、小林明裕
川口　鎮

第66回関西胸部外科学
会学術集会 6月 9日

5
ハートポジショナーの吸引により
右室損傷をきたし、人工心肺使用
下に修復を要した1例

小林明裕 荒木善盛、佐久本一樹、寺田貴史
川口　鎮

第２7回日本冠動脈外科
学会学術大会 7月1４日

6 ＣHAＲGＥ症候群に対する心臓手術
～ADLの観点から見返す～ 野田美香 第76回日本胸部外科学

会定期学術集会 10月19日

7
遠位弓部感染性大動脈瘤に対して
2度のdebｒanch ＴＥVAＲで救命し
得た1例

荒木善盛 第61回日本人工臓器学
会大会 11月11日

整形外科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1
ＴＰOをわきまえたＥOＳ治療
－Ｃast＆bｒaceからｇｒowth fｒiendly 
suｒｇeｒy　経由　final fusionまで－

辻　太一 第５２回日本脊椎脊髄病
学会学術集会 ４月1３日

2 脳性麻痺側弯症に対する手術治療
－当院の現状－ 辻　太一 大田恭太郎、舘　寛人 第５２回日本脊椎脊髄病

学会学術集会 ４月1３日

3 当院における特発性側弯症の術中
出血量について 大田恭太郎 舘　寛人、辻　太一 第５２回日本脊椎脊髄病

学会学術集会 ４月1３日
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4
当科におけるアバタセプト投与ＲA
における完成エコー所見改善効果
とＰD寛解達成予測因子の検討

金山康秀 服部恭典 第67回日本リウマチ学
会学術総会 ４月２6日

5
患者背景因子の観点から解析した
当院におけるサラゾスルファピリ
ジンの治療経過

服部恭典 金山康秀 第67回日本リウマチ学
会学術総会 ４月２6日

6

閉経後骨粗鬆症におけるロモソズ
マブ使用時の骨代謝マーカーの変
化と骨密度上昇効果との関連性の
検討

服部恭典 金山康秀 第67回日本リウマチ学
会学術総会 ４月２6日

7 成人脊柱変形手術のおける術中回
収式自己血輸血の有用性 辻　太一

大田恭太郎、小見山貴代美、泉あかね
山口佳代、藤本順子、木村有里
金山康秀

第３6回日本自己血輸
血・周術期輸血学会学
術総会

6月16日

8 脳性麻痺側弯症手術における貯血
式自己血輸血 辻　太一

大田恭太郎、小見山貴代美、泉あかね
山口佳代、藤本順子、木村有里
金山康秀

第３6回日本自己血輸
血・周術期輸血学会学
術総会

6月16日

9

当科におけるセルトリズマブ投与
ＲAにおける関節エコー所見改善効
果と臨床的寛解達成予測因子の検
討

金山康秀 服部恭典、前田真崇
日本リウマチ学会中部
支部学術集会第３４回中
部リウマチ学会

9月16日

10
関節リウマチ患者における心血管
疾患（ＣVD）発祥のリスク因子に
ついての検討

前田真崇 今泉貴広、寺部健哉、佐藤　良
服部恭介、金山康秀

日本リウマチ学会中部
支部学術集会第３４回中
部リウマチ学会

9月16日

11

当科における原発性骨粗鬆症に対
するロモソズマブ投与終了後の逐
次療法の治療効果について～２４カ
月経過例の検討～

金山康秀
辻　太一、二村尚久、大田恭太郎
服部恭典、前田真崇、舘　寛人
高山真央、渕野孝明

第２５回日本骨粗鬆症学
会 9月２9日

12 AＩＣAＲの細胞内エネルギー代謝変
化を介した軟骨保護作用の検討 前田真崇 寺部健哉、金山康秀 第３8回日本整形外科学

会基礎学術集会 10月19日

13 思春期特発性側弯症（Lenk e
type5)におけるUＩVの設定 大田恭太郎 辻　太一、舘寛人 第５7回日本側彎症学会

学術集会 11月10日

14
JAK阻害剤使用中の関節リウマチ
患において白内障手術後眼内炎を
発症した一例

髙山真央 服部恭典、金山康秀、
眼科：山田麻里

第３8回日本臨床リウマ
チ学会 11月18日

15
デノスマブもしくはビスホスホ
ネート製剤からロモソズマブに変
更した際の治療成績の比較検討

服部恭典 金山康秀、髙山真央 第３8回日本臨床リウマ
チ学会 11月18日

16

JAK阻害薬投与症例おける関節エ
コー所見改善効果について～２４週
経過におけるＴＮF阻害薬との比較
検討～

金山康秀
服部恭典、前田真崇、高山真央
永田篤志、下竹美由紀、宮地文子
藤田啓介、小山　舞、宇野志保

第３8回日本臨床リウマ
チ学会 11月19日

17 頭蓋頚椎固定症例における呼吸障
害出現の小経験 大田恭太郎 辻　太一、舘　寛人

第３２回日本脊椎インス
トゥルメンテーション
学会

11月２５日

18
人工膝関節全置換術前後における
腰椎および大腿骨近位部骨密度変
化の検討

服部恭典 金山康秀 第５４回日本人工股関節
学会 ２月２３日

19

当科におけるBalicitinib投与ＲAに
おける関節エコー所見改善効果に
ついて～ＴＮF製剤との比較検討を
含めて～

金山康秀
服部恭典、前田真崇、永田篤志
下竹美由紀、宮地文子、藤田啓介
小山　舞、宇野志保、水野文恵

第67回九州リウマチ学
会 ３月 ２日
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著書・論文
題名 著者・発表者及び共同研究者 書名・雑誌名

1

Ｅvidence of causality of low body 
mass index on ｒisk of adolescent 
idiopathic scoliosis: a Ｍendelian 
ｒandomization study

Ｎao Otomo, Anas Ｍ Khanshouｒ,
Ｍasaｒu Koido, Kazuki Ｔakeda,
Yukihide Ｍomozawa, Ｍichiaki Kubo,
Yoichiｒo Kamatani, John A Heｒｒinｇ ,
Yoji Oｇuｒa, Yohei Ｔakahashi,
Ｓhohei Ｍinami, Koki Uno,
Ｎoｒiaki Kawakami, Ｍanabu Ｉto,
Ｔatsuya Ｓato, Kei Watanabe,
Ｔakashi Kaito , Haｒuhisa Yanaｇida,
Hiｒoshi Ｔaneichi, Katsumi Haｒimaya,
Yuki Ｔaniｇuchi, Hideki Ｓhiｇematsu,
Ｔakahiｒo Ｉida, Ｓatoｒu Demuｒa,
Ｒyo Ｓuｇawaｒa, Ｎobuyuki Fujita,
Ｍitsuｒu Yaｇi, Ｅijiｒo Okada,
Ｎaobumi Hosoｇane, Katsuki Kono,
Ｍasaya Ｎakamuｒa, Kazuhiｒo Ｃhiba,
Ｔoshiaki Kotani, Ｔsuyoshi Ｓakuma,
Ｔsutomu Akazawa, Ｔeppei Ｓuzuki,
Kotaｒo Ｎishida, Kenichiｒo Kakutani,
Ｔaichi Ｔsuji, Hideki Ｓudo,
Akiｒa Ｉwata, Ｓatoshi Ｉnami,
Ｃaｒol A Wise, Yuta Kochi,
Ｍoｒio Ｍatsumoto, Ｓhiｒo Ｉkeｇawa,
Kota Watanabe, Ｃhikashi Ｔeｒao

Fｒont Ｅndocｒinol(Lausanne）
２0２３ Jun ２0:1４:1089４1４

2

Ｒeasons and ｒisk factoｒs foｒ 
discontinuation of tｒeatment with 
any bioloｇical disease-modifyinｇ 
antiｒheumatic dｒuｇs in patients 
with ｒheumatoid aｒthｒitis: A 
lonｇ-teｒm obseｒvational study

Kenya Ｔeｒabe, Ｎobunoｒi Ｔakahashi,
Ｓhuji Asai, Yuji Hiｒano,
Yasuhide Kanayama,
Yuichiｒo Yabe, Ｔakeshi Oｇuchi,
Ｔakayoshi Fujibayashi,
Hisato Ｉshikawa,
Ｍasahiｒo Hanabayashi,
Yosuke Hattoｒi, Ｍochihito Ｓuzuki,
Kenji Kishimoto, Yoshifumi Ohashi,
Ｔakahiｒo Ｉmaizumi,
Ｓhiｒo Ｉmaｇama and Ｔoshihisa Kojima

Ｍod Ｒheumatol. 2023 Auｇ 
２５;３３(５）:891-898.

学会・研究会発表
演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 脳性麻痺側弯症に対する手術治療
－当院の現状－ 辻　太一 大田恭太郎、舘　寛人 第52回日本脊椎脊髄病

学会学術集会 ４月1３日

2 当院における特発性側弯症の術中
出血量について 大田恭太郎 舘　寛人、辻　太一 第52回日本脊椎脊髄病

学会学術集会 ４月1３日

3
患者背景因子の観点から解析した
当院におけるサラゾスルファピリ
ジンの治療経過

服部恭典 金山康秀 第67回日本リウマチ学
会総会・学術総会 ４月２6日

4

閉経後骨粗鬆症におけるロモソズ
マブ使用時の骨代謝マーカーの変
化と骨密度上昇効果との関連性の
検討

服部恭典 金山康秀 第67回日本リウマチ学
会総会・学術総会 ４月２6日

5
当科におけるアバタセプト投与ＲA
における関節エコー所見改善効果
とＰD寛解達成予測因子の検討

金山康秀 服部恭典 第67回日本リウマチ学
会総会・学術総会 ４月２6日
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6

当科における原発性骨粗鬆症に対
するロモソズマブ投与終了後の逐
次療法の治療成績～24ヶ月経過例
の検討～

金山康秀
辻　太一、二村尚久、大田恭太郎
服部恭典、足立　維、舘　寛人
渡部　拓、前田健登

第96回日本整形外科学
会学術総会 ５月11日

7 成人脊柱変形手術のおける術中回
収式自己血輸血の有用性 辻　太一

大田恭太郎、小見山貴代美、泉あかね
山口佳代、藤本順子、木村有里
金山康秀

第36回日本自己血輸
血・周術期輸血学会学
術総会

6月16日

8 脳性麻痺側弯症手術における貯血
式自己血輸血 辻　太一

大田恭太郎、小見山貴代美、泉あかね
山口佳代、藤本順子、木村有里
金山康秀

第36回日本自己血輸
血・周術期輸血学会学
術総会

6月16日

9
当科におけるセルトリズマブ投与
ＲAにおける関節エコー所見改善効
果と寛解達成予測因子の検討

金山康秀 服部恭典、前田真崇 第34回中部リウマチ学
会 9月16日

10
関節リウマチ患者における心血管
疾患（ＣVD）発祥のリスク因子に
ついての検討

前田真崇 泉　貴広、寺部健哉、佐藤　良
服部恭介、金山康秀

第34回中部リウマチ学
会 9月16日

11 側弯症の基本と治療の実際-当院の
取り組み- 辻　太一 名古屋大学整形外科グ

ランドカンファレンス 9月２1日

12 医療安全対策について 金山康秀 名古屋大学整形外科グ
ランドカンファレンス 9月２1日

13

当科における原発性骨粗鬆症に対
するロモソズマブ投与終了後の逐
次療法の治療効果について～24ヶ
月経過例における検討～

金山康秀
辻　太一、二村尚久、大田恭太郎
服部恭典、前田真崇、舘　寛人
高山真央、渕野孝明

第25回日本骨粗鬆症学
会 9月２9日

14

閉経後骨粗鬆症患者に対するロモ
ソズマブ使用時の骨代謝マーカー
の変化と 骨密度上昇効果との関連
性の検討

服部恭典 金山康秀 第25回日本骨粗鬆症学
会 10月 1日

15 AＩＣAＲの細胞内エネルギー代謝変
化を介した軟骨保護作用の検討 前田真崇 寺部健哉、金山康秀 第38回日本整形外科学

会基礎学術集会 10月19日

16 思春期特発性側弯症（Lenk e　
type5)におけるUＩVの設定 大田恭太郎 舘　寛人、辻　太一 第57回日本側彎症学会

学術集会 11月10日

17
JAK阻害剤使用中の関節リウマチ
患者において白内障手術後眼内炎
を発症した一例

高山真央 服部恭典、金山康秀 第38回日本臨床リウマ
チ学会 11月18日

18
デノスマブもしくはビスホスホ
ネート製剤からロモソズマブに変
更した際の治療成績の比較検討

服部恭典 高山真央、金山康秀 第38回日本臨床リウマ
チ学会 11月18日

19

JAK阻害薬投与症例おける関節エ
コー所見改善効果について～24週
経過例におけるＴＮF阻害薬との比
較検討～

金山康秀
服部恭輔、前田真崇、高山真央
永田篤志、下竹美由紀、宮地文子
藤田啓介、小山　舞、宇野志保

第38回日本臨床リウマ
チ学会 11月19日

20 頭蓋頚椎固定症例における呼吸障
害出現の小経験 大田恭太郎 舘　寛人、辻　太一

第32回日本脊椎インス
トゥルメンテーション
学会

11月２５日

21 骨盤内ガーゼオーマの1例 渕野孝明
辻　太一、二村尚久、大田恭太郎
服部恭典、前田真崇、舘　寛人
高山真央、金山康秀

第261回整形外科集談
会東海地方会 1２月 9日

22
人工膝関節全置換術前後における
腰椎および大腿骨近位部骨密度変
化の検討

服部恭典 前田真崇、金山康秀 第54回日本人工関節学
会 ２月２３日

23

当科におけるBaｒicitinib投与ＲAに
おける関節エコー所見改善効果に
ついて ～ＴＮF製剤との比較検討を
含めて～

金山康秀
服部恭輔、前田真崇、永田篤志
下竹美由紀、宮地文子、藤田啓介
小山　舞、宇野志保、

第67回九州リウマチ学
会 ３月 ２日
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講演会等講師
講演会名及び演題名 演者 主催 月日

1 関節リウマチ治療におけるバリシ
チニブの可能性 金山康秀 Lilly JAK Online Ｓeminaｒ　 ５月16日

2
当院における腰部脊柱管狭窄症の
手術治療について～術前外来から
退院後経過観察まで～

大田恭太郎 地域で支える脊椎脊髄疾患治療連携セミナー 6月 1日

3 関節リウマチ治療におけるバリシ
チニブの可能性 金山康秀 埼玉 関節と免疫を考える会  on Web　 6月 7日

4 強直性脊椎炎の病態と診断・治療
について 金山康秀 ノバルティス社内講演会 6月16日

5 ＩL-6阻害薬の関節エコー所見改善
効果について 金山康秀 ＭＩKAWA ＩL-6 ＳＥＭＩＮAＲ　 6月17日

6
Ｒ A 治 療 に お け る 薬 剤 選 択　
DＭAＲDsからBＩO導入ＴＮF製剤の
使い分け

金山康秀 あゆみ製薬社内講演会 7月 7日

7 関節リウマチ治療におけるフィル
ゴチニブの可能性 金山康秀 関節リウマチを考える会 in 愛知 7月1２日

8
骨粗鬆症治療と地域連携（2次骨
折予防も含めて）の重要性につい
て

金山康秀 第2回豊田加茂地域連携フォーラム　 7月２7日

9 自己抗体（AＣＰA）と関節リウマ
チ －アバタセプトの可能性－ 金山康秀 オレンシアWＥBライブセミナ－　 8月２３日

10
実臨床における骨粗鬆症治療薬の
適正使用と二次骨折予防の重要性
について

金山康秀 第1回静岡県西部医科歯科連携の会　 9月 ４日

11 脆弱性骨折に対する一次及び二次
予防へのアプローチ 服部恭典 整形外科疾患 Ｔotal Ｃaｒe Ｓeminaｒ 9月1４日

12 関節リウマチ治療におけるバリシ
チニブの可能性 金山康秀 第4回秋田リウマチ治療トピックスセミナー　 9月19日

13 ceｒtolizumab peｇolその特性と位置
付け 金山康秀 Ｔokai ＲA expeｒt seminaｒ　～ＲA 診療の変遷と未来～　 9月２３日

14 関節リウマチ合併骨粗鬆症治療に
ついて 金山康秀 ひいらぎ神経障害性疼痛セミナー in Okazaki 10月 ５日

15
関節リウマチ治療におけるＴＮF阻
害薬の意義、次世代抗体オゾラリ
ズマブへの期待

金山康秀 ＴAＩＳHO関節リウマチWＥBセミナー　 10月19日

16 関節リウマチ治療におけるフィル
ゴチニブの役割 金山康秀 愛知リウマチ診療セミナー 11月 9日

17 JAK阻害薬の関節エコー所見改善
効果について 金山康秀 関節リウマチ診療セミナー in 京都・愛知 11月10日

18 関節リウマチに対する最新の薬物
治療 金山康秀 第636回岡崎薬剤師会　薬局研修会　 11月1５日

19
関節リウマチ治療におけるＴＮF阻
害薬の意義、オゾラリズマブへの
期待

金山康秀 大正製薬社内講演会 11月２４日

20 ceｒtolizumab peｇol その特性と位置
付け 金山康秀 関節リウマチWＥBシンポジウム 11月２8日

21
骨粗鬆症における治療目標達成の
ための積極的薬物介入のエビデン
ス

服部恭輔 豊田加茂整形外科医会　学術講演会 11月３0日
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22 ceｒtolizumab peｇolその特性と位置
付け 金山康秀 関節リウマチＥxpeｒt seminaｒ 1２月16日

23

自己抗体陽性ＲA患者に対するアバ
タセプトの 活かしどころについて
～自験例における関節エコー所見
改善効果の検討を含めて～

金山康秀 第11回東京リウマチ登録医の会　 1月２6日

24 脊椎外科外来診療の実際とジクト
ルテープの関わり 辻　太一 ジクトルテープ75mｇ効能追加1周年記念講演会 in 愛知 1月２7日

25 脆弱性骨折に対する一次予防およ
び二次予防へのアプローチ 服部恭輔 三整会 ２月２7日

26 関節リウマチ治療におけるＴＮF阻
害薬の意義と各製剤特性について 金山康秀 田辺三菱製薬社内講演会 ３月 7日

27 関節リウマチ治療におけるバリシ
チニブの可能性 金山康秀 ＲA Ｅxpeｒt Web Ｃonfeｒence ３月 8日

28 骨粗鬆症の診断と最新の治療につ
いて ～2次骨折予防の重要性～ 金山康秀 第37回ばんたね病院健康講座　 ３月11日

29
関節リウマチ診療における関節エ
コー活用の取り組みと有用性につ
いて

金山康秀 Ｒheumatoid Aｒthｒitis ＲeseaｒchＳeminaｒ ３月２３日

会長・司会・座長
会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 月日

1 座長 金山康秀 第17回三河骨粗鬆症研究会 ４月 8日

2 座長 金山康秀 メトジェクト皮下注
インターネットライブセミナーin 東海 ４月1２日

3 座長 金山康秀 リウマチ診療セミナー in 東海 ５月18日

4 座長 金山康秀 第13回三河地区トシリズマブ研究会 ５月２7日

5 総合座長 辻　太一 地域で支える脊椎脊髄疾患治療連携セミナー 6月 1日

6 座長 金山康秀 ＲAセミナー in 愛知 6月２２日

7 座長 金山康秀 UＣB ＰsA WＥB Ｓeminaｒ 6月２４日

8 座長・司会 金山康秀 地域での二次骨折予防を考える会 in 愛知 6月２8日

9 座長 金山康秀 三河メディカル研究会 7月 1日

10 座長 金山康秀 豊田骨粗鬆症セミナー 8月３0日

11 総合座長 辻　太一 地域で支える脊椎脊髄疾患治療連携セミナー 8月３1日

12 座長 金山康秀 愛知県リウマチ治療セミナー 9月 1日

13 座長 金山康秀 整形外科疾患 Ｔotal Ｃaｒe Ｓeminaｒ 9月1４日

14 座長 金山康秀 JAK阻害薬 Ｓafety Update セミナー　～より安全な医療
をめざして～ 10月11日

15 司会 金山康秀 第10回愛知DＭAＲDs研究会　 10月1４日

16 座長 金山康秀 ＲA診療セミナーin東海 10月18日

17 座長 金山康秀 第７回三河OLＳ研究会 10月２8日

18 総合座長 金山康秀 リウマチ合併症セミナー 11月 8日

19 座長 金山康秀 第18回三河骨粗鬆症研究会 11月２５日

20 総合座長 金山康秀 第9回三河関節エコー研究会 1２月 ２日
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21 座長 金山康秀 メトジェクト皮下注　インターネットライブセミナー 
in 東海 1２月 7日

22 座長 金山康秀 Aｒthｒitis Ｔotal Ｍanaｇement Webinaｒ 1月19日

23 座長 辻　太一 5th Anniveｒsaｒy Web Ｓeminaｒ ～LDH tｒeatment 
Histoｒical stoｒy～ ２月 6日

24 座長 金山康秀 ＴＮF阻害薬を再考する　～ＲFが提起する新たな課題～ ２月 8日

25 座長 金山康秀 東海リウマチ診療セミナー ２月 9日

26 座長 金山康秀 三河脊椎関節炎フォーラム2024 ２月10日

27 座長 金山康秀 ＩL-6 ＲA Ｍeetinｇ in 三河 5th ２月16日

28 司会 金山康秀 第9回ＲA-BＥＴＴＥＲ WＥB研究会 ２月17日

29 座長 金山康秀 三整会 ２月２7日

30 座長 金山康秀 AＳAHＩ ＩL-6 Ｓeminaｒ ３月 9日

31 座長 金山康秀 BOＮＥ ＲＥＳＥAＲＣH FOＲUＭ in OＳAKA ３月２２日

脳神経外科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1
破裂内頸動脈－重複中大脳動脈瘤
に対し開頭クリッピング術を施行
した一例

纐纈雄太 住友正樹、河村彰乃、野平翔太
後藤智哉、立花栄二

第10３回日本脳神経外
科学会中部支部学術集
会

４月 8日

2
テント上破裂脳動脈瘤手術のク
リップアプライ中に一過性の心停
止を来した一例

纐纈雄太 住友正樹、河村彰乃、後藤智哉
安藤祐人、立花栄二

第10４回日本脳神経外
科学会中部支部学術集
会

9月16日

3 脳回転状皮膚が疑われた1例 石塚直太 川端明子、大和義崇、住友正樹 第79回東海形成外科学
会 10月1４日

泌尿器科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 泌尿器科専門医のための模擬テス
ト３４ 宇佐美雅之 科学評論社「泌尿器科」 誌上発表

2 泌尿器科専門医のための模擬テス
ト３４　－解答と解説－ 宇佐美雅之 科学評論社「泌尿器科」 誌上発表

3
術後腸閉塞と放射線治療後出血性
膀胱炎に対する高気圧酸素治療の
有用性

東　凌平
宇佐美雅之、名里瑛美、海野奈央子
小林大地、橋本良博、岩瀬　豊
安井孝周

第110回日本泌尿器科
学会総会 ４月２２日

4 カバジタキセルが長期奏功してい
る去勢抵抗性前立腺癌の一例 橋本良博 第71回日本化学療法学

会西日本支部総会 11月10日

麻酔科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1

がん疼痛および腰椎椎間板ヘルニ
ア併発患者の腰背部痛の鑑別に硬
膜外ブロックが有用であった1症
例

小島康裕 村松雅人 第２8回日本緩和医療学
会学術大会

6月３0日～
7月1日

2
スチール症候群の虚血症状に星状
神経節近傍照射とブプレノルフィ
ンが有効であった症例

酒井博生 川口大地、小島康裕 日本ペインクリニック
学会第５7回学術集会 7月1４日
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3
耳下腺術後唾液瘻に対して超音波
ガイド下耳介側頭神経ブロックが
有効と考えられた一例

川口大地 酒井博生、小島康裕 日本ペインクリニック
学会第５7回学術集会 7月1４日

4
環軸椎亜脱臼の有するダウン症小
児患者におけるエアウェイスコー
プを用いた気管挿管の一症例

佐々木和磨 岩　　伶、上原博和 日本麻酔科学会東海北
陸支部第２1回学術集会 9月 ２日

5
高度気道狭窄を伴う甲状腺腫瘍に
対してV-V ＥＣＭO使用を考慮した
二例

溝口瑛心 小島康裕、上甲利南、川口大地
上原博和

日本麻酔科学会東海北
陸支部第２1回学術集会 9月 ２日

6 破裂脳動脈瘤クリッピング術中に
心静止をきたした1例 丸山航平 伊藤直人、岩　　伶、上原博和 日本麻酔科学会東海北

陸支部第２1回学術集会 9月 ２日

眼科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1

Ｒetinal micｒovasuculaｒ chanｇes 
afteｒ intｒavitｒeal tｒiamcinolone 
acetonide in diabetic maculaｒ 
edema

Fusae 
Kato

Ｍiho Ｎozaki、
Aki Kato、
Ｔsutomu Yasukawa

J Ｃlin Ｍed 誌上発表

2

糖尿病眼合併症に対する外科的治
療のＰitfalls-安全、確実な手術のた
めの注意点-糖尿病網膜症、黄斑浮
腫に対するレーザー治療

加藤房枝 第２9回日本糖尿病眼学
会総会 6月３0日

3
増殖糖尿病網膜症に対する27ゲー
ジ硝子体手術の治療成績と合併症
の検討

北條貴広 平野佳男、湯口貴彬、木村雅代
森田　裕、安川　力

第２9回日本糖尿病眼学
会総会 6月３0日

4 白内障術後の前房内異物により角
膜内皮障害をきたした2例 杉山寛明 北條貴広、髙野千夏、加藤房枝

山田麻里
令和５年度名古屋市立
大学眼科同窓会学会 10月 1日

会長・司会・座長
会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 月日

1 座長 山田　麻里 Ｃhuｇai Ｒetina Ｃonfeｒence in 西三河 12月7日

医師臨床研修科
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 膵十二指腸動脈瘤に対して血管内
治療を行った2例 藤澤建太 水野敬輔、秋田直宏、大澤拓哉

等々力広菜、吉川尚吾
第５1回日本血管外科学
会学術総会 ５月３1日

2 下大静脈再建を要した下大静脈原
発平滑筋肉腫の1例 吉川尚吾 水野敬輔、秋田直宏、大澤拓哉

等々力広菜
第５1回日本血管外科学
会学術総会 ５月３1日

3 歯性感染症を有する患者に生じた
化膿性咀嚼筋炎の1例 松山怜奈 伊藤怜花、加藤誓子、渡口賢隆

西本泰浩
第２５0回日本内科学会
東海地方会 6月２５日

4 Ｒ-miniＣHＰ療法の忍容性および有
効性・単施設後方視的検討 鈴木杏奈 原田靖彦 第8５回日本血液学会学

術集会
10月1３～
1５日

5

コロナワクチン接種を契機として
発症し、血液透析で改善したメト
ホルミン関連乳酸アシドーシスの
1例

加納夏実 渡邉絢史、山田拓弥、斉藤絢恵
神田亜希子、吉岡知輝、倉田久嗣

第２５1回日本内科学会
東海地方会 10月1５日

6 腸球菌菌血症に伴う腰椎椎間板炎
を契機に大腸癌を診断した1例 牧野良祐 伊藤怜花、山田崇義、加藤誓子

渡口賢隆、西本泰浩
第２５1回日本内科学会
東海地方会 10月1５日
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7
Ｓtanfoｒd A型急性大動脈解離の周
術期にLＭＴ-LADの偽腔形成によ
る急性心筋梗塞を発症した一例

髙橋泰樹

羽賀智明、桐谷元樹、大垣内琢也
岡本峻幸、早川　輝、櫻井礼子
佐橋智博、堀　仁美、中込敏文
畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、金子鎮二、篠田政典
（心臓外科）
佐久本一樹、小林明裕、野田美香
川口　鎮、荒木善盛

日本循環器学会第16２
回東海・第1４7回北陸
合同地方会

10月２1日

8

中心静脈栄養中に進行する視神経
障害で発症し、セレン欠乏症によ
る栄養欠乏性視神経症の診断に
至った一例

宮澤実里
池田昇平、足立涼輔、市川　慶
大村政人、佐藤萌美、武重万里子
冨田　稔、服部直樹

第４1回日本神経治療学
会学術集会 11月 ５日

9
ＲＣAの巨大血栓を伴う亜急性心筋
梗塞に対して、血栓吸引が有効で
あった一例

上手万里

羽賀智明、大垣内琢也、桐谷元樹
岡本峻幸、早川　輝、櫻井礼子
佐橋智博、堀　仁美、中込敏文
畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、金子鎮二、篠田政典

日本心血管インターベ
ンション治療第４9回東
海北陸地方会

11月10日

10

Ｓtanfoｒd A型急性大動脈解離の周
術期に発症したLＭＴ-LADの偽腔
形成による急性心筋梗塞に対して
pｒimaｒy ＰＣＩを施行した一例

髙橋泰樹

羽賀智明、桐谷元樹、大垣内琢也
岡本峻幸、早川　輝、櫻井礼子
佐橋智博、堀　仁美、中込敏文
畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
窪田龍二、金子鎮二、篠田政典

日本心血管インターベ
ンション治療第４9回東
海北陸地方会

11月10日

11
呼吸筋麻痺を主症状とし呼吸不全
で死亡したＴDＰ４３病理を伴う筋委
縮性側索硬化症の1剖検例

加納夏実

池田昇平、市川　慶、大村政人
高橋美江、冨田　稔、服部直樹
（愛知医科大学）
陸　雄一、岩崎　靖

第167回日本神経学会
東海北陸地方会 11月18日

12 神経線維腫症Ⅰ型併存血胸に対し
止血術を施行した一例 市野貴弘 石谷紗希、秋葉嘉将、伊藤俊成

岡阪敏樹
第61回愛知臨床外科学
会 ２月11日

13 心膜炎を合併した抗AＲＳ症候群の
1例 五十嵐達哉 伊藤怜花、加藤誓子、渡口賢隆

西本泰浩、山田崇義
第２５２回日本内科学会
東海地方会 ２月18日

14 抗LGＩ1抗体陽性辺縁系脳炎3例の
検討 足立涼輔

大村政人、市川　慶、佐藤萌美
武重万里子、池田昇平、高橋美江
冨田　稔、服部直樹

第168回日本神経学会
東海北陸地方会 ３月 9日

15
小児期に外傷再建歴があり膣狭窄
と両側卵管留膿腫による直腸瘻を
生じた一例

前野有美 田中梨紗子、堂山　瑶、新保暁子
新城加奈子、針山由美、神谷知都世

第1４４回東海産婦人科
学会 ３月10日

16 折れた六角レンチによる鋭的肝損
傷の1例 中川竣介

山口真和、世古口英、加藤健宏
権田紘丈、石田航大、藤澤建太
古井　香

第60回日本腹部救急医
学会総会 ３月２1日

診療放射線室
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1

循環器領域における皮膚障害リス
クのある患者への対応について被
ばく線量管理システムを利用した
当院の運用

村山和宏 ＣVＩＴ２0２３ 8月 ５日

2
冠動脈ＣＴ検査における最新のモー
ションアーチファクト補正技術
（Ｃaｒdio Ｓtillshot）の有用性

柴田英樹 小寺直人、畳　陽祐、窪田龍二
小澤　功

Ｍedix Focus（web公
開のみ） WＥB発表

3

VＩＳUAL ＥVALUAＴＩOＮ OF 
ＣOＲOＮAＲY ＣＴ ＩＭAGＥＳ 
UＳＩＮG　LAＴＥＳＴ ＭOＴＩOＮ 
AＲＴＩFAＣＴ ＣOＲＲＥＣＴＩOＮ 
ＴＥＣHＮＩQUＥ

柴田英樹

HKosuke Ｍatsubaｒa、
Ｎaoto Koteｒa、Yosuke Ｔatami、
Ｒyuji Kubota、Ｒyo Yoshida、
Ｒyosuke Ｔsuchida、
Ｉsao Kozawa

２４th Asia-Austｒalasia 
Ｃonfeｒence of 
Ｒadioloｇical 
Ｔechnoloｇists 
(AAＣＲＴ)

8月11日
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4

心臓ＣＴにおける動態ファント
ムを用いたmotion coｒｒection 
ｒeconstｒuctionと血管移動速度の関
係性について

柴田英樹 村瀬貴之、小原亮太、吉田　亮
瓜倉厚志、松原孝祐、小澤　功

第５1回日本放射線技術
学会秋季学術大会 10月２7日

5 脊椎後方固定手術における放射線
被ばくについて 鈴木孝規 令和５年度第1回西三

地区会研修会 9月1４日

6
当院における被ばく線量管理の現
状～DoseＭanaｇeｒ導入後の変更点
～

岡本昂樹 村山和宏、小林晋也、黒瀬颯太
第４9回日本心血管イン
ターベンション治療学
会

11月10日

7 安城更生病院における静脈路確保
の取り組み 椿原隆寿 第1５回中部放射線医療

技術学術大会 11月２6日

8 JA愛知厚生連における人財育成教
育プロジェクト活動について 椿原隆寿

第10回厚生連放射線科
医療機器ライフサイク
ルコスト会議

11月２9日

講演会等講師
講演会名及び演題名 演者 主催 月日

1 O-aｒm等　術中放射線被ばくにつ
いて 鈴木孝規 第20回日本側弯症学会　研修セミナーアドバンスコース 7月 1日

会長・司会・座長
会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 月日

1 座長 柴田英輝 第79回日本放射線技術学会総会学術大会 ４月1３日

2 会長 深田真司 愛知県診療放射線技師会西三地区会 ４月1日～

3 座長 深田真司 愛知県診療放射線技師会第1回研修会 ５月1３日

4 司会 深田真司 愛知県診療放射線技師会第33回診療放射線技師フォーラム 11月16日

5 司会 深田真司 第34回東三河ＣＴ研究会 1月1３日

6 司会 深田真司 愛知県診療放射線技師会学術大会 ３月17日

臨床検査室
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1
血液培養よりＭycobacteｒoides 
abscessus complexが検出された一
例

加藤雄大 松本美咲、杉山裕衣、松久保修
永田悠起、木村有里、田中浩一

第7２回日本医学検査学
会 ５月２0日

2 トレッドミル運動負荷試験にて迷
走神経反射を疑った1例 髙本智史 牧野恭子、高橋礼子、藤田啓介

宮地文子、下竹美由紀、田中浩一
第7２回日本医学検査学
会 ５月２0日

3 貯血式自己輸血における臨床検査
技師としての取り組み 木村有里 辻　太一、太田恭太郎、小見山貴代美

泉あかね、山口佳代、金山康秀

第３6回日本自己血輸
血・周術期輸血学会学
術総会

6月17日

4 JA愛知厚生連就職websセミナーを
企画しての効果 梅村美穂 加藤雄大、桂川陽平、和田裕司

宮地文子、田中浩一
第２２回愛知県医学検査
学会 7月 ２日

5
胸腔内洗浄液のフローサイトメト
リー検査が再発診断に繋がった形
質細胞腫の一例

酒巻尚子 藤上卓馬、蒲澤康晃、田中浩一
原田靖彦

第２２回日本検査血液学
会学術集会 7月３0日

6 当院において胆汁細胞診より検出
されたランブル鞭毛虫の一例 齊間香奈

中島孝輔、榊原達朗、鈴木康太
藤井優子、黒木雅子、木村有里
田中浩一

第２２回愛知県医学検査
学会 7月 ２日
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7 生理検査における患者急変訓練 福井紅葉 髙本智史、藤田啓介、宮地文子
高橋礼子、下竹美由紀、田中浩一

第２２回愛知県医学検査
学会 7月 ２日

8 当院における新型コロナウイルス
感染症の検査体制と臨床支援 坪崎由夏 窄中美帆、伊藤彰洋、永田篤志

田中浩一
第２２回愛知県医学検査
学会 7月 ２日

9
当院の血液培養検査における第3世
代セファロスポリン系薬耐性菌の
迅速報告体制と臨床的有用性

永田 悠起

酒井幹康、駒井博子、渡口賢隆
田中浩一、木村有里、松久保修
杉山裕衣、横山美咲、浅井梨乃
川端　厚

第7２巻 ５号　日本農村
医学会雑誌 誌上発表

10 当院臨床検査室におけるタスク・
シフト/シェアに向けた取り組み 髙本 智史 藤田啓介、高橋礼子、宮地文子

下竹美由紀、田中浩一
第7２回日本農村医学会
学術総会 10月２0日

11 愛知県豊田加茂地域における感染
対策地域連携体制 永田 悠起

駒井博子、木村有里、松久保修
杉山裕衣、横山美咲、浅井梨乃
田中浩一

第7２回日本農村医学会
学術総会 10月２0日

12 当院におけるがん関連遺伝子検査
の品質向上への取り組み 榊原達朗

中島孝輔、齊間香奈、加藤雄大
藤井優子、黒木雅子、木村有里
田中浩一

第7２回日本農村医学会
学術総会 10月２0日

13 Ｓtｒeptococcus aｇalalactiae 菌血症
の臨床的特徴の解析 加藤雄大 松本美咲、杉山裕衣、松久保修

永田悠起、木村有里、田中浩一 第7２巻 ４号　医学検査 誌上発表

14 当院側彎症手術における最終波形
と述語麻痺の関係 林　健太 髙本智史、棉本友香、近藤　香

井元悠太
第５３回日本臨床神経生
理学会学術大会 1２月 1日

15 次世代を担う若手技師のスキル
アップへの取り組み 加藤雄大 令和５年度中部圏支部

医学検査学会 1２月 ２日

16 当院におけるＣoｒynebacteｒium属
血液培養陽性例の後方視的検討 加藤雄大 第３５回日本臨床微生物

学会総会・学術集会 ２月 9日

講演会等講師
講演会名及び演題名 演者 主催 月日

1 厚生連８病院　緊急臨床検査士育
成支援　WＥB講習会　輸血検査 松﨑有希奈 厚生連臨床検査技師会 ５月２8日

2 厚生連８病院　緊急臨床検査士育
成支援　WＥB講習会　生化学検査 坪﨑由夏 厚生連臨床検査技師会 ５月２8日

3 厚生連８病院　緊急臨床検査士育
成支援　WＥB講習会　血液検査 梅村美穂 厚生連臨床検査技師会 ５月２8日

4 2023年度臨床検査部会オンライン
セミナーVol.1 宮地文子 公益社団法人 全国自治体病院協議会 6月1４日

5
厚生連８病院　緊急臨床検査士育
成支援　WＥB講習会　輸血検査の
解説

松﨑有希奈 厚生連臨床検査技師会 6月17日

6
厚生連８病院　緊急臨床検査士育
成支援　WＥB講習会　生化学検査
の解説

坪﨑由夏 厚生連臨床検査技師会 6月17日

7
厚生連８病院　緊急臨床検査士育
成支援　WＥB講習会　血液検査の
解説

梅村美穂 厚生連臨床検査技師会 6月17日

8

Ｐｒo/Ｃonセッション　どうする血
液培養の夜間対応　陽性ボトルの
塗沫判定・結果報告　報告するvs
報告しない

加藤雄大 日本ベクトン・ディッキンソン株式会社 6月２４日

9
愛臨技微生物検査研究班研究会　
頻出菌を学びなおす　Klebsiella　
pneumoniae　同定と感受性

加藤雄大 愛知県臨床検査技師会 7月 1日

10
第20回日本側弯症学会研修会セミ
ナー　～当院における術中脊髄モ
ニタリングの取り組み～

林　健太 日本側弯症学会 7月1日～
7月２日
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11 超音波造影業務におけるタスク・
シフト/シェア 宮地文子 公益社団法人 全国自治体病院協議会 7月1日～

10月３1日

12

第38回日本神経生理検査研究会　
中部支部研修会　～神経伝導検査
の基礎～基礎を学んで明日から活
かそう～

髙本智史 日本神経生理検査研究会　 9月３0日

13 第9回三河関節エコー研究会 宮地文子 三河関節エコー研究会・アステラス製薬株式会社 1２月 1日

14 血液検査班基礎講座　末梢血液標
本の見方 蒲澤康晃 愛知県臨床検査技師会 1月２1日

15
令和5年度愛臨技スキルアップ研
修会「続！高齢者領域の検査解
釈」Ｒ-ＣＰＣ

藤田啓介 愛知県臨床検査技師会 1月２8日

16 令和5年度愛臨技精度管理調査報
告会　血液検査研究班 藤上卓馬 愛知県臨床検査技師会 ２月10日

17 令和5年度愛臨技精度管理調査報
告会　血液検査部門 藤上卓馬 愛知県臨床検査技師会 ３月10日

会長・司会・座長
会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 月日

1 司会 加藤雄大 厚生連８病院　緊急臨床検査士育成支援　WＥB講習会 ５月２8日

2 司会 加藤雄大 厚生連８病院　緊急臨床検査士育成支援　模擬試験 6月17日

リハビリテーション室
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 医師主体から多職種チーム主体の
心不全地域医療連携を目指して 松沢　匠

窪田龍二、牧知香子、中根麻貴
北平美紅、長谷川麻紀、加藤恭平
足立大典

第２7回日本心不全学会
学術集会 10月 6日

2 近年の当院におけるWallenbeｒｇ症
候群患者の傾向 萩野周作 池田昇平、渡口賢隆

第２9回摂食嚥下リハビ
リテーション学会学術
大会

9月 ３日

3
外来透析患者に対する透析中の運
動療法における当院での取り組み
と効果

山口梨恵
舟橋宏樹、畑　康夫、酒出篤弥
松田奈美、鈴木歩美、千々岩尚子
倉田久嗣

第7２回農村医学会学術
大会 10月２0日

臨床工学室
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1
左心室起源のＰVＣに対するアブ
レーション中にＳＴ上昇を来した一
例

遠藤泉樹
篠田政典、窪田龍二、兵藤好行
沖島正博、酒出篤弥、辻川圭亮
西山和芳

第４8回 ＣVＩＴ 東海北
陸地方会 ５月1２日

2
当院における高気圧酸素療法の変
遷～第1種装置の2台運用による
効果～

谷川祐樹 兵藤好行、沖島正幸、酒出篤弥
西山和芳

愛知県臨床工学技士会 
第18回学術大会 6月 ４日

3 腹水濾過濃縮再静注法（ＣAＲＴ）
における患者認証システムの導入 谷　亮太

菅　森歩、佐野公俊、酒出篤弥
沖島正幸、兵藤好行、松﨑友希奈
松井貴弘、熊谷美希、木村有里

第68回日本透析医学会
学術集会・総会 6月16日

4 災害　市街時における地域連携強
化の取り組み 佐野公俊 兵藤好行、沖島正幸、酒出篤弥

岩屋奈央子、近藤紀暁
第68回日本透析医学会
学術集会・総会 6月16日
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5 院内独自のワークシートを用いて
ＳyncAV Ｐlus設定を効率的に 辻川圭亮 金子鎮二、中込敏文、藤田雅也 第69回日本不整脈心電

学会学術大会 7月 8日

6 高気圧件数増加のための一案～今
後の当院の将来を見据えて～ 西山和芳 谷川裕樹、兵藤好行

第 ４回日本高気圧環
境・潜水医学会東海北
陸地方会

7月 8日

7 Open ＩＣU専任ＣＥにおける呼吸療
法業務の展望 沖島正幸

兵藤好行、小川正博、酒出篤弥
辻川圭亮、近藤浩史、西山和芳
斎藤委住、谷亮太

第３３回日本臨床工学会 7月２1日

8
経営者の違いによって生じうる医
療機器更新時の方針と機器管理者
のジレンマ

沖島正幸
兵藤好行、小川正博、酒出篤弥
辻川圭亮、近藤浩史、西山和芳
斎藤委住、谷　亮太

第３３回日本臨床工学会 7月２２日

9

左心室起源のアブレーション中に
発生した冠動脈解離膣の特徴的な
ＩVUＳ画像とその発生機序について
の考察

遠藤泉樹
窪田龍二、辻川圭亮、酒出篤弥
小川正博、沖島正幸、兵藤好行
羽賀智明、畳　陽祐、篠田政典

第３1回日本心血管イン
ターベンション治療学
会ＣVＩＴ２0２３学術集会

8月 ４日

10 当院ＩＣUにおける呼吸療法領域の
理想と現実 沖島正幸 シンポジスト 第４５回日本呼吸療法医

学会学術集会 8月 ５日

11 高気圧酸素療法を併用した脊椎炎
に対する過去3年間の治療成績 西山和芳 谷川裕樹、兵藤好行

第５7回日本高気圧環
境・潜水医学会学術総
会

9月２２日

12 当院におけるda vinci業務の導入 澤田知広
兵藤好行、沖島正幸、小川正博
酒出篤弥、辻川圭亮、西山和芳
近藤浩史、谷　亮太、斎藤委住

第7２回日本農村医学会
学術総会 10月19日

13 臨床工学技士のタスクシフト・
シェアに関する当院の考察 沖島正幸

兵藤好行、小川正博、酒出篤弥
辻川圭亮、近藤浩史、西山和芳
斎藤委住、谷　亮太、遠藤泉樹
澤田知広、佐野公俊、日焼功貴
菅　森歩、手嶋優貴、谷川祐樹
前田優作、市川愛梨、増元聖真

第7２回日本農村医学会
学術総会 10月２0日

14 心カテ業務独り立ちへの道 前田優作
辻川圭亮、三宅真咲、手嶋優貴
日焼功貴、遠藤泉樹、羽賀智明
畳　陽祐、窪田龍二、篠田政典

第４9回日本心血管イン
ターベーション治療学
会　東海北陸地方会

11月10日

15
OＣＴ撮像時にＰush法にて血球除去
不良が見られたがDＩＴにて良質な
画像が得られた症例の検討

遠藤泉樹
篠田政典、窪田龍二、兵藤好行
沖島正幸、小川正博、酒出篤弥
辻川圭亮、西山和芳

第４9回日本心血管イン
ターベーション治療学
会　東海北陸地方会

11月10日

16 OＣＴを用いて画像診断に至った急
性冠動脈症候群の1例 手嶋優貴

篠田政典、窪田龍二、疊　陽祐
羽賀智明、沖島正幸、小川正博
酒出篤弥、辻川圭亮、遠藤泉樹
前田優作

第４9回日本心血管イン
ターベーション治療学
会　東海北陸地方会

11月11日

17 Omnipolaｒ Ｔechnoloｇyにて心房頻
拍の起源が特定され奏功した一例 辻川圭亮 金子鎮二、中込敏文、藤田雅也

日本不整脈心電学会 
カテーテルアブレー
ション関連秋期大会
２0２３

11月18日

18 アブレーション業務における教育
の効率化 日焼功貴 辻川圭亮、中込敏文、藤田雅也

金子慎二

日本不整脈心電学会　
カテーテルアブレー
ション関連秋期大会
２0２３

11月18日

19 FＲGalantai社製クリーニングブラ
シＰULLＴHＲU2の使用経験 西山和芳 寄稿 機関誌AB Ｉ Ｓ 雑誌

「WALK OＮ」 1２月掲載

20 ＳyncAV ＣＲＴの有用性について
（Abbott社） 辻川圭亮 寄稿 Abbott　機関誌 1月掲載

21 当院における手術関連映像システ
ムについて語り合う 澤田知広 パネリスト

第４6回日本体外循環技
術医学会東海地方学術
大会

1月２8日
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22 Ｃlosed Loop Ｓtimulationが心房細動
発生を抑制する可能性 辻川圭亮

金子鎮二、中込敏文、藤田雅也
西山和芳、酒出篤弥、小川正博
沖島正幸、兵藤好行

第16回植込みデバイス
関連冬季大会 ２月10日

23 集中治療領域での臨床工学技士の
呼吸療法教育 沖島正幸 澤田知広、谷　亮太、斎藤委住

中島成隆、竹村元太、中田　陸
第５1回日本集中治療医
学会学術集会 ３月1４日

24 集中治療室における臨床工学技士
のＰOＣUＳ介入について 谷　亮太 澤田知広、斎藤委住、沖島正幸

中島成隆、竹村元太、中田　隆
第５1回日本集中治療医
学会学術集会 ３月1４日

25 臨床工学技士の観点からＰＩＣＳ環境
因子を考察する 齊藤委住 澤田知広、谷　亮太、沖島正幸

中島成隆、竹村元太、中田　陵
第５1回日本集中治療医
学会学術集会 ３月1４日

26 Abbott社製ＳecuｒeＳense機能によ
り不適切動作を回避した一例 辻川圭亮

金子鎮二、中込敏文、藤田雅也
西山和芳、酒出篤弥、小川正博
沖島正幸、兵藤好行

第４回日本不整脈心電
学会　東海北陸支部地
方会

３月２３日

講演会等講師
講演会名及び演題名 演者 主催 月日

1 自己血回収装置、術中管理　セミ
ナーアドバンスコース 近藤浩史 日本側弯症学会 7月1～

２日

2 自発呼吸試験（ＳBＴ）ハンズオン 沖島正幸 日本臨床工学会 7月２1日

3 周術期における人工呼吸管理 沖島正幸 日本集中治療医学会東海地方会ＣＥセミナー 9月２３日

4 豊田厚生のＣAＲＴ 谷　亮太 タカトリ ＣAＲＴセミナー 9月２7日

5 自発呼吸試験（ＳBＴ）の関わり 沖島正幸 福井県臨床工学技士会呼吸療法セミナー 11月 7日

6 旭化成メディカルと豊田厚生病院
の輪 酒出篤弥 旭化成メディカル社内講演会 ２月1５日

7 当院のペースメーカ外来について 辻川圭亮 日本文化連　臨床工学部会 ３月1５日

会長・司会・座長
会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 月日

1 世話人 兵藤好行 第4回日本高気圧環境潜水医学会　東海北陸地方会 7月 8日

2 座長 兵藤好行 第4回日本高気圧環境潜水医学会　東海北陸地方会 7月 8日

3 座長 辻川圭亮 東海テクニカルセミナー2023 7月２9日

4 座長 沖島正幸 第23回中部臨床工学会 10月２8日

5 コメンテーター 辻川圭亮 AbbottコメディカルWebセミナー 1２月11日

栄養管理室
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 誰も教えてくれなかった看取りの
栄養ケア 森　茂雄 ニュートリションケア 誌上発表

2
ケアラージティースプーン導入に
よる食具の共有化～患者サービス
と医療安全の観点から～

森　茂雄

大田　遥、久保早絢、池田広奈
日比祥代、脇阪涼子、江口真奈美
鈴木祥子、川合　舞、松井　都
澤井喜邦

第３8回日本臨床栄養代
謝学会 ５月 9日

3 がんばる栄養士を応援します！わ
たしたち施設の期待の星 日比祥代 ニュートリションケア 誌上発表

4 パントリー（病棟）配膳における
業務内容と人員配置の課題整理 三河太一 鈴木祥子 第7２回日本農村医学会 7月1５日

5

地域基幹病院からみた在宅栄養ケ
アのアウトカム. パネルディスカッ
ションⅢ「在宅や地域の事例から
栄養ケアのアウトカムを考える」

森　茂雄 第10回日本在宅栄養管
理学会 7月16日

研究実績
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6

人生の最終段階を含めた虚弱高齢
者に対する食支援の在り方につい
て―多職種に対する質問票による
課題検討―．公益社団法人勇美記
念財団　助成事業報告．

森　茂雄 第10回日本在宅栄養管
理学会 7月16日

7
人生の最終段階を含めた虚弱高齢
者に対する食支援に対する食支援
の在り方に関する研究

森　茂雄
公益社団法人在宅医療
助成　勇美財団２0２1年
度助成事業報告

誌上発表

8

人生の最終段階を含めた高齢者に
対する食支援の在り方について－
多職種に対する質問票による課題
検討ー

森　茂雄 日本在宅栄養管理学会
誌10巻 ２号 誌上発表

9 終末期の食支援に関わる管理栄養
士に対するVＳＥDの認識調査 森　茂雄 第２7回日本病態栄養学

会 1月２8日

10 人生の最期まで食事を楽しめるレ
シピ集 森　茂雄

一般社団法人日本在宅
栄養管理学会監修　学
際企画

誌上発表

11 地域機関病院における濃厚流動食
の使用状況の調査 日比祥代 森　茂雄、鈴木祥子、澤井喜邦 第３9回日本臨床栄養代

謝学会 ２月1５日

12 特定集中治療室における早期栄養
介入管理加算体制構築の取り組み 森　茂雄 第３9回日本臨床栄養代

謝学会 ２月16日

講演会等講師
講演会名及び演題名 演者 主催 月日

1 管理栄養士モリーの経腸栄養の初
心者脱出 森　茂雄 メディカ出版　オンラインセミナー ５月1日～３

月３1日

2 看取りの栄養ケア 森　茂雄 山梨県栄養士会 7月２２日

3 診療報酬を意識した病棟業務への
取り組み 森　茂雄 ステップアップセミナー 8月５日～8

月6日

4 第2回どうする管理栄養士　臨床栄
養のプロになるための技術 森　茂雄 大塚製薬工場株式会社　 9月1３日

5 管理栄養士の病棟業務の実際 森　茂雄 岩手県立病院栄養士会 9月３0日

6 高齢者の栄養管理 森　茂雄 千葉県栄養士会 10月1５日

7 栄養管理ケアプロセスについて 森　茂雄 愛知県栄養士会 11月 ５日

8 栄養士の役割と連携 森　茂雄 日本福祉大学中央福祉専門学校　介護福祉科 11月２8日

9 摂食嚥下障害の基礎講座 森　茂雄 ステップアップ 1２月２３日

10 臨床栄養スキルアップセミナー 森　茂雄 ステップアップ ３月16日～
３月17日

会長・司会・座長
会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 月日

1 排泄ケア・スキンケア他. 座長 森　茂雄 第38回日本臨床栄養代謝学会 ５月10日

薬剤部
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1
入退院支援センターおよび持参薬
外来における薬剤師の役割と業務
改善への取り組み

金井彩音 横山尚美、成瀬加代、祢宜田和正
三宅芳男、服部直樹 第7３回日本病院学会 9月２２日

2 入退院支援センターにおける薬剤
師業務について 柴田あゆみ 横山尚美、前田健晴、祢宜田和正

三宅芳男
第7２回農村医学会学術
大会 10月２0日

研究実績
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3

Ｅscheｒichia coliおよびKlebsiella 
p n e umon i a e菌血症における
cefpodoximeディスクを用いた迅速
耐性スクリーニングの効果

酒井幹康
酒井隆全、永田悠起、駒井博子
三宅芳男、渡口賢隆、川端　厚
大津史子

第３３回日本医療薬学会
年会 11月 ３日

4
ＣOVＩD-19患者の外来治療における
ニルマトレルビル/リトナビルの費
用対効果

水野貴仁 近藤　有、酒井幹康、實安健市
小嶋亮太、三宅芳男

第３３回日本医療薬学会
年会 11月 ３日

5

Ｃost-effectiveness of 
niｒmatｒelviｒ/ｒitonaviｒ foｒ hiｇh-
ｒisk adult outpatients with 
ＣOVＩD-19 in Japan

水野貴仁 近藤　有、酒井幹康、實安健市
小嶋亮太、三宅芳男

Jouｒnal of Ｉnfection 
and Ｃhemotheｒapy 誌上発表

6
当院における免疫チェックポイン
ト阻害薬使用患者の副腎機能検査
実施状況

榊原崇芳 近藤　有、間瀬　悟、三宅芳男 第３３回日本医療薬学会
年会 11月 ４日

7
全身麻酔下産婦人科手術における
5-HＴ3受容体拮抗薬の術後悪心嘔
吐に対する効果の検討

蟹江千雛 酒井幹康、戸田州俊、大岩由香里
三宅芳男

第３３回日本医療薬学会
年会 11月 ３日

8
DＰＣデータを用いた抗菌薬サー
ベイランスの精度評価～Ｐoint 
pｒevalence suｒveyと比較して～

酒井幹康 酒井隆全、渡口賢隆、川端　厚
三宅芳男、大津史子

第４５回日本病院薬剤師
会近畿学術大会 1月２7日

9

Ｅffect of ｒapid cefpodoxime disk 
scｒeeninｇ foｒ eaｒly detection of 
thiｒd-ｇeneｒation cephalospoｒin 
ｒesistance Ｅscheｒichia coli and 
Klebsiella pneumoniae bacteｒemia

酒井幹康
酒井隆全、永田悠起、駒井博子
三宅芳男、渡口賢隆、川端　厚
大津史子

Jounal of 
Ｐhaｒmaceutical Health 
Ｃaｒe and Ｓciences

誌上発表

地域医療福祉連携部
学会・研究会発表

演題 発表者 協同研究者 学会名・雑誌名 月日

1 当院精神科外来におけるＳWの取
り組み 八木隆太 第9回愛知県精神保健

福祉士大会 ２月 ３日

講演会等講師
講演会名及び演題名 演者 主催 月日

1
愛知医療通訳システム養成講座
「医療機関の仕組みと医療保険制
度」

医療福祉相談課長　杉村龍也 愛知県 7月30日

2 豊田市市民後見人養成講座
「医療機関と公的医療保険制度」 医療福祉相談課長　杉村龍也 豊田市成年後見支援セ

ンター 8月19日

3
愛知県医療ソーシャルワーカー協
会新任者研修・医療費、生活相談
～医療保険制度・障害年金～

医療福祉相談係長　八木隆太 愛知県医療ソーシャル
ワーカー協会 10月28日

4
訪問看護師育成事業　がん看護・
難病看護　～ＭＳWからみる地域を
支える～

医療福祉相談課長　杉村龍也 豊田市訪問看護師育成
センター 11月16日

研究実績
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院内研修活動　全体講演会・全体発表会

２．院内研修活動

１．全体講演会・全体発表会
№ 題　　名 講　　師 主催部署・主催委員会 開催日

1 第３５回医療安全全体研修 ＳafetyＰlus e-ラーニング研修 医療安全対策委員会 ２0２３.7.３～
7.３1

2 第２５回感染対策委員会全体講演
会 ＳafetyＰlus e-ラーニング研修 感染対策委員会 ２0２３.9.４～

9.２9

3 第３6回医療安全全体研修
ＳOＮＰOリスクマネジメント㈱
シニアコンサルタント
足立尚人　氏

医療安全対策委員会
２0２３.10.２５
２0２３.10.３0～
２0２３.11.２7

4 第 1 回豊田厚生病院主催　医療
倫理と臨床倫理

日本文化連厚生農業協同組合連
合会　特任指導職　高瀬浩造 教育研修課 ２0２３.1２.6

5 第 ３ 回Ｒapid Ｒesponse Ｓystem
（ＲＲＳ）院内研修

東京ベイ・浦安市市川医療セン
ター　内藤貴基　氏

救命救急センター病棟委
員会

２0２３.10.1～
10.３1

6 第 ３ 回褥瘡予防対策委員会全体
講演会

皮膚・排泄ケア認定看護師
福岡沙織 褥瘡予防対策委員会 ２0２３.10.10～

11.10

7 第 ２ 回情報セキュリティに関す
る研修 ― 医療情報係 ２0２３.10.２３～

２0２４.1.３1

8 第1２回臓器移植倫理委員会全体
講演会

藤田医科大学保健衛生学部看護
学科准教授　朝居朋子　氏 臓器移植倫理委員会 ２0２４.２.５

9 第２0回患者サービス向上委員会
全体講演会

and my・・・
代表　前川由希子　氏 患者サービス向上委員会 ２0２４.２.1～

２.1５

10 第1５回医療安全フォーラム ― 医療安全対策委員会 ２0２４.1.9～２.9

11 認知症サポーター養成講座 認知症看護認定看護師
石川雅恵 地域包括支援センター ２0２４.２.２0

12 第２３回保険診療委員会講演会 ― 保険診療委員会 ２0２４.1.1５～
1.３1

13 第1５回豊田感染症フォーラム ＳafetyＰlus e-ラーニング研修 感染対策委員会 ２0２４.２.1３～
３.8

14 第 6 回認知症サポート委員会講
演会 ― 認知症サポート委員会 ２0２４.２.1～

２.２8

15 第19回かも学会 ― 教育委員会 ２0２４.２.1３～
２.1４

16 第２8回豊田がんフォーラム 名古屋大学医学部附属病院
山田剛大　氏 緩和ケア委員会、企画課 ２0２４.３.２1

17 第 ２ 回虐待対応委員会　研修 ― 虐待対応委員会 ２0２４.３.1～
３.1５

18 第 ４ 回Ｒapid Ｒesponse Ｓystem
（ＲＲＳ）院内研修 ― 救命救急センター病棟委

員会
２0２３.３.1～

３.３1

19 クリニカルパス研修 ― クリニカルパス委員会 ２0２３.1２.２9～
２0２４.1.３1

20 第２４回保険診療委員会講演会 ― 保険診療委員会 ２0２４.３.1５～
３.２9

21 第 ２ 回骨粗鬆症に対する知識の
共有とFLＳの意義について 整形外科医長　服部恭典 二次性骨折予防管理カン

ファレンスチーム
２0２４.３.19～

３.３1
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院内研修活動　全体講演会・全体発表会

２．研修会・勉強会

№ 題　　名 講　　師 主催部署・主催委員会 開催日

1 令和 ５年度新入職員研修 ― 教育委員会 ２0２３.４.４～４.５

2 第6４回豊田厚生病院ＩＣLＳ講習会 救命救急センター副センター長
中島成隆

救命救急センター外来委
員会 ２0２３.４.8

3 第9５回令和 ５年 ４月薬剤師勉強
会

緩和ケア内科代表部長　
松　雅人 薬剤部 ２0２３.４.19

4 第96回BLＳ/AＥD研修会 看護部　宇野由似菜、中山　栞 救命救急センター外来委
員会 ２0２３.6.8

5 第97回BLＳ/AＥD研修会 看護部
藤﨑裕子、伊豫田由希子

救命救急センター外来委
員会 ２0２３.9.1４

6 第98回BLＳ/AＥD研修会 看護部　市野愛実、宮地　徳 救命救急センター外来委
員会 ２0２３.1２.1４

7 第99回BLＳ/AＥD研修会 看護部　松本亜紀、宮田麻耶 救命救急センター外来委
員会 ２0２４.３.1４

8 第 1 回看護技術研修会 訪問看護ステーション長
齋藤靖子 訪問看護ステーション ２0２３.6.２1

9 第6４回豊田厚生病院ＩＣLＳ講習会 救命救急センター副センター長
中島成隆

救命救急センター外来委
員会 ２0２３.7.２２

10 第168回救急症例検討会 救命救急センター長　水野敬輔 救命救急センター外来委
員会 ２0２３.6.２9

11 第96回令和 ５年 6月薬剤師勉強
会

江南厚生病院　薬剤部薬剤課長
鈴木大介 薬剤部 ２0２３.6.9

12 第 ２ 回看護技術研修会 訪問看護ステーション長
齋藤靖子 地域医療連携課 ２0２３.7.1２

13 第 ３ 回看護技術研修会 感染制御係長　駒井博子 地域医療連携課 ２0２３.8.２

14 第 ４ 回看護技術研修会 感染制御係長　駒井博子 地域医療連携課 ２0２３.9.２0

15 第97回令和 ５年 8月薬剤師勉強
会 医療福祉相談課長　杉村龍也 薬剤部 ２0２３.8.16

16 第 9 回乳腺勉強会

副院長兼外科代表部長兼乳腺外
科部長　久留宮康浩
病理診断科代表部長兼臨床検査
管理部長　成田道彦
外科　丹羽多恵

外科主催、診療放射線室・
臨床検査室・健康管理セン
ター共催、地域医療連携課
事務局

２0２３.10.11

17 第 1 回BLＳ/AＥD臨時講習会
救命救急センター看護係長
岩下香代
看護部　宇野由似菜、中山　栞

救命救急センター外来委
員会 ２0２３.8.1４

18 第 9 回豊田厚生病院がん看護基
礎研修会

医薬情報係長　近藤有
看護課長　古橋美直子、中王子
美保
看護係長　吉田栄里、佐藤修秀、
古賀智美、稲熊幸子
看護部　藤本歩、安居　円

緩和ケア委員会 ２0２３.11.18～
11.19

19 第 ５ 回看護技術研修会 認知症看護認定看護師
石川雅恵 地域医療連携課 ２0２３.10.４

20 第 6 回看護技術研修会 認知症看護認定看護師
石川雅恵 地域医療連携課 ２0２３.11.1５

21 第98回令和 ５年10月薬剤師勉強
会 感染症内科代表部長　川端　厚 薬剤部 ２0２３.10.５



Toyotakosei Hospital Annual Report 2023 133

院内研修活動　全体講演会・全体発表会

22 第 ２ 回令和 ５年度新入職員研修 ― 教育委員会 ２0２３.10.２

23 第66回豊田厚生病院ＩＣLＳ講習会 循環器内科　大橋大器 救命救急センター外来委
員会 ２0２３.10.２1

24 令和 ５年度「診療放射線の安全
利用の研修」 ＳafetyＰlus e-ラーニング研修 放射線診断科・診療放射

線室
２0２３.11.1３～

1２.8

25 第 1 回医薬品安全使用のための
研修会 ＳafetyＰlus e-ラーニング研修 医療安全管理室、薬剤部、

医薬品安全管理責任者
２0２３.10.1～

10.３1

26 第 1 回診療協同部合同研修会 リハビリテーション室長
仲川　賢 診療協同部 ２0２３.10.２7

27 第169回救急症例検討会 救命救急センター長　水野敬輔 救命救急センター外来委
員会 ２0２３.9.２8

28 第170回救急症例検討会 救命救急センター長　水野敬輔 救命救急センター外来委
員会 ２0２３.1２.1４

29 第 7 回看護技術研修会 緩和ケア認定看護師　安居　円 地域医療連携課 ２0２３.1２.6

30 第 8 回看護技術研修会 緩和ケア認定看護師　安居　円 地域医療連携課 ２0２４.1.17

31 第10回乳腺勉強会

副院長兼外科代表部長兼乳腺外
科部長　久留宮康浩
病理診断科代表部長兼臨床検査
管理部長　成田道彦
外科　丹羽多恵

外科主催、診療放射線
室・臨床検査室・健康管
理センター共催、地域医
療連携課事務局

２0２４.２.２1

32 第67回豊田厚生病院ＩＣLＳ講習会 救命救急センター副センター長
中島成隆

救命救急センター外来委
員会 ２0２４.1.1３

33 第４1回オストミー友の会
リハビリテーション室　吉田成見
皮膚・排泄ケア認定看護師
福岡沙織

医療福祉相談課 ２0２４.２.16

34 第 ２ 回医療機器安全使用のため
の研修会 臨床工学室　澤田知広

臨床工学室、医療安全管
理部、医療機器安全管理
責任者

２0２３.1２.５～
２0２４.1.５

35 第99回令和 6年 ２月薬剤師勉強
会 皮膚科代表部長　鈴木伸吾 薬剤部 ２0２４.２.1

36 第３0回医療事故ワークショップ
後藤・太田・立岡法律事務所
（愛知県厚生連顧問弁護士）
植木祐矢　氏

医療安全対策委員会 ２0２４.２.２9

37 第68回豊田厚生病院ＩＣLＳ講習会 救命救急センター　竹村元太 救命救急センター外来委
員会 ２0２４.３.２0

38 令和 ５年度豊田加茂医師会・豊
田厚生病院合同ＣＰＣ

総合内科　伊藤怜花、山田崇義
医師臨床研修科　小早川隼輝、
野本大二郎

内科（地域医療連携課事
務局） ２0２４.３.1３

39 第17２回救急症例検討会 救命救急センター長　水野敬輔 救命救急センター外来委
員会 ２0２４.３.6
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３．市民講座・市民公開講座

№ 題　　名 講　　師 主催部署・主催委員会 開催日

1 第111回がんサロン煌 がん相談支援係長　片寄智香子 医療福祉相談課 ２0２３.7.２1

2 第 1 回患者及び家族向け療養教
室

腎臓内科　渡邉絢史
栄養管理室　久保早絢 栄養管理室 ２0２３.9.２0

3 第 ２ 回患者及び家族向け療養教
室

内分泌・代謝内科代表部長
澤井喜邦
地域総合支援室　小森正子
栄養管理室　市川日向子

栄養管理室 ２0２３.10.18

4 第11２回がんサロン煌 外来がん治療認定薬剤師
加藤　潤 医療福祉相談課 ２0２３.10.２7

5 第 ３ 回患者及び家族向け療養教
室

臨床工学課　酒出篤弥
栄養管理室　寺本　早 栄養管理室 ２0２３.11.２9

6 第 ４ 回患者及び家族向け療養教
室

内分泌・代謝内科代表部長
澤井喜邦
薬剤部　小田康介
栄養管理室　中島朱希

栄養管理室 ２0２３.1２.1３

7 第11３回がんサロン煌 がん化学療法認定看護師
稲熊幸子 医療福祉相談課 ２0２３.1２.２２

8 第２５回市民公開講座
呼吸器外科代表部長　岡阪敏樹
乳腺外科　丹羽多恵
健康管理室長　西森陽子

教育委員会 ２0２４.２.17

院内研修活動　全体講演会・全体発表会
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委員会一覧

１．委員会一覧

令和3年3月末現在

名　　　称 設置
年月日 目的 開催回数

診
療
関
連

栄 養 食 事 委 員 会 (法）(保） Ｓ6３.４.1 豊田厚生病院の行う患者の食事療養と及び、賄食に関
する必要な事項を検討協議する 4回

治 験 倫 理 審 査 委 員 会 (法） H9.４.1

委員会は病院長の諮問に応じ、審査の対象とされる治
験及び臨床研究等が倫理的及び科学的に妥当であるか
を審査することを目的とする。医療の倫理性と患者の
人権保護に関する基本的事項を審議及び検討すること
を目的とする

6回

倫 理 委 員 会 Ｒ５.8.1 医療の倫理性と患者の人権保護に関する基本的事項を
審議及び検討することを目的とする 1回

輸 血 療 法 委 員 会 H10.6.1

「輸血療法の適正化に関するガイドライン」に示され
た望ましい輸血の管理体制に基づいた適切な輸血療法
を推進する（厚生省健康政策局通知健政発第502号、
平成元年9月19日制定「輸血療法の適正化に関するガ
イドライン」）

6回

臓 器 移 植 倫 理 委 員 会 H1４.４.1
医の倫理に基づき検討し、適正に実施する（平成9年
法律第104号臓器移植に関する法律（平成9年10月16
日施行））

6回

診 療 録 管 理 委 員 会 (保） H1２.４.２0
豊田厚生病院の診療録(電子カルテ含む)および印刷物
に関する事項について協議し、診療録の内容の向上と
適切な管理を行う

12回

研 修 管 理 委 員 会 (法） H11.５.1 豊田厚生病院および関連病院、関連施設における医師
臨床研修を統括管理する 3回

臨 床 研 修 委 員 会 (法） H２7.４.1

研修医がプライマリ・ケアの基本的な診療能力（態
度、技能、知識）を身につけ、『患者に適切な医療を
提供』できるようになる為に、臨床研修医プログラ
ム、各部署、各職種間との連携及び研修医の処遇など
を充実させる

12回

歯科医師研修管理委員会(法） H２４.４.1

歯科研修医が『歯科医師として患者を全人的な視点に
配慮した上で、基本的・総合的な臨床能力を修得し、
患者や家族の信頼に応じられる姿勢を身に付ける』こ
とを主旨として、歯科医師臨床研修医プログラム、各
部署、各職種間との連携及び研修医の処遇などを充実
させる

3回

栄 養 サ ポ ー ト 委 員 会 H1５.５.1 入院患者の栄養の評価と栄養改善に関する提言を行
い、栄養教育を支援する 11回

褥 瘡 予 防 対 策 委 員 会 H1５.５.1 入院患者の褥瘡の発生の予防をし、既造の褥瘡の治療
を集約的に行う 6回

摂 食 ・ 嚥 下 推 進 委 員 会 H16.４.1
豊田厚生病院における摂食・嚥下障害を有する患者の
機能評価および機能回復の推進に関する事項について
協議する

12回

ク リ ニ カ ル パ ス 委 員 会 H11.8.6
医療資源の効率的な活用と医療の質の向上を図り、ク
リニカルパスの作成とその運用についての協議を行
い、病院の発展に寄与する

1２回

化 学 療 法 委 員 会 H1５.10.17 豊田厚生病院の化学療法の安全かつ適正な運用を図
り、診療内容の向上に寄与する 12回
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名　　　称 設置
年月日 目的 開催回数

診
療
関
連

緩 和 ケ ア 委 員 会 H16.４.1
患者のQOLに配慮して様々な苦痛や症状の緩和を図る
ことを検討し、緩和医療の適応基準や緩和プログラム
の具体的な支援について協議する

6回

が ん ゲ ノ ム 医 療 委 員 会 Ｒ1.10.1
がんゲノム医療に関する検査について、運用の構築や
提供体制の整備を図るとともに、検査の実施や進捗状
況を管理する

1４回

電 子 カ ル テ 運 用 委 員 会 H２0.２.1 豊田厚生病院における医療情報システムを円滑に運用
する 6回

認 知 症 サ ポ ー ト 委 員 会 H２8.10.1
認知症の容態に応じた適時・適切な医療を提供するた
め、職員へ認知症患者のサポートに関する提言を行
い、認知症対応能力の向上を目的とする

6回

教
育
・
広
報

教 育 委 員 会 H1５.４.1 職員の知識および患者サービス向上を目的とする 6回

ボ ラ ン テ ィ ア 委 員 会 H6.４.1 職員とボランティアの協議により、地域の人たちのた
めの病院づくりの活動をする 4回

安
全
管
理
関
連

防 災 対 策 委 員 会 (法） H1.４.1

地震・火災・その他の災害が発生した場合に人的、物
的被害を最小限に防止するため防災管理対策を徹底す
ることを目的とする。また、災害拠点病院として常に
行動できるよう調整する。

10回

医療ガス安全管理委員会(法） H２.４.1
医療ガス（医療の用に供する酸素、各種麻酔ガス、吸
引、医用圧縮空気、窒素等をいう）設備の安全管理を
図り、患者の安全を確保する

1回

廃 棄 物 管 理 委 員 会 (法） H10.8.1

病院としての特殊性に鑑み、廃棄物処理法及び廃棄物
処理法に基づく感染性廃棄物処理マニュアルに従っ
て、主として感染性廃棄物を中心に、加えて一般廃棄
物および産業廃棄物について、厚生連廃棄物処理規程
に基づき必要な事項を定め、適正な処理を確保し、も
って生活環境の保全及び公衆衛生の向上、推進を図る

1回

感 染 対 策 委 員 会 (保） H３.４.1 豊田厚生病院における院内感染防止に関する事項につ
いて協議し、感染対策を立案、実施する 12回

医 療 安 全 対 策 委 員 会 (保） H1２.４.1 医療事故・再発防止・対策などを検討及び具体化し
て、患者に安全で質の高い医療を提供する 12回

医 療 事 故 防 止 対 策 委 員 会 H1４.４.1 重大な医療事故への具体的対応を行い、併せて再発防
止策を検討し、患者に安心と安全な診療を提供する 1回

虐 待 対 応 委 員 会 H1２.11.1
この委員会は、子ども虐待、高齢者虐待、障害者虐
待、配偶者暴力（DV）の予防及び早期発見と被虐待
児、被虐待者の救済を目的とする

6回

透析機器安全管理委員会(保） H２２.４.1 血液浄化療法を安全に運用するため、関連機器の管理
ならびに使用する透析液水質管理をする 3回

コ ン プ ラ イ ア ン ス 委 員 会 H２５.４.1
この委員会は、コンプライアンスに関する意識の向上
とコンプライアンス態勢の確立を図ることを目的とす
る

5回

業
務
改
善

患 者 サ ー ビ ス 向 上 委 員 会 H1３.２.6 医療はサービス業であるとの認識を持って患者により
良いサービスを提供する 12回

業 務 分 担 推 進 委 員 会 H２４.４.1 病院勤務医、看護職員・負担の軽減及び処遇の改善を
検討することを目的とする 3回
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委員会一覧

名　　　称 設置
年月日 目的 開催回数

経
営
関
連

薬 事 委 員 会 Ｓ５５.４.２２ 医薬品その他薬品の管理、適正使用、医療内容の向上
および病院経営の発展に寄与する 6回

医 療 材 料 委 員 会 H16.４.1 医療材料・検査試薬の管理及び適正合理化を図り、医
療内容の向上、病院経営の発展に寄与する 6回

購 買 委 員 会 H8.1２.1２ 事業年度における固定資産枠内取得品目の選定を適正
かつ円滑に行う 1回

保 険 診 療 委 員 会 H1２.４.1

診療報酬の効率的な算定、返戻・査定減に関する事
項、DＰＣの運用、適切なコーディングに関する事項お
よび病床管理について協議を行い、病院診療の運営に
寄与する

6回

各
部
門
運
営
関
連

放 射 線 安 全 委 員 会 (法） Ｓ60.10.1 法律に基づき、放射線発生装置の取扱による放射線障
害の発生を防止すると共に、公共の安全を確保する 2回

中 央 放 射 線 部 運 営 委 員 会 H1３.6.1 中央放射線部の適正な活用と質の向上を目的とし、そ
の運営について協議し、病院の発展に寄与する 6回

臨 床 検 査 運 営 委 員 会 (保） H1２.４.1 臨床検査の適正な活用と臨床検査の質の向上を目的と
する 5回

救命救急センター外来委員会 H1５.４.8 救命救急センター外来に係る諸問題を検討し、円滑な
救急医療ができる体制を整える 6回

救命救急センター病棟委員会 H1５.４.1 豊田厚生病院におけるＩＣU・HＣUの利用状況を把握
し、問題点などを検討及び協議する 6回

中央手術センター運営委員会 H1４.４.1 手術室の運営に関わる諸問題を検討し、円滑な手術室
の運営ができる体制を整える 6回

職
員
関
連

安 全 衛 生 委 員 会 (法） H1.４.1 豊田厚生病院における職員の安全と健康を確保し、業
務の向上と円滑な遂行を図る 1２回

保 育 委 員 会 (法） H５.４.1
愛知健康性農業協同組合連合会　保育所管理要領第4
条第3項の規程に基づき、院内保育所、病児保育室、
小児病棟、その他附帯する業務の円滑な運営を行う

4回

総 務 委 員 会 (法） H10.４.1
愛知県厚生農業協同組合連合会の規程改訂及び病院業
務運営の改善向上に関する意見を集約し病院長に具申
する

2回

厚 生 委 員 会 H10.8.1 職員の親睦ならびに資質の向上と、健全明朗な環境を
作り上げ、豊田厚生病院の繁栄に寄与する 12回

人 事 考 課 制 度 推 進 委 員 会 H1２.４.1 事業所における人事考課制度の実施・推進を目的と
し、人事考課制度の円滑な運用を図る 2回

看 護 職 確 保 対 策 委 員 会 H２５.４.1 看護職の確保に係ることについて検討することを目的
とする ７回

特
別 病院機能評価受審準備委員会 H1５.４.1 病院機能評価の受審を通じ、より良い病院機能の知

識・確立を図ることを目的とする 10回

（法）：法律に基づく設置
（保）：診療報酬に基づく設置
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